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はじめに 

 

本稿では「ワーキング・ホリデー」をテーマに扱う。その理由は、私事であるが、筆者

が数か月のワーキング・ホリデーを経験したことに起因する。筆者自身は語学力の上達や

国際感覚を身に着けるといった理由で渡航したのではなかったのだが、そこではさまざま

な日本人ワーキング・ホリデーメーカーの方々に出会った。そして、彼らの渡航動機や、

それ以前の職業や帰国後に関する話などを聞くうちに、一つの疑問がわいてきた。「彼らは

帰国後、どんな生活を送るのだろうか」と。退職してまで海外にやってきた人、帰国後の

就活に不安を抱きながらも、思い切って休学してきた学生、国を変えて何度もワーホリを

してきたベテランなど、まさに十人十色である。だが、筆者は、こうして出会った方々と

帰国後も頻繁に会うことはないだろうと予感していたし、彼らがどのような生活をするの

か少し気になっていた。ワーキング・ホリデーという制度は、過去 30 年続くということは

知っていたのだが、帰国後のワーキング・ホリデーメーカーたちはこれまで、どのように

日本に復帰したのか、という疑問もわいた。 

日常的にも、電車に乗った際にはたくさんの英会話学校の広告を見かける。また、先日、

ラーメン屋の行列に並んでいた時には、若い女性二人が「これからは英語の時代だよ、グ

ローバルだよ」と話しているのを耳にした。私の周りでは、どうも、世界に羽ばたけコー

ルは、日常的にどうしても目に付くし、耳にする。では私の狭い生活圏の中だけで、この

ような「グローバル化」的な意識が渦巻いているのか、と思えば、どうもそうでもないら

しい。「平成 23 年度より、小学校において新学習指導要領が全面実施され、第 5・第 6 学

年で年間 35 単位時間の『外国語活動』が必修化され」1、2015 年には「ホンダが 6 月 30

日に開示した『サスティナビリティーレポート』で 2020 年を目標にした英語の社内公用

語化を宣言し、経済界に大きな衝撃を与え」2、「英語もできないノースキルの文系はこれ

からどうすべきか」3という新書まで出版されている。  

グローバル化、というか、英語大事なんじゃないの？とか思えてくる。しかし、そんな

中で、日本からの海外留学生数は 2013 年には 60,138 人を記録しているし、そのうちの約

3 分の 1 は中華人民共和国(21,126 人)に留学し、次いでアメリカ合衆国(19,568 人)、英国

(3,633 人)となっている4。英語だけでもないらしい。とにかく、海外での経験や、言語的

なスキルの習得は、今後はかなり重要になるぞ、ということは分かる。 

では、自分の経験や出会ってきた方々のお話をもとに、今、私たち若者は、グローバル
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の波にどう乗っかればいいのか、または乗っからなくてもいいのか、はたまた、すでに乗

っかっているのか、を、若者にしか許されないワーキング・ホリデーという特権を軸に考

えていきたい。ここから見えてくるものが、これからも続く人生の中で何かの役に立つと

信じて書き進めていくことにする。 
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序章 

 

現在、「情報・サービス・消費」など、あらゆる分野で日本国内のみならず、世界規模

で人々が相互に行き来しやすい社会になっていることは、日々の生活から肌で感じること

ができる。日本からの海外渡航者数においては、2012 年に過去最多の 18,490,657 人を記

録している5。若者の間では、短期または長期留学、海外インターンシップやボランティ

ア、ワーキング・ホリデーなどの参加者数も年々増加している。また、教育、経済の分野

をはじめとして、「グローバル人材」という言葉をよく耳にする。文部科学省の「グロー

バル人材育成推進事業」のように、今後、世界を舞台に活躍できる人材を増やしていく取

り組みは、ますます活発に展開されていくことは必至であろう。 

グローバル化の波の中で時々刻々と変化していく日本社会で、若者のキャリア形成に

焦点を当てた時、留学、海外インターンシップ、ワーキング・ホリデーなど、様々なキャ

リア形成の方法がある。過去を振り返ってみれば、この 30 年あまりの間、日本から海外

への留学者数は 1983 年の 18,066 人から 2013 年の 60,138 人へと約 3 倍にも増加してい

る。また、本稿のテーマとするワーキング・ホリデーに焦点を当ててみると、1980 年に

日本はオーストラリア政府との間で協定を結んで以来、現在に至るまで 12 ヵ国との間

で、累計約 40 万人がこのプログラムを利用している。「グローバル人材の育成」という

名を冠していなくても、すでに過去から現在に至るまで、多くの若者が日本国外で何らか

の経験を得ようと挑戦することは、珍しくない。「若者の内向き志向」がメディア等で指

摘される中でも、多数の若者が現在でも、海外へ出て知見を広げようとする姿勢は確かに

認められる。 

そのような状況がありながら、一定期間海外で生活し、いずれ帰国する人々でありな

がら、彼らの帰国後の経験や実態に関する調査や研究はほとんどされてこなかった6。そ

こで、本稿では過去の研究のレビューと共に、常に次世代を担う若者世代がどのような動

機や経緯で渡航し、経験を通じてどのような知見を得て、帰国後の生活、特にキャリア形

成に関して影響を受けるのかを、2014 年から 2015 年にかけてワーキング・ホリデーか

ら帰国した若者たちの実態を、インタビュー調査を通じて明らかにしていく。 

第 1 章では、ワーキング・ホリデープログラムの目的や精度の概要を、確認する。 

第 2 章では、日本社会の政治的・経済的・文化的な変化とともに、利用者の推移の変化

を確認したうえで、そのプッシュ・プル要因を概観していく。 
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第 3 章では、実際にこのプログラムを利用した人々の渡航の動機や、滞在中の過ごし方

を、一般社団法人海外留学協議会(以下、JAOS)の調査(2003,2014)をもとに概観していく。

これまでワーキング・ホリデーに関する大規模な調査がなされてこなかったが、文部科学

省委託事業として、海外就労体験に関する調査が 2003 年に実施された。この調査の実施

母体である JAOS は、現在では Global ACE という海外就労経験者を対象にした就職支援

活動も行っている。この調査では、「ワーキング・ホリデー」、「海外インターンシップ」の

二つの海外就労体験プログラム利用者に対するインタビューおよびアンケート調査を実施

し、その分析や結果をまとめている。この調査の他にも、数少ないワーキング・ホリデー

に焦点を当てた先行研究や関連文献もレビューしていく。 

第 4 章においては、筆者が実施した、日本へ帰国したプログラム利用者のインタビュー

調査による実態把握を試みる。また、本稿では事例研究を目的としているため、このイン

タビュー調査を補完する目的として、計量的資料は JAOS 調査のような、二次的資料を使

用することが妥当であると判断した。以上を踏まえたうえで、ワーキング・ホリデープロ

グラムの意義や、プログラムが若者に与える影響を考察していく。筆者による 1 年以内に

帰国したワーキング・ホリデー経験者へのワーキング・ホリデー経験と帰国後の変化に関

するインタビュー調査を取りまとめたものである。 

終章では、これまでの総括と今後の、筆者の考えるワーキング・ホリデーの展開を述べ

る。 

以上のことから、ワーキング・ホリデー制度が日本人利用者へ渡航前から帰国後に至

るまでに及ぼす影響を、概観していく。 
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第 1章 ワーキング・ホリデー制度の概要 

 

第 1節 ワーキング・ホリデーの発祥と特徴 

 

協定国とその目的 

 ワーキング・ホリデー制度の発祥は、かつて英連邦内で仕事に就く前の若年者が、海外

での異文化交流を目的とした「一般的な習慣」としての起源がある(JAOS2004:15)。 

このワーキング・ホリデービザの趣旨は、日本の外務省は「二国・地域間の取決め等

に基づき，各々が，相手国・地域の青少年に対し，休暇目的の入国及び滞在期間中におけ

る旅行・滞在資金を補うための付随的な就労を認める制度」であり、「各々の国・地域

が，その文化や一般的な生活様式を理解する機会を相手国・地域の青少年に対して提供

し，二国・地域間の相互理解を深めること」としている7。各国、一人につき一度だけ利

用することが可能で、最長 1 年の滞在が可能で、期間中であれば、就学、就労、旅行と

過ごし方は利用者が自由に決められるというビザである8。 

世界的には、イギリス、オーストラリア間で 1975 年に開始され、「ワーキング・ホリデ

ー制度として青少年(17-30 歳)に休暇を主目的とした 2 年間の査証無し渡航、滞在が認め

られていた(JAOS2004:15)9。しかし、1975 年以降は、そのような自由な行き来はできな

くなり、ワーキング・ホリデー制度もそれと同時に導入された。これを皮切りに、世界各

国でワーキング・ホリデー制度が導入され、「2004 年現在この制度を持つ国は世界で 70 ヵ

国を超え、イギリスや英連邦のオーストラリア(18 ヵ国と協定)、ニュージーランド(23 か

国と協定)のように 30 年余りの歴史を持ち、多数の国と協定を締結している国や、ドイツ、

イタリアのように近年制度が開始され、協定締結国が 2-3 ヵ国のところなど様々である

(JAOS2004:15)」。 

 日本においても、1980 年のオーストラリアとの協定を始めに、各国との協定が結ば

れ、年々協定国も増加している。 

 

査証要件 

この査証発給用件等についての記述は、どの国との間にも共通する取り決めがあるわ

けではなく、一定程度の共通性を持ちながらも、それぞれ 14 カ国を対象とした 14 種類

の協定であるということは、この制度の特徴の一つである(吉本,長尾 2008)。一般的なワ
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ーキング・ホリデーの有資格者は「子どもを同伴しない 30 歳以下の青年」という共通理

解があるが、これは公式には日本と各国との間で「18 歳から 25 歳以下」として運用上の

ルールとなっているケースが標準的に記載されているなど、二国間協議で個別にそれぞれ

に異なった形で決定されるようになっている。また、協定国のいくつかでは、各国でワー

キング・ホリデー査証発給時期の有効期限での差異、就業可能日数の限定の有無、送出・

受入定員数に大きな差があるなどの各相手国との個別的な協定であることがわかる。この

ような各国間との差は、国家間の根本的な外交政策にも直接関わる課題であり、容易に制

度の標準化がなされうる性質のものではない。さらに、他の外交課題と同様に、査証発給

用件や定員数の改定などは、政治的・経済的・文化的な関係性に大きく影響を受けること

からも、臨機応変な対応と、時勢に合わせた柔軟性が特性である。さらに、日本人のプロ

グラム利用者の平均年齢が他国と比較して高い特徴がある(吉本,長尾 2008)。 

ここで注目すべきは、日本が他国と比べ、利用者の年齢が高いことである。このこと

は、制度発足時の目的や性格からして、ワーキング・ホリデーが日本社会では、制度の機

能の仕方が独特に変化、発展してきたことを意味しているようだ。 

 

第 2節 利用者の支援体制 

 

支援機関と支援内容 

日本のワーキング・ホリデープログラムの利用者の渡航前後の支援体制は、1988 年、

厚生労働省の許可のもと、公益法人として設立された(社)日本ワーキング・ホリデー協会

が中心的な役割を担ってきたといえる。この協会は、破産通告を受ける 2010 年まで 35

年間にわたり、35 万人以上のワーキング・ホリデー渡航希望者や来日青年の支援にあた

っていた。しかし、この団体が解体したのちも、利用者からの問い合わせは続き、新たな

体制を整えながら、現在は一般社団法人日本ワーキング・ホリデー協会として、旧日本ワ

ーキング・ホリデー協会の行ってきたサービスやノウハウをそのまま受け継ぐ形で、運営

が再開されることになった10。ここでは、来日ワーキング・ホリデーメーカー11や英語を

使った仕事を希望するワーキング・ホリデー経験者に向けて、就職紹介も行っている12。

他にも、規模の大小を問わず、様々な民間留学エージェントや旅行会社などの民間企業

が、ワーキング・ホリデー利用希望者へのサービス提供やサポートを行っている13。オー

ストラリアやニュージーランド、カナダなど、ワーキング・ホリデープログラムの中で
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も、渡航者が多い国々では、現地でワーキング・ホリデー利用者のサポートを行う民間企

業も多くある。具体的な事業内容としては、渡航前のビザ申請の代行や補助、現地での語

学学校の手配、居住地の斡旋など、利用者の現地での生活を安心、安全にするサポートを

行っている。これらのサービスを受けるには、有料と無料のオプションがあり、利用する

かしないかは、個人による。2013 年 12 月から 2014 年 3 月にかけて行った調査結果

(2013)では、ワーキング・ホリデー利用者の 37.5％があっせん・支援企業・団体などを

利用していた14。さらに、厚生労働省委託事業として「勤労青年の国際交流を活用したキ

ャリア形成支援事業」が一般社団法人 JAOS 海外留学協議会(以下、JAOS)を実施本部と

して平成 25 年度から開始された。これは、JAOS 会員を含む約 50 の団体により構成さ

れた連絡協議会と共に、プログラム利用者の渡航前後にキャリアサポートを無料で実施す

るという内容である(JAOS2013：16)。 
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第 2章 日本からのワーキング・ホリデー参加者 

 

第 1節 日本のワーキング・ホリデー制度利用者数の推移 

 

協定国の増加 

日本からワーキング・ホリデープログラムを利用する若者の数は、2012 年現在までで

約 40 万人を超えている。このプログラムを利用して渡航する若者はワーキング・ホリデ

ーメーカーと呼ばれ、過去 30 年間のなかで、着実にワーキング・ホリデーが各時代にお

いて若者世代に浸透していることがうかがえる。(図 1) 

1980 年のオーストラリアとの協定以来、日本人に対するワーキング・ホリデービザの

発給数は 1981 年の対オーストラリアの 884 人から始まった。1985 年にニュージーラン

ド、1986 年にカナダが加わり、現在はこの 3 か国がワーキング・ホリデー渡航先の約 9

割を占めている。その後の協定国は、1999 年に韓国、フランスが加わった。2000 年にド

イツが加わり、16,878 人、2001 年はイギリスが加わり、2002 年には過去最高の 20,401

人の日本人へワーキング・ホリデービザが発給された。2007 年にはアイルランド、デン

マークも加わり、20,941 人、2009 年には台湾、2010 年に香港、2012 年にノルウェーが

加わった。現在では、2015 年にポーランドが協定国に加わり、合計 14 か国との間で協

定が結ばれている。2008 年に起きたリーマンショックの影響がありながらも、2015 年ま

での約 9 年間は安定して毎年約 1.8 万人前後の日本人がワーキング・ホリデープログラム

を利用している。 

しかし、これだけ多くの国と協定を結びながらも、ワーキング・ホリデーの利用者数

はオーストラリア、ニュージーランド、カナダの 3 か国を中心に増加し続け、現在も以

上の 3 か国は日本人参加者の渡航先の大半を占める。一方で、これまで、協定国が着実

に増加しているにもかかわらず、以上の 3 か国に比べ、渡航先として英語以外の言語を

話す国を選ぶワーキング・ホリデー利用者は決して多くはない。このような状況でありな

がら、イタリアも日本との協定に前向きな興味を示し、今後も協定国の増加は見込まれる

15。 

 

日本からの利用者数の推移 

この利用者数の推移は、「二国間の取り決めにも基づき」結ばれた協定という特性か
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ら、日本の社会状況はもとより、国家間の政治的・経済的・文化的影響を色濃く受けるも

のであった(吉本,長尾 2008)。そこで、ワーキング・ホリデーの開始年から 1990 年代ま

でと 2000 年以降の社会状況を概観し、ワーキング・ホリデーを利用する若者が、どのよ

うな社会背景で渡航に至ったかを考察する。2000 年以降としたのは、この年にワーキン

グ・ホリデー参加者が一時的に減少し、その後また増加、減少を繰り返した期間であるこ

とから、ワーキング・ホリデーに出ようとする若者にとって、社会がどのように影響を与

えているかを概観することに適しているためである。 



 

 

 

1
0
 

J A O S 調 査 ( 2 0 1 4 ) よ り 、筆 者 作 成 。  

注 ) 2 0 1 0 年 以 降 、韓 国 ・ ドイツ ・アイルランド ・台 湾 は日 本 人 ワーキング・ホリデー渡 航 者 数 を公 開 していない。また、香 港 は制 度 開 始 当 初 から、日 本 人

の利 用 者 がないため、グラフには含 まれていない。
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図  1 .  渡 航 先 別 利 用 者 数 の推 移  
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第 2 節  受 入 国 のワーキング・ホリデーへの姿 勢 ―オーストラリアの事 例  

 

 日 本 の ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー メ ー カ ー の 渡 航 先 の オ ー ス ト ラ リ ア

を 始 め と し 、 カ ナ ダ 、 ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド は 移 民 政 策 を 積 極 的 に 行 っ

て い る 国 と し て 知 ら れ て い る 。 な か で も 、 オ ー ス ト ラ リ ア は 、 ワ ー

キ ン グ ・ ホ リ デ ー を 将 来 的 な 移 民 と し て ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー メ ー

カ ー た ち を 受 け 入 れ て い こ う と す る 志 向 が 潜 在 的 に あ る と い う 指 摘

が あ る (増 田 2 0 11 )。  

 オ ー ス ト ラ リ ア は 、 2 0 11 年 現 在 、 2 5 か 国 と の 間 で ワ ー キ ン グ ・

ホ リ デ ー 協 定 を 結 ん で お り (増 田 2 0 11 )、 J A O S 調 査 ( 2 0 0 4 )で 実 施 さ

れ た 、 オ ー ス ト ラ リ ア 移 民 局 の 責 任 者 へ の イ ン タ ビ ュ ー で も 示 さ れ

て い る 通 り 、 そ の 目 的 は 若 者 の 国 際 交 流 の 促 進 に あ る と い う 。  

 

「 私 たちは各 国 とワーキング・ホリデー協 定 を結 んでいますが、このプ

ログラムの主 な目 的 は、オーストラリアの若 者 と他 国 の若 者 の交 流 を

深 めることです。彼 らが未 来 のリーダーとなれば、両 国 の間 に良 好 な

人 間 関 係 が生 まれ、これらの若 者 が政 府 や議 会 、その他 の場 所 で

活 躍 すればその関 係 が継 続 するでしょう。私 たちにとって、それが何 よ

り大 切 なことです。またそのため、私 たちは常 に、ワーキング・ホリデー・

ビザの主 な目 的 は休 暇 にあると考 えています。就 労 は付 随 的 なもの

で、オーストラリア滞 在 中 の人 が、オーストラリアを旅 して回 るための旅

費 を賄 うため働 くことができるのです。あくまでも、休 暇 としてオーストラ

リアを旅 行 することに重 点 が置 かれています。」 ( J A O S 2 0 0 4： 1 2 6 )  

 

こ の 一 方 で 、増 田 ( 2 0 11 )は 、「 W H M (筆 者 注「 ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ

ー メ ー カ ー 」の 意 )制 度 が オ ー ス ト ラ リ ア に 伝 統 的 な 移 民 政 策 の 一 環

と し て 理 解 さ れ て き た 」 こ と を 指 摘 す る 。 ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー で

オ ー ス ト ラ リ ア へ や っ て く る 若 者 の 中 に は 、「潜 在 的 な 若 い 移 民 希 望

者 」 も 含 ま れ て い る と し て 、「 1 9 9 7 年 の 時 点 で も オ ー ス ト ラ リ ア の

『 移 民 ・ 多 文 化 問 題 局 』 は ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー プ ロ グ ラ ム が 「 潜

在 的 な 未 来 の 移 民 を 惹 き つ け る た め に 利 用 さ れ て き た 」 こ と を 踏 ま

え つ つ 、「今 日 で は 直 接 的 に 言 及 さ れ る こ と は ほ と ん ど な く な っ て い

る 」と し た 。し か し な が ら 、「こ の よ う な 期 待 は 依 然 と し て 持 続 し て

い る 」 こ と を 示 唆 し た 。 た だ 、 ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー 制 度 を 移 民 政

策 の 一 環 と し て オ ー ス ト ラ リ ア 政 府 が 伝 統 的 に 位 置 づ け て い な が ら

も 、 現 在 で は 、 そ の 理 解 の 仕 方 も 変 化 し て き て い る と い う 。 な ぜ な

ら 、 こ の よ う な 伝 統 的 な 理 解 の 仕 方 も あ り な が ら 、 あ く ま で も 先 に

触 れ た よ う な 目 的 が 第 一 次 的 で あ る た め だ 。 近 年 の 調 査 で は 、 ワ ー

キ ン グ ・ ホ リ デ ー で や っ て く る 若 者 た ち は 、 観 光 や レ ジ ャ ー 、 語 学

学 校 へ の 通 学 と い っ た 観 光 産 業 で 経 済 的 効 果 を も た ら す こ と や 、
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2 0 0 0 年 以 降 、人 手 不 足 に 悩 む 季 節 労 働 に 従 事 し て く れ る と い う 理 由

で 、 オ ー ス ト ラ リ ア で は 積 極 的 に 推 進 し て い く べ き で あ る 、 と い う

結 果 も 得 ら れ た 。  

し か し 、一 時 期 は 、国 内 の 労 働 市 場 を 圧 迫 し て い る の で は な い か 、

と い っ た 理 由 か ら 、 ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー 政 策 の 見 直 し が 行 わ れ る

こ と が あ っ た 。 実 際 に は 、 ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー メ ー カ ー た ち が 従

事 す る 労 働 市 場 で は 彼 ら が 競 合 す る 相 手 は 現 地 の 学 生 や 主 婦 、 非 正

規 労 働 者 で あ り 、 国 全 体 と し て み れ ば 、 オ ー ス ト ラ リ ア の 労 働 市 場

を 脅 か す ほ ど で も な い こ と が 、 近 年 の 調 査 で 明 ら か に な っ た 。  

さ ら に 、 オ ー ス ト ラ リ ア で の 生 活 を 経 験 す る こ と で 、 中 に は 将 来

的 に 移 民 と し て 戻 っ て く る 若 者 が 潜 在 す る 可 能 性 か ら 、 今 後 も オ ー

ス ト ラ リ ア で は 協 定 国 を 増 や し て い く 意 向 で あ り 、 ワ ー ホ リ 大 国 で

あ り 続 け る こ と は 必 至 で あ る (増 田 2 0 11 )。  

さ ら に 、査 証 発 行 時 に は 、「最 初 に 6 ヵ 月 の 有 効 期 間 で 発 行 さ れ 、

改 め て 延 長 の 申 請 を し な け れ ば な ら な い 」 こ と や 、 現 在 の 査 証 の 規

定 に は 同 じ 雇 用 者 の も と で 3 ヶ 月 以 上 の 就 労 が 認 め ら れ て い な い こ

と が 、 利 用 者 か ら す る と 煩 雑 で あ っ た り 、 不 便 で あ る こ と を 問 わ れ

る と 、 オ ー ス ト ラ リ ア 移 民 政 策 局 担 当 者 は 、 そ の 場 合 に は 他 の 査 証

制 度 も あ る こ と を 示 し て い た 。  

 

「 現 段 階 では、ワーキング・ホリデーを 1 2 ヵ月 以 上 に延 長 しても

メリッ トはないと考 えます。もっと長 く滞 在 したい人 向 けに、他 のビザ

も用 意 されているからです。…ですから私 たちとしては、ワーキング・

ホリデー・ビザの期 間 を 1 2 ヵ月 以 上 に延 長 するのではなく、もし１

年 以 上 滞 在 したいならその目 的 に合 った他 のビザがたくさんあるの

だから、ワーキング・ホリデー・ビザを変 更 するよりそちらを使 えばよい

ではないか、と言 いたいのです。 」 ( J A O S 2 0 0 4 ： 1 2 6 )  

  

 こ こ か ら 、 ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー の 基 本 原 理 が オ ー ス ト ラ リ ア に

は 確 立 さ れ て い る こ と が う か が え る 。 J A O S 調 査 ( 2 0 0 4 )で も 、「ワ ー

キ ン グ ・ ホ リ デ ー の 精 神 と し て の ① 学 校 を 出 て 就 業 前 の 文 化 交 流 、

② 旅 行 の た め の 一 時 的 な 仕 事 と い う 原 理 」が あ る こ と を 認 め て い る 。

そ の た め 、 就 労 期 間 や 学 習 期 間 は 最 低 限 に と ど め る よ う な 規 定 が あ

る 。 イ ン タ ビ ュ ー の な か で は 、 目 的 に あ っ た 査 証 の 使 い 分 け が 特 に

強 調 さ れ て い た 。  

 ま た 、 日 本 と も ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー 協 定 を 結 ん で い る ド イ ツ の

ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー 政 策 に つ い て も 言 及 し て い る 。 ド イ ツ で は 、

近 年 、 年 齢 制 限 が 3 5 歳 に 引 き 上 げ ら れ た 。 そ の 思 惑 と し て は 、「 ワ

ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー 取 得 者 が ド イ ツ に と ど ま る の を 促 す た め 」 で あ

り 、 移 民 ・ 永 住 プ ロ グ ラ ム に 近 い 意 味 合 い が あ る と い う 。 た だ 、 オ
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ー ス ト ラ リ ア で は 、 移 民 や そ の 他 の 目 的 に 関 す る 多 様 な 査 証 制 度 が

あ る た め 、 年 齢 制 限 を 引 き 上 げ る こ と に メ リ ッ ト を 感 じ て い な い 。  

過 去 現 在 に お い て も 世 界 的 な ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー 大 国 で あ る オ

ー ス ト ラ リ ア は 、 あ く ま で も 若 者 の 経 験 を 豊 か に す る こ と を 重 視 し

て い る 。 し か し 、 以 下 で も 触 れ て い く よ う に 、 現 在 の 日 本 に お い て

は 、「気 軽 な 」若 者 が ワ ー キ ン グ・ホ リ デ ー に 渡 航 す る よ り も 、一 定

程 度 就 労 経 験 を す で に 積 ん で い る 若 者 が 渡 航 す る 割 合 が 高 い 。 こ の

こ と に つ い て は 、「 日 本 の 場 合 、ワ ー キ ン グ・ホ リ デ ー の 年 齢 層 が 高

く 、 既 に 就 業 体 験 を 持 っ て い る 場 合 が 多 い が 、 そ の 点 は オ ー ス ト ラ

リ ア の 若 者 の ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー と は 活 用 の 仕 方 が 異 な っ て い る

と 認 識 し て い る 1 6」 と あ る 。 こ れ か ら は 、 こ う し た 日 本 の 若 者 の 社

会 背 景 を 見 て い く 必 要 が あ り そ う だ 。  

 オ ー ス ト ラ リ ア は こ れ ま で も 多 く の ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー メ ー カ

ー た ち の 受 け 入 れ を 経 験 し て い る こ と か ら 、 そ れ に 対 す る 評 価 も 確

固 た る も の で あ る 。  

  

「 ワーキング・ホリデーの体 験 は、人 材 開 発 とキャリア形 成 にどのよ

うな影 響 を与 えている と思 いますか？国 際 環 境 を見 れば 、英 語

圏 で働 ける能 力 があるのは一 つの利 点 だと思 います。好 むかどう

かにかかわらず、多 くの分 野 で英 語 は世 界 共 通 語 となりつつありま

す。…こうした観 点 からすると、英 語 は重 要 だと思 います。  

ワーキング・ホリデーに関 してもう一 つ重 要 なのは、ワーキング・ホ

リデー取 得 者 は、祖 国 や家 族 、人 脈 的 ネッ ト ワークから離 れて暮

らすことによって、臨 機 応 変 な対 応 能 力 や危 険 を冒 す勇 気 を身

に付 けられることです。そうすることで、彼 らは祖 国 では絶 対 に体 験

できないような様 々な経 験 に適 応 する能 力 を得 ます。…ワーキン

グ・ホリデー制 度 の最 大 の利 点 の一 つは、海 外 に出 ることで、ただ

受 け身 で何 かが起 こるのを待 つのでな く自 ら行 動 する力 を得 られ

ることだと思 います。」 ( 2 0 0 4 J A O S ： 1 2 8 )  

 

職 業 的 な ス キ ル ア ッ プ よ り も 、 若 者 が 異 文 化 社 会 の 中 で 多 様 な 経

験 を し て 、 成 長 さ せ る こ と が ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー の 趣 旨 で あ り 、

こ の よ う な 理 解 や 定 義 は 、 国 際 的 な 理 解 と し て 共 有 で き る だ ろ う 。  

 

 

第 3 節  1 9 8 0 年 から 9 0 年 代 にかけてのワーキング・ホリデーメーカーと社 会

背 景  

 

旅 する若 者 、語 られる若 者  

ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー の 発 祥 は 、 先 述 の 通 り 、 英 連 邦 内 で の 就 業
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前 の 若 者 の 「 一 般 的 な 慣 習 」 と し て の 旅 行 で あ っ た 。 古 市

( 2 0 1 0 = 2 0 1 4 : 5 6 - 5 7 )に よ れ ば 、「旅 」と「 若 者 」の 関 係 は 、「イ ギ リ ス

で 近 代 初 期 に 流 行 し た 欧 州 大 陸 旅 行 (グ ラ ン ド ツ ア ー )や ヨ ー ロ ッ パ

中 世 に 貧 困 層 の 若 者 が 職 探 し の た め に 行 っ て い た 放 浪 旅 行 」 ま で さ

か の ぼ る こ と が 出 来 る と い う 。だ が 、古 市 ( 2 0 1 0 = 2 0 1 4 )は 現 代 に お け

る「 旅 」と い う 現 象 を 考 察 す る な ら ば 、 1 8 4 1 年 に 始 ま る 鉄 道 旅 行 の

成 立 か ら 考 え ら れ る と い う 。 こ の 鉄 道 旅 行 の 成 立 は 現 代 の パ ッ ケ ー

ジ 化 さ れ た 団 体 旅 行 ビ ジ ネ ス の は し り の よ う な も の で あ る 。さ ら に 、

現 代 に 見 ら れ る マ ス ツ ー リ ズ ム が 本 格 化 し た の は 第 二 次 世 界 大 戦 後

で あ る 。 経 済 的 、 交 通 網 の 発 展 に 伴 い 、 日 本 で も こ う し た 団 体 旅 行

が 大 衆 化 し た 。 そ の な か で 、 パ ッ ケ ー ジ 化 さ れ た 旅 行 に 便 乗 す る こ

と に 満 足 し な い 層 も 出 て き た 。 そ れ が 若 者 で あ っ た 。  

1 9 6 0 年 代 後 半 の 日 本 で は 、大 き な バ ッ ク パ ッ ク を 背 負 っ て 日 本 国

内 を 旅 す る「 カ ニ 族 」、1 9 7 0 年 代 に は 女 性 雑 誌『 a n a n』や『 ノ ン ノ 』

を 片 手 に 日 本 国 内 を 旅 行 す る 「 ア ン ノ ン 族 」 が 出 現 し た 。 ア ン ノ ン

族 は 「 大 阪 万 国 博 覧 会 後 の 旅 客 需 要 の 掘 り 起 こ し の た め 、 電 通 と 国

鉄 が 『 デ ィ ス カ バ ー ・ ジ ャ パ ン 』 と い う キ ャ ン ペ ー ン を 始 め (古 市

2 0 1 0 = 2 0 1 4 : 5 7 )」、 2 0 代 、 3 0 代 の 若 い 女 性 を タ ー ゲ ッ ト に し た 大 々

的 な 宣 伝 を う ち だ し た こ と で 誕 生 し た 。 こ の 「 デ ィ ス カ バ ー ・ ジ ャ

パ ン 」の コ ン セ プ ト は「 日 本 を 発 見 し 、自 分 自 身 を 発 見 す る 」「デ ィ

ス カ バ ー・マ イ セ ル フ 」で あ っ た 。「観 光 地 そ の も の よ り も 、そ こ で

は 自 分 が 何 か を 感 じ る か の 方 が 大 事 」 で あ り 、「『 も の 』 よ り 『 思 い

出 』 が 重 要 視 さ れ る 時 代 」 を 見 抜 い た 電 通 に よ る キ ャ ン ペ ー ン で あ

っ た (古 市 2 0 1 0 = 2 0 1 4 : 5 9 )。  

古 市 ( 2 0 1 0 = 2 0 1 4 : 6 0 - 6 1 )は 、 彼 ら が 1 9 6 0 年 代 後 半 か ら 7 0 年 代 頃

に 出 現 し た こ と を 「 現 代 的 不 幸 」 に よ っ て 説 明 す る 。 当 時 の 若 者 が

直 面 し た 「 現 代 的 不 幸 」 は 、 貧 困 や 飢 餓 と い っ た 「 近 代 的 不 幸 」 と

は 異 な り 、「高 度 経 済 成 長 と 大 量 消 費 文 化 の 浸 透 の 中 で 若 者 た ち が 感

じ ざ る を 得 な か っ た 『 閉 塞 感 』『 空 虚 感 』『 リ ア リ テ ィ の 欠 如 』 と い

っ た『 生 き づ ら さ 』」を 意 味 す る 。こ の よ う な 時 代 の 中 で 、若 者 た ち

は ア イ デ ン テ ィ テ ィ ・ ク ラ イ シ ス に 集 団 的 に 見 舞 わ れ 、 不 安 定 な 社

会 の 中 で 「 自 分 探 し 」 を 様 々 な 方 法 で 始 め た 。 そ の 一 つ の 手 段 と し

て 、「カ ニ 族 」や「 ア ン ノ ン 族 」は 旅 に 出 て 、自 分 を 探 し て い た と い

う の で あ る 。 た だ 、 そ の 「 自 分 探 し 」 の 旅 を 終 え た 後 に は 、 彼 ら も

就 職 を し 、多 く が 企 業 戦 士 に な っ て い っ た 。こ れ は 、 1 9 6 0 年 代 後 半

か ら オ イ ル シ ョ ッ ク を 迎 え る 1 9 7 2 年 ま で は 、 ま だ 高 度 経 済 成 長 期

の ま っ た だ 中 で あ り 、 就 職 が ま だ 、 若 者 に と っ て 安 定 し た レ ー ル の

上 に あ っ た た め で あ っ た 。  

ま た 、 ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー が 開 始 さ れ る 前 で あ る 1 9 7 0 年 代 か

ら 連 続 的 に 若 者 の 語 ら れ 方 を 見 る と 、 今 日 の よ う に 若 者 を 「 若 者 」
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と い う 用 語 を 用 い て さ か ん に 語 る よ う に な っ た の は 、1 9 7 2 年 あ た り

か ら で あ る (古 市 2 0 11 = 2 0 1 2 : 4 7 - 5 2 ) 1 7。「 若 者 論 」以 前 に は 、「青 年 論 」

が 圧 倒 的 に 主 流 で あ っ た が 、片 瀬 ( 2 0 1 5 : 1 4 4 )は 、 1 9 7 0 年 代 を「 社 会

学 に お い て 本 格 的 に『 青 年 問 題 』が 語 り 始 め ら れ た 時 代 」  と し て い

る 1 8。さ ら に 、小 此 木 ( 1 9 7 8 )の「 モ ラ ト リ ア ム 人 間 論 」を 取 り 上 げ て

「 小 此 木 は 青 年 文 化 に 代 え て 若 者 文 化 と 呼 び 、 こ の 時 期 以 降 、 こ の

用 語 が 定 着 」 ( 片 瀬 2 0 1 5 : 1 4 7 ) し た こ と を 指 摘 す る 。 小 此 木

( 1 9 8 1 = 2 0 1 0 : 1 2 - 5 4 )は 、 米 国 の 精 神 分 析 学 者 H .エ リ ク ソ ン の 発 達 論

を 参 照 し な が ら 、 こ の 「 モ ラ ト リ ア ム 人 間 」 の 特 徴 は 「 当 事 者 意 識

の 欠 如 」や「 何 事 に も 積 極 的・恒 久 的 な 価 値 を 見 い だ す こ と が 出 来 」

な い「 し ら け 」た 態 度 や 、「社 会 的 自 己 」を い つ ま で も 見 出 せ な い も

の で あ る と し た 。 そ の 特 徴 を 現 代 の 大 学 の 留 年 学 生 や 大 学 院 生 、 ま

た は 就 職 し て も な お そ の よ う な 状 態 に あ る 若 者 に 見 出 し た 。 さ ら に

は 、 そ れ は 、 か つ て フ ロ ム に よ っ て 示 さ れ た 「 社 会 的 性 格 」 に な り

つ つ あ る と も 指 摘 し た 。  

こ の「 モ ラ ト リ ア ム 人 間 」論 が 発 表 さ れ た 1 9 7 0 年 代 の 終 わ り は 、

「 進 学 率 の 上 昇 と 若 年 層 の 進 学 移 動 に よ っ て 、 都 市 部 を 中 心 に 『 若

者 文 化 」が 形 成 さ れ た 時 期 」で あ っ た 。ま た 、「学 歴 イ ン フ レ に よ っ

て 大 学 生 も エ リ ー ト 意 識 を 喪 失 し 、 大 衆 的 な メ デ ィ ア の 影 響 を と お

し て 消 費 文 化 を 受 け 入 れ て い っ た 」 時 代 で あ り 、 そ の 急 速 な 社 会 の

変 化 の 中 で は 若 者 も そ の 影 響 を 如 実 に 受 け た (片 瀬 2 0 1 5 : 1 4 4 )。1 9 7 0

年 代 は 1 9 6 0 年 代 後 半 の 日 本 の 大 学 で 起 こ っ た 「 学 生 叛 乱 」 の 残 滓

も 漂 っ て お り 、「青 年 層 自 体 が『 政 治 の 季 節 』か ら『 消 費 の 季 節 』へ

の 移 行 途 上 」の 時 期 で あ っ た と し て い る 。こ の こ と と あ わ せ て 、「若

者 」と い う 主 体 を 生 物 的 な 発 達 段 階 と し て 捉 え る の で は な く 、「消 費

社 会 や 情 報 社 会 の な か で 成 人 世 代 と は 異 な る 独 自 の 文 化 (若 者 文 化 )

の 担 い 手 (片 瀬 2 0 1 5 : 1 4 5 )」 と し て 捉 え る よ う に な っ た の だ 。  

ま た 、 片 瀬 ( 2 0 1 5 )も 小 此 木 と 同 様 に 当 時 の 若 者 の 質 的 な 変 化 を 認

め て い る も の の 、 小 此 木 の 「 モ ラ ト リ ア ム 人 間 」 の 象 徴 で あ る 「 留

年 率 」に つ い て は 、そ の 見 直 し の 必 要 を 説 い て い る 。片 瀬 ( 2 0 1 5 : 1 5 0 -

1 5 1 )は 、1 9 7 0 年 代 は 二 度 に わ た る ド ル シ ョ ッ ク に よ り 、日 本 企 業 は

利 益 率 確 保 の た め に 「 雇 用 調 整 」 を 行 っ た 時 期 で あ り 、 新 規 雇 用 は

削 減 さ れ 、 そ も そ も 若 者 が 「 モ ラ ト リ ア ム 」 を 延 長 せ ざ る を 得 な い

状 況 に あ っ た こ と を 示 唆 す る 。 こ の 不 況 期 で 就 職 難 の 時 代 に は 、 大

学 卒 業 者 の 就 職 状 況 は 、 男 女 と も に 高 度 経 済 成 長 期 末 期 1 9 6 1 年 度

か ら 6 4 年 度 と 比 較 し て 1 0％ 程 度 低 く な っ て い る 1 9。こ れ に 対 し て 、

「『 モ ラ ト リ ア ム 心 理 』の 表 れ と さ れ て い た 留 年 率 」は 、就 職 状 況 の

悪 化 と 、 当 時 は 国 公 立 を 中 心 と し た 大 学 の 授 業 料 が 格 安 で あ っ た こ

と を 背 景 に 、「 1 9 7 5 (昭 和 5 0 )年 度 ご ろ か ら 増 加 し 、 7 7 (同 5 2 )年 度 か

ら 7 8 (同 5 3 )年 度 に か け 1 5％ を 超 え 、ピ ー ク を 迎 え 」た 2 0。つ ま り 、
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片 瀬 の 表 現 を 借 り て い え ば 「 無 業 卒 業 回 避 策 」 と し て 「 留 年 」 が 一

定 程 度 の 者 の 「 モ ラ ト リ ア ム 戦 略 」 と し て 機 能 し て い た こ と が 推 測

さ れ る (片 瀬 2 0 1 5： 1 5 3 - 1 5 4 ) 2 1。  

さ ら に 片 瀬 ( 2 0 1 5 : 1 6 3 )は 、1 9 7 0 年 代 か ら 若 者 を 語 る 際 に は「 心 理

主 義 的 な 若 者 論 」 が 用 い ら れ 、「 新 自 由 主 義 的 な 『 自 己 責 任 論 』」 へ

と 展 開 さ れ て い く こ と に な っ た と い う 。  

さ て 、 日 本 で 初 め て オ ー ス ト ラ リ ア と の 間 で ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ

ー が 始 ま っ た 1 9 8 0 年 代 、 日 本 社 会 は 高 度 経 済 成 長 を 終 え 、 経 済 的

な 安 定 期 に 突 入 し た 。 日 本 社 会 は 7 0 年 代 ま で に 築 か れ た 消 費 経 済

の 基 盤 に 加 え 、「情 報 化 社 会 」の 入 り 口 に 立 っ て い た 。金 融 緩 和 と 内

需 拡 大 に よ り 、ま さ に 当 時 の 若 者 は「 消 費 社 会 」の 中 で 生 き て い た 。

そ ん な 中 、1 9 8 0 年 の オ ー ス ト ラ リ ア へ の ワ ー キ ン グ・ホ リ デ ー で の

渡 航 者 は 、 ほ ん の 8 8 4 人 で あ っ た 。  

そ の 後 、 1 9 8 5 年 の プ ラ ザ 合 意 に よ り 日 本 は バ ブ ル 景 気 に 突 入 し 、

そ の 好 景 気 の 恩 恵 は 若 者 も 例 に も れ ず 享 受 し て い た よ う だ 。2 0 歳 か

ら 2 9 歳 ま で の 日 本 人 出 国 者 数 も 同 時 期 に う な ぎ 上 り で 、 8 5 年 の 日

本 か ら の 海 外 渡 航 者 数 は 4 , 9 4 8 , 3 6 6 人 か ら 1 9 8 9 年 に は 9 , 6 6 2 , 7 5 2

人 と 、 約 2 倍 に な っ た 。 こ の 数 値 は 日 本 の 総 人 口 と 比 べ る と 、 割 合

と し て は 8 5 年 に は 4％ か ら 約 8％ 程 度 に 推 移 し た に と ど ま る 。 図 2

の 2 0 歳 か ら 2 9 歳 の 男 女 の 渡 航 者 数 の 推 移 を 見 る と 、1 9 8 5 年 に は 、

1 3 5 , 7 5 6 人 だ っ た 渡 航 者 数 は 、1 9 8 9 年 に な る と 2 , 6 9 2 , 1 7 0 人 に 増 加

し た 。 こ れ は 2 0 歳 か ら 2 9 歳 の 人 口 の 中 で 約 1 6 %の割 合 になる。だい

たい 6 人 に一 人 は海 外 に渡 航 した、という計 算 になる 2 2。全 体 に比 べて、若

者 は外 国 に行 っていたようである。  

ま た 、 若 者 の 長 期 海 外 滞 在 の 方 法 の 一 つ と し て バ ッ ク パ ッ キ ン グ

が あ る が 、 大 野 ( 2 0 0 7 )は 先 の 「 カ ニ 族 」 を は じ め と す る 日 本 人 バ ッ

ク パ ッ カ ー に 着 目 し た 。 若 者 の 長 期 海 外 滞 在 は 「 商 品 化 さ れ た 『 冒

険 』」 に な り 始 め た と い う 。 1 9 6 4 年 に 海 外 旅 行 が 「 自 由 化 」 さ れ 、

1 9 8 0 年 代 に は 、今 日 も 日 本 人 バ ッ ク パ ッ カ ー の 聖 地 で あ る タ イ・バ

ン コ ク へ の 渡 航 者 が 増 加 し 、 そ こ で は タ イ 政 府 に よ る 観 光 政 策 が 用

意 さ れ て い た 。ま た 、日 本 国 内 で は 、 1 9 7 9 年 に は バ ッ ク パ ッ カ ー を

タ ー ゲ ッ ト に し た 『 世 界 の 歩 き 方 』 が 創 刊 さ れ 、 現 在 に も 通 用 す る

バ ッ ク パ ッ カ ー の 理 念 型 が 示 さ れ た 。 そ れ は 、 第 一 に 、 バ ッ ク パ ッ

キ ン グ は 「 長 期 間 で な け れ ば な ら 」 ず 、 第 二 に 「 貧 乏 旅 行 」 で な け

れ ば な ら な い 。そ し て 、「い き あ た り ば っ た り の 旅 」で あ る べ し 、と

い う 定 義 で あ っ た 。『世 界 の 歩 き 方 』で 示 さ れ た バ ッ ク パ ッ キ ン グ の

理 念 は 、 暗 に 多 く の 日 本 人 バ ッ ク パ ッ カ ー (若 者 )た ち に 示 さ れ 、 そ

れ は 「 社 会 的 認 識 」 に ま で な っ た と い う 。  

このことは、海 外 に長 期 滞 在 したいと考 える若 者 にとって大 きな道 標 を示 す

メディアが登 場 したともいえる。これはワーキング・ホリデーにも当 てはまる。たとえ
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ば、『地 球 の歩 き方 』は、ワーキング・ホリデー向 けのガイドブックやホームページ

も作 っている。そこで紹 介 されている、ワーキング・ホリデーのプランの一 例 を挙

げると、まず、フィリピンで 1 ヶ月 間 「プレ留 学 」をして語 学 力 を強 化 する。次 に、

ワーキング・ホリデーでカナダへ行 くと、「 夏 も し く は 冬 の リ ゾ ー ト で の 仕

事 」 を「週 3 0 時 間 か ら 3 5 時 間 の 仕 事 を 手 配 」してくれる。このパッケージ

に則 れば、「 挫 折 感 を 味 わ う こ と な く 、 ト ー タ ル で 英 語 力 を ア ッ プ 」

できる仕 組 みになっているそうだ 2 3。すべてのワーキング・ホリデー渡 航 者 が、こ

うしたパッケージプランに則 ったワーキング・ホリデーをしているわけではないが、

J A O S 調 査 ( 2 0 1 4 )は、あっせん業 者 を利 用 した若 者 は約 4 割 としている。  

 

 

 

 

図 2 は 法 務 省 入 国 管 理 局 ホ ー ム ペ ー ジ の 出 し て い る 年 齢 別 出 国 者

数 の 統 計 2 4を 基 に し た 、 日 本 の 2 0 歳 か ら 2 9 歳 の 海 外 渡 航 者 数 の 推

移 を 示 し た グ ラ フ で あ る 。 こ の 日 本 人 海 外 出 国 者 数 と 並 行 し て 増 加

傾 向 に あ っ た ワ ー キ ン グ・ホ リ デ ー 利 用 者 数 は 1 9 8 1 年 か ら 1 9 8 5 年

ま で は 年 間 で 平 均 し て 2 0 0 0 人 に 満 た な か っ た が 、 8 0 年 代 後 半 に は

利 用 者 は 急 増 し 、 1 9 9 0 年 に は 約 5 倍 も の 若 者 が 利 用 す る こ と に な

っ た 。 こ の 間 、 プ ラ ザ 合 意 の あ っ た 翌 年 1 9 8 6 年 に は 日 本 と の ワ ー

キ ン グ ・ ホ リ デ ー 協 定 国 に は カ ナ ダ 、 ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド が 加 わ っ た

が 、 依 然 と し て 、 オ ー ス ト ラ リ ア へ の 渡 航 者 が 大 半 で あ っ た 。  

 

新 人 類 の登 場 ？ 

 1 9 7 0 年 代 に は 、不 況 に よ り 、雇 用 機 会 に 恵 ま れ な い 若 者 が そ の 対

策 と し て 講 じ た 「 留 年 」 が 「 モ ラ ト リ ア ム 人 間 」 の 最 た る 象 徴 の よ

う に 語 ら れ た 。 こ れ は 、 経 済 的 、 社 会 的 影 響 を 受 け た 若 者 の 処 世 術

と も と れ る が 、 そ れ を 一 つ の 若 者 へ の 視 座 と し て 語 る 「 若 者 論 」 は

0

1,000,000

2,000,000

3,000,000
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図2. 20～29歳の出国者数
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そ の ま ま 1 9 8 0 年 以 降 も 続 く 。 1 9 8 0 年 代 に は 、 若 者 は 「 新 人 類 」 と

呼 ば れ る よ う に な っ た 。こ の 時 期 、1 9 8 0 年 に ワ ー キ ン グ・ホ リ デ ー

が 日 本 で は 、 オ ー ス ト ラ リ ア と の 間 で 開 始 さ れ た 。  

1 9 8 0 年 代 半 ば 、日 本 経 済 は「 バ ブ ル 経 済 」に 沸 い て い た 。日 本 社

会 で は 、若 者 を「 情 報 新 人 類 」と 呼 び は じ め た 。片 瀬 ( 2 0 1 5 : 1 8 9 - 1 9 0 )

は 、い く つ か の 論 者 の 議 論 を 踏 ま え つ つ 2 5、「情 報 新 人 類 」の 定 義 は

概 ね 一 致 し て い る と い う 。 そ れ は 、 日 本 社 会 が 経 済 的 豊 か さ を 加 速

さ せ 、 当 時 の 若 者 は 生 ま れ た 時 か ら 彼 ら の 親 世 代 と は 異 な り 、 テ レ

ビ を は じ め と す る 様 々 な メ デ ィ ア に 囲 ま れ て 育 っ て き た こ と で 、 た

と え ば コ ン ピ ュ ー タ や ゲ ー ム 機 器 2 6な ど の 情 報 機 器 に 親 和 性 が あ り 、

こ れ か ら の 情 報 化 社 会 を 担 う 存 在 と し て 語 ら れ て い た 。 情 報 機 器 と

の 親 和 性 の 高 さ か ら 、 こ れ か ら さ ら に 加 速 す る 情 報 化 社 会 の 担 い 手

と し て 期 待 さ れ る 側 面 を も っ て い た 。  

さ ら に 、1 9 8 5 年 の プ ラ ザ 合 意 後 は 、先 に も 触 れ た よ う に 、1 9 8 9 年

に は 若 者 世 代 ( 2 0 歳 ~ 2 9 歳 )の 海 外 出 国 者 数 は 6 人 に 一 人 の 割 合 で 、

急 速 な 普 及 率 を 見 せ る 。  

ま た 、 ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー と 同 様 に 、 海 外 に 帰 国 を 前 提 に 一 定

期 間 海 外 に 滞 在 す る 方 法 と し て 、海 外 留 学 が あ る 。1 9 8 0 年 代 後 半 は 、

先 に 見 た よ う に 海 外 旅 行 が 一 般 化 し た の と 共 に 、 海 外 留 学 も 大 衆 化

の 様 相 を 呈 す る こ と に な る 。長 峰 ( 2 0 1 2 )に よ れ ば 、1 9 8 7 年 こ ろ か ら

海 外 へ の 留 学 生 が 増 加 し 始 め た 。 そ の 背 景 に は 、 円 高 に よ り 私 費 留

学 が 経 済 的 に 比 較 的 容 易 に な っ た こ と や 海 外 進 出 す る 日 本 企 業 の 増

加 が 後 押 し し て い た 。 ま た 、 海 外 留 学 を す る 学 生 を 対 象 に し た 人 材

サ ー ビ ス 企 業 の 台 頭 も 、 海 外 留 学 生 を 支 援 す る 体 制 の 拡 充 に 大 き な

役 割 を 担 っ た 。 さ ら に 、 こ の 頃 か ら 海 外 留 学 に 対 す る 社 会 の 見 方 も

変 化 し 始 め た と い う 。1 9 7 0 年 代 ま で は 、公 費 や 大 企 業 に よ る 派 遣 留

学 が 主 流 で 、 エ リ ー ト の イ メ ー ジ が 強 か っ た 留 学 が 、 私 費 留 学 者 が

増 加 し た こ と で 、 学 生 の 内 容 は 玉 石 混 淆 と な っ た 。 留 学 生 の 低 年 齢

化 や 、 単 な る 語 学 留 学 な ど 様 々 な 形 の 留 学 生 が い る 中 で 、 企 業 、 特

に 大 手 企 業 で は 留 学 生 採 用 に 対 す る 姿 勢 の 変 化 も み ら れ る よ う に な

っ た 。 そ れ ま で の エ リ ー ト 留 学 生 像 と 、 一 方 で 一 部 で は 彼 ら に 対 す

る 否 定 的 な イ メ ー ジ が う ま れ た の で あ る 。  

7 0 年 代 当 時 は ま だ 留 学 生 は 希 少 性 の 高 い 存 在 で あ り 、日 本 の 大 企

業 が 日 本 人 留 学 生 を 採 用 す る こ と は 稀 で あ っ た 。 言 語 の 問 題 で 現 地

の 大 学 に 卒 業 が 遅 れ て し ま う こ と や 、 年 齢 の 問 題 か ら 、 日 本 の 慣 例

で あ る 新 卒 の 四 月 採 用 に 間 に 合 わ な い 、 留 学 生 が 日 本 で の 就 職 活 動

の 情 報 が 海 外 に い て は 収 集 が 難 し い な ど の 状 況 も 相 ま っ て 、 日 本 社

会 を い っ た ん 離 れ た 若 者 に と っ て 日 本 で の 就 職 は な か な か 難 し い も

の で あ っ た (長 峰 2 0 1 2 )。一 時 的 に 日 本 社 会 か ら 離 れ て 生 活 を し 、一

定 期 間 の 後 に 日 本 社 会 に 復 帰 す る 者 と し て 、 ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー
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経 験 者 も 同 様 な 境 遇 に 立 っ て い た の だ ろ う 。  

 1 9 8 0 年 代 の 日 本 の 若 者 は 情 報 化 や 市 場 経 済 の 発 展 に 伴 い 、彼 ら の

親 世 代 と は 大 き く 異 な る 生 活 環 境 の な か で 生 き て い た 。 さ ら に 、 将

来 の 担 い 手 と し て 期 待 さ れ る 世 代 で も あ っ た の だ が 、1 9 8 9 年 に 起 こ

っ た 連 続 幼 女 誘 拐 殺 人 事 件 を 境 に 、「情 報 新 人 類 」は オ ト ナ 世 代 に は

理 解 し が た い 対 象 に な っ て い っ た 。  

 

ロスジェネ世 代 とワーホリ  

1 9 8 0 年 代 が 終 わ り 、 9 0 年 代 に は い る と 、 1 9 9 1 年 に 日 本 の 東 証 株

価 は 日 経 平 均 3 万 8 9 5 7 円 を 記 録 し 史 上 最 高 高 値 と な り 、 国 内 は バ

ブ ル 景 気 絶 頂 を 迎 え て い た 。し か し 、そ の 直 後 、1 9 9 1 年 の バ ブ ル 経

済 は 崩 壊 を 迎 え 、9 0 年 代 初 頭 以 降 、長 期 的 な 経 済 の 停 滞 期 を 迎 え る 。

多 く の 日 本 企 業 が 雇 用 調 整 の 手 段 と し て 、 新 規 学 卒 者 の 採 用 枠 を 縮

小 し 、 若 年 労 働 市 場 は ひ っ 迫 し た 。 こ の 頃 か ら 、 「 学 卒 後 も 無 業 に

と ど ま る か 、 一 時 的 な 仕 事 を 転 々 と す る フ リ ー タ ー な ど の 存 在 が 注

目 を 集 め 」 、 「 そ の 一 方 で 、 絞 り 込 ま れ た 正 規 社 員 は 、 成 果 主 義 の

導 入 に と も な う 過 酷 な 競 争 も あ っ て 、 長 時 間 労 働 を 強 い ら れ る よ う

に な っ た (片 瀬 2 0 1 5 : 2 3 1 )」 。こ の 頃 に は 、若 者 は 先 の 「 モ ラ ト リ ア

ム 人 間 」 の よ う に 、 留 年 に よ る 「 無 学 卒 業 回 避 策 」 を 講 じ る こ と は

難 し く な り 、 フ リ ー タ ー に な ら ざ る を 得 な か っ た 者 な ど も い た 。 こ

う し た 就 職 氷 河 期 を 経 験 し た 世 代 で あ る こ と か ら 、 「 ロ ス ト ・ ジ ェ

ネ レ ー シ ョ ン 」 と 呼 ば れ る こ と も あ る 。  

こ の よ う な 背 景 の 一 方 で は 、 日 本 人 海 外 渡 航 者 数 は 増 加 し 続 け 、

1 9 9 6 年 に は 日 本 か ら の 海 外 渡 航 数 は 1 . 6 7 億 人 と 9 0 年 代 の 中 で 最

高 と な り 、 日 本 で ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー が 始 ま っ た 1 9 8 0 年 の 日 本

か ら の 海 外 渡 航 者 数 の 約 4 . 3 倍 の 日 本 人 が 、 何 ら か の 理 由 で 海 外 へ

渡 航 し て い る と い う 状 況 に な っ た 。 こ の こ と は 、 日 本 国 内 で 海 外 へ

の 渡 航 が 一 般 化 し た こ と を 如 実 に 表 し て い る 。  さらに、 2 0 歳 から 2 9

歳 の海 外 渡 航 者 数 は 1 9 9 6 年 には過 去 最 高 を記 録 し、計 算 のうえでは、 5

人 に一 人 が海 外 に行 ったと言 える。  ま た 、ワ ー キ ン グ・ホ リ デ ー 利 用 者

数 も 、 不 況 の 中 で あ り な が ら 、 さ ほ ど 大 き く 影 響 を 受 け る こ と も な

く 、 増 加 し 続 け て い た 。  

 

第 4 節  海 外 旅 行 とは反 比 例 するワーキング・ホリデー利 用 者 の推 移  

 

図 3 と 図 4 は 、 1 9 9 0 年 以 降 の 日 本 か ら の 2 0 歳 か ら 2 9 歳 の ワ ー

キ ン グ ・ ホ リ デ ー 利 用 者 数 と 海 外 渡 航 者 数 の 推 移 を 表 し た も の で あ

る 。 2 0 歳 か ら 2 9 歳 の 海 外 渡 航 者 数 は 、 全 体 と ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ

ー 利 用 者 数 の 間 で ほ と ん ど 同 じ よ う に 増 加 傾 向 を 示 し て い る 。 日 本

社 会 の 不 景 気 に も 関 わ ら ず 、 若 者 の 海 外 渡 航 数 は 1 9 9 6 年 ま で 増 加
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傾 向 を 見 せ て い る 。  

長 友 ( 2 0 0 7 )や 藤 岡 ( 2 0 1 2 )は 、 9 0 年 代 以 降 、オ ー ス ト ラ リ ア に 移 民

や ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー へ 行 く 若 者 の 数 が 増 加 し 続 け た プ ッ シ ュ 要

因 と し て 、「 日 本 の 労 働 市 場 の 変 化 」 を 指 摘 し た 。  

9 0 年 代 以 降 に は 、日 本 企 業 の 経 営 の 合 理 化 が 進 み 、新 規 採 用 の 減

少 や 派 遣 労 働 の 増 加 な ど で 見 ら れ る よ う に な っ た 。 日 本 的 経 営 や 雇

用 形 態 の 見 直 し に 伴 い 、 労 働 環 境 も 変 化 し た 。 成 果 主 義 や 年 俸 制 の

導 入 は 顕 著 な 例 で あ る 。 こ れ ら の 変 化 の 影 響 と し て 、 労 働 市 場 の 特

に 若 年 層 や 6 0 代 で は 、 失 業 率 が 上 昇 し 、 働 き 方 に 流 動 性 も 生 ま れ

た 。 こ の 働 き 方 の 流 動 性 を め ぐ る 特 徴 の 一 つ は 、 派 遣 労 働 や パ ー ト

タ イ ム 労 働 が 増 加 し 、「自 発 的 離 職 や 派 遣 労 働 や パ ー ト タ イ ム 労 働 を

主 体 的 に 選 択 す る ラ イ フ コ ー ス の 柔 軟 性 (長 友 2 0 0 7 : 1 8 2 )」の 増 加 に

も 影 響 し て い る 。働 き 方 に 変 化 が 生 ま れ 、「新 し い ラ イ フ ス タ イ ル の

価 値 観 」も 出 現 し た 。「現 代 の 比 較 的 若 い 労 働 者 の 間 で は 、一 般 的 な

労 働 観 の 傾 向 と し て 滅 私 奉 公 的 な 労 働 観 は も は や 主 流 を 占 め る も の

で は な く な り 、 会 社 や そ の 組 織 へ の 自 己 犠 牲 的 な 労 働 観 よ り は む し

ろ 私 的 領 域 を 重 視 す る 傾 向 (長 友 2 0 0 7 : 1 8 3 )」も 若 者 の オ ー ス ト ラ リ

ア へ の 渡 航 に 影 響 を 与 え て い る 。  

ま た 、 藤 岡 ( 2 0 1 2 )は 、 こ の 私 的 領 域 を 重 視 す る 姿 勢 や 、 労 働 市 場

の 変 化 に よ っ て も た ら さ れ た 若 者 の 「 晩 婚 化 」 も ワ ー キ ン グ ・ ホ リ

デ ー 渡 航 者 の 増 加 に 影 響 し て い る 可 能 性 を 指 摘 す る 。 2 5 歳 か ら 2 9

歳 の 男 女 の 未 婚 率 は 、 1 9 8 0 年 代 か ら 2 0 0 5 年 ま で で 確 実 に 増 加 し て

い る 。 特 に 、 女 性 の 未 婚 率 の 上 昇 に お い て は 、 2 5 歳 か ら 2 9 歳 の 女

性 の 未 婚 率 は 1 9 8 0 年 の 未 婚 率 2 4 %で あ っ た も の が 、2 0 0 5 年 は 5 9 %

に 達 し た 。 未 婚 で あ る こ と で 、 自 分 の た め に 自 由 に 時 間 を つ か え る

幅 が 増 え た と い う こ と で あ る 。 ま た 、 熊 沢 ( 2 0 0 0 )の 言 葉 を 借 り て 、

特 に 非 正 規 労 働 の 女 性 は 「 被 差 別 者 の 自 由 」 を 享 受 し て い る と も 指

摘 す る 。こ れ は 、「職 場 や 労 働 市 場 に お い て 周 縁 的 な 地 位 に 置 か れ た

女 性 が 、 低 賃 金 や 低 い 地 位 を 受 け 入 れ る 代 わ り に 男 性 と 同 程 度 の 義

務 や 拘 束 に 縛 ら れ る こ と を 拒 否 す る 適 応 形 態 」 を 意 味 す る 。 男 性 よ

り も 女 性 の 方 が 労 働 の 流 動 性 は 高 い 水 準 で あ り 、 ワ ー キ ン グ ・ ホ リ

デ ー 利 用 者 が 2 0 代 後 半 の 女 性 に 多 い こ と を 説 明 し て い る 。  

一 方 、藤 岡 ( 2 0 1 2 )は プ ル 要 因 と し て「 W H (ワ ー キ ン グ・ホ リ デ ー )

制 度 の 特 徴 」、「 英 語 の 習 得 機 会 」、「 就 業 機 会 」、「 旅 行 ・ 観 光 機 会 」、

「 豪 州 政 府 の 政 策 的 関 与 」 の 5 つ の 要 因 が あ る と 指 摘 し て い る 。 つ

ま り 、 一 つ 目 の 「 W H 制 度 の 特 徴 」 と は 、 オ ー ス ト ラ リ ア の ワ ー キ

ン グ ・ ホ リ デ ー ビ ザ は 取 得 が 容 易 で あ り 、 海 外 で 生 活 し た い と 思 っ

て い る 若 者 に 、 そ の チ ャ ン ス を 「 き わ め て 緩 や か な 条 件 で 提 供 し て

い る 」と い う こ と で あ る 。二 つ 目 に は 、「英 語 の 習 得 」を し た い と 思

っ て い る 若 者 に と っ て オ ー ス ト ラ リ ア は 、 公 用 語 が 英 語 で あ り 、 語
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学 学 校 の 整 備 も 充 実 し た 環 境 で あ る 。 三 つ 目 に 、 在 留 邦 人 が 多 く 、

日 本 食 レ ス ト ラ ン を は じ め と す る 日 系 の サ ー ビ ス 産 業 が 発 達 し て お

り 、 現 地 で の 農 業 部 門 で の 季 節 労 働 と い っ た 「 海 外 就 業 」 体 験 を 日

本 人 に 提 供 す る 場 が 多 く あ る 2 7。 四 つ 目 に は 、 オ ー ス ト ラ リ ア に は

数 多 く の 観 光 資 源 が あ り 、 ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー で や っ て き た 若 者

に と っ て は 、「低 予 算 で 楽 し め る 旅 行 や 観 光 の 機 会 の 豊 富 さ 」は 重 要

な 要 素 で あ る と し て い る 。 最 後 に 、 オ ー ス ト ラ リ ア で は 「 豪 州 政 府

の 政 策 的 関 与 」 が 重 要 な 役 割 を 果 た し て い る と い う 。 こ の こ と は 、

前 述 し た よ う に 、 オ ー ス ト ラ リ ア は 農 業 労 働 力 不 足 を 背 景 に 、 政 府

は 2 0 0 5 年 に セ カ ン ド ビ ザ を 導 入 し た 経 緯 が あ る 。 こ れ は 、 政 府 が

ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー で や っ て き た 若 者 を 不 足 し た 農 業 労 働 に 誘 導

し よ う と い う 思 い が 背 景 に あ っ た 。ま た 、「留 学・観 光 産 業 」に お い

て も 、 ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー 渡 航 者 を 消 費 者 と し て 重 視 し て い る と

い う 点 2 8も オ ー ス ト ラ リ ア が 若 者 を 引 き 付 け る 要 因 に な っ て い る と

い う 。  

た だ 、 日 本 か ら の オ ー ス ト ラ リ ア へ の ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー 渡 航

者 数 は 、 数 年 の 間 に 急 増 し た 、 と い う わ け で は な く 、 年 々 一 定 程 度

増 加 し つ づ け 、 こ の 数 年 で は 、 安 定 し た 人 数 で あ る 。 そ の た め 、 こ

れ ま で 見 た オ ー ス ト ラ リ ア の 事 例 に 限 ら ず 、日 本 か ら の ワ ー キ ン グ・

ホ リ デ ー 渡 航 者 数 の 増 加 を 説 明 す る に は 、 政 府 の 政 策 的 関 与 が 影 響

し て い る と い う よ り も む し ろ 、日 本 の「 労 働 市 場 の 不 安 定 化 」や「 ラ

イ フ コ ー ス の 柔 軟 性 が 増 し た 」 と い っ た 要 因 の 方 が よ り 強 い よ う で

あ る 。 こ の こ と は 、 オ ー ス ト ラ リ ア に 限 ら ず 、 他 の ワ ー キ ン グ ・ ホ

リ デ ー 協 定 国 に 置 き 換 え て も 不 自 然 で は な い 。  

ま た 、2 0 0 0 年 以 降 、そ れ ぞ れ の ボ リ ュ ー ム は 異 な る が 、海 外 渡 航

者 数 は 減 少 傾 向 に あ る 。 さ ら に 2 0 0 0 年 以 降 、 2 0 歳 か ら 2 9 歳 の 日

本 人 出 国 者 数 も 減 少 傾 向 に あ る が 、 ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー 利 用 者 数

は 増 加 傾 向 を 見 せ て い る 。し か し 、 2 0 0 8 年 以 降 で は 、ワ ー キ ン グ ・

ホ リ デ ー 利 用 者 数 も 減 少 傾 向 に あ る 。 こ れ は 、 前 年 度 に 起 こ っ た ア

メ リ カ で の リ ー マ ン シ ョ ッ ク が 大 き な 要 因 と し て 考 え ら れ る 。2 0 0 0

年 か ら 2 0 0 8 年 ま で の 間 に は 、 2 0 歳 か ら 2 9 歳 の 海 外 出 国 数 と ワ ー

キ ン グ ・ ホ リ デ ー 利 用 者 数 の 間 で は 反 比 例 す る 傾 向 が 見 ら れ た 。  
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J A O S 調 査 ( 2 0 1 4 ) よ り 、筆 者 作 成 。  

 

 

 

出 国 者 数 の 減 少 の 要 因 と し て 考 え ら れ る の は 、2 0 0 1 年 に 起 こ っ た

ア メ リ カ で の 同 時 多 発 テ ロ 、 2 0 0 3 年 に 韓 国 で 流 行 し た S A R S で あ

る 。 日 本 か ら の 海 外 渡 航 先 と し て 、 ア メ リ カ 、 韓 国 は 常 に 上 位 国 で

あ り 、 そ の 渡 航 先 で の こ う し た 出 来 事 は 、 日 本 人 海 外 渡 航 者 の 足 を

遠 の か せ る 原 因 で あ っ た 。 し か し 、 ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー の 渡 航 先

に は ア メ リ カ は 含 ま れ て お ら ず 、 韓 国 は そ も そ も 、 そ こ ま で ワ ー キ

ン グ・ホ リ デ ー 渡 航 先 と し て 母 数 は 大 き く な か っ た 。そ の こ と か ら 、

利 用 者 か ら し て み れ ば 、 渡 航 す る こ と に 関 し て 大 き な 影 響 を 与 え る

こ と は な い 。む し ろ 、 9 0 年 代 以 降 の 労 働 市 場 の 変 化 が 、若 者 の ワ ー

キ ン グ ・ ホ リ デ ー 渡 航 の 増 加 を 、 よ り 一 層 後 押 し し て い る と 解 釈 で
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き る 。  
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第 3 章  J A O S 調 査 2 0 0 3 年 と 20 1 4 年 の比 較 ―1 0 年 間 のワーキング・ホリ

デーの変 化  

 

 ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー に 関 す る 大 規 模 な 調 査 は 、 J A O Sに よ っ て

2 0 0 4年 に 行 わ れ た 「 海 外 就 業 体 験 が 若 年 者 の 職 業 能 力 開 発 ・ キ ャ

リ ア 形 成 へ の 影 響 ・ 効 果 に 関 す る 調 査 研 究 」 2 9と い っ て よ い 。 そ れ

ま で 、 ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー が 各 協 定 国 と の 取 り 決 め で あ る こ と

や 、 帰 国 後 の 追 跡 調 査 を 行 う こ と が 困 難 で あ る こ と な ど 、 様 々 な 理

由 か ら こ う し た 大 規 模 な 調 査 は 行 わ れ て こ な か っ た 。 し か し 、 グ ロ

ー バ ル 化 の 加 速 に 伴 い 、 厚 生 労 働 省 委 託 事 業 と し て 「 学 識 経 験 者 や

ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー ／ 国 際 イ ン タ ー ン シ ッ プ な ど の 関 係 者 か ら な

る 調 査 研 究 委 員 会 を 設 置 し 」 、 「 教 育 学 や 心 理 学 、 労 働 政 策 研 究 、

実 践 的 な 専 門 家 が 集 ま っ て 、 一 方 で は 査 証 な ど の 制 度 ・ プ ロ グ ラ ム

の 詳 細 を 学 び 、 他 方 で は キ ャ リ ア 形 成 と 教 育 に か か わ る 理 論 的 な 考

察 」 を 展 開 し た 事 業 を 開 始 し た の で あ る ( J A O S調 査 2 0 0 4 )。  

  

「国 際 化 の進 展 に伴 い、若 年 者 によるワーキング・ホリデーや、海

外 インターンシップ、海 外 ボランティア等 への参 加 者 数 は堅 調 であ

り 、 これらの体 験 をした若 年 者 は異 文 化 においてグローバルな視

点 を育 み、各 自 が何 らかの国 際 人 としてのキャリアを形 成 している。

しかしその反 面 、このような海 外 体 験 を一 定 の期 間 享 受 するには、

基 本 的 に現 在 の仕 事 を離 職 しなくてはならない。加 えて現 在 の日

本 の労 働 市 場 の問 題 もあり、海 外 体 験 をした若 年 者 の多 くが帰

国 してからの就 職 に困 難 を伴 っている状 況 が見 受 けられる。このよ

うな状 況 は、グローバル人 材 の継 続 的 な育 成 が要 請 されているな

か に あ っ て 、 改 善 に 急 務 を 要 す る も の で あ る 。 」 ( J A O S 調 査

2 0 1 4 ： 1 - 2 )  

 

以 上 の こ と に 加 え 、「 ( 1 )海 外 就 業 体 験 者 の 実 態 把 握 」、「 ( 2 )ワ ー

キ ン グ ・ ホ リ デ ー 等 で 来 日 中 の 外 国 人 に 関 す る 就 業 実 態 調 査 」、

「 ( 3 )海 外 就 業 体 験 者 を 活 用 し た 若 年 者 雇 用 及 び グ ロ ー バ ル 人 材 育

成 に 係 る 検 討 課 題 」 を 調 査 全 体 の 研 究 目 的 と し て い た 。  

つ ま り 、 従 来 、 ほ と ん ど 研 究 の 対 象 と さ れ て こ な か っ た ワ ー キ ン

グ ・ ホ リ デ ー や 海 外 イ ン タ ー ン シ ッ プ 経 験 者 は 潜 在 的 な グ ロ ー バ ル

人 材 で あ る 可 能 性 が 高 く 、 そ の た め に 今 後 、 積 極 的 に 公 的 に も 支 援

を し て い く と い う こ と で あ る 。 本 稿 に お い て は 、 「 海 外 就 業 体 験 者

の 実 態 把 握 」 を す る た め に 行 わ れ た ア ン ケ ー ト 調 査 の 結 果 を 主 と し

て 扱 い 、 過 去 1 0年 間 (平 成 1 6年 、 平 成 2 4年 )の ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ

ー 参 加 者 の 実 態 の 変 化 を 追 う こ と と す る 。  

 な お 、 こ の 調 査 で は 、 ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー だ け で な く 、 海 外 イ
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ン タ ー ン シ ッ プ を 経 験 し た 者 も 調 査 対 象 と し て い る 。 そ の た め 、 以

下 で も 、 ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー だ け で な く 、 同 様 に 海 外 で 就 労 体 験

を し た 人 々 で あ る こ と か ら 、 海 外 イ ン タ ー ン シ ッ プ 経 験 者 と も 比 較

し な が ら 、 ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー 経 験 者 の 実 態 を 把 握 す る 。  

 

 

第 1 節  渡 航 前 に関 する調 査 の結 果  

 

対 象 者 の属 性  

2 0 0 4 年 時 の 調 査 の 対 象 の 平 均 年 齢 は 、 2 7 歳 1 0 ヵ 月 ( 2 0 0 4 年 8

月 調 査 時 点 )で あ り 3 0、 全 体 の 男 女 比 は 、 男 性 が 1 8 . 9 %、 女 性 が

8 1 . 0 %で あ っ た 。 そ の う ち 、 ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー の 経 験 者 は

7 2 . 9  %、 国 際 イ ン タ ー ン シ ッ プ の 経 験 者 は 2 1 . 3 %、 両 制 度 の 経 験 者

が 1 . 8  %で あ る 。 ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー の み の 経 験 者 の 男 女 比 は 、

女 性 は 7 9 . 8 %、 男 性 は 2 0 . 2 %で あ る 。  

2 0 1 4 年 で は 、平 均 年 齢 は 2 0 1 4 年 調 査 時 点 で 3 1 . 5 歳 (渡 航 時 2 5 . 6  

歳 )で 、男 女 比 は 男 性 2 5 %、女 性 7 5 %で あ っ た 。そ の う ち の 、 7 7 %が

ワ ー キ ン グ・ホ リ デ ー 経 験 者 、1 4 %は 海 外 イ ン タ ー ン シ ッ プ 経 験 者 、

両 制 度 の 経 験 者 は 9 %で あ っ た 3 1。さ ら に 、全 体 で は 男 女 比 は 女 性 が

7 5 %、 男 性 が 2 5 %で あ る 。 ま た 、 性 別 に よ っ て 参 加 プ ロ グ ラ ム を み

る と ワ ー キ ン グ・ホ リ デ ー は 男 性 が 7 1 %、女 性 は 7 9 %に 参 加 し て お

り 、 男 女 共 に 1 4 %が 海 外 イ ン タ ー ン シ ッ プ に 参 加 し て い た 。 ま た 、

両 制 度 に 参 加 し た 割 合 は 男 性 が 1 4 %、 女 性 は 7 %で あ っ た 。  

以 上 の こ と か ら 、日 本 の 海 外 就 労 体 験 の 参 加 者 は 平 均 年 齢 が 高 く 、

男 性 よ り も 女 性 の 参 加 者 が 多 い と い う 特 徴 が わ か る 。た だ 、こ の 1 0

年 間 で 、 男 性 参 加 者 は 増 加 し て い る 。 こ の 要 因 の 一 つ と し て 考 え ら

れ る の は 男 性 の 海 外 イ ン タ ー ン シ ッ プ と ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー 両 制

度 の 参 加 の 増 加 で あ る 。2 0 0 4 年 に は 、両 制 度 に 参 加 し た 男 性 は わ ず

か 3 . 7 %で あ っ た の が 、 2 0 1 4 年 に は 1 4 %に ま で 増 加 し て い る 。 ワ ー

キ ン グ ・ ホ リ デ ー の み で な く 、 海 外 イ ン タ ー ン シ ッ プ も 経 験 す る と

い う 男 性 の 動 向 の 変 化 が 見 ら れ た 。 男 性 の 渡 航 動 機 は 「 ワ ー キ ン グ

要 素 」 が 強 い 傾 向 で あ る こ と も 、 両 制 度 を 経 験 し た 男 性 の 増 加 に 影

響 し て い る と 考 え ら れ る 。「ワ ー キ ン グ 要 素 」の 強 い 海 外 イ ン タ ー ン

シ ッ プ も 経 験 す る こ と で 、 彼 ら の 渡 航 動 機 を 実 現 で き る た め 、 両 制

度 の 利 用 者 が 特 に 男 性 で 増 加 し た 可 能 性 が あ る 。  

 

 

渡 航 動 機  

先 に も あ っ た よ う に 、 海 外 就 労 体 験 の た め に 、 渡 航 前 に は 離 職

し 、 帰 国 後 の 就 職 に 困 難 を 伴 う 若 者 が 多 数 い る 状 況 で あ り な が ら 、



 

26 

  

ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー へ 旅 立 つ 若 者 は 後 を た た な い 。 で は 、 彼 ら は

な に を 思 っ て ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー に 行 く の だ ろ う か 。  

2 0 0 4 年 と 2 0 1 4 年 の 調 査 結 果 か ら は 、 ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー や

海 外 イ ン タ ー ン シ ッ プ (以 下 、 ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー 及 び 海 外 イ ン

タ ー ン シ ッ プ の 両 者 に 関 し て 述 べ る 場 合 に は 「 海 外 就 業 体 験 」 と 呼

ぶ )に 参 加 し た 動 機 は 「 海 外 で 生 活 を し た い と 思 っ て い た 」 ( 8 0 . 4 %

→ 8 3 . 2 % )が 約 8 割 で 最 多 、 次 い で 約 6 割 で 「 語 学 力 の 強 化 」 が 、

渡 航 動 機 の 上 位 を 占 め て い る こ と に 変 化 は な か っ た 。 (図 4 )  

J A O S 調 査 ( 2 0 0 4 , 2 0 1 4 ) よ り筆 者 作 成 。  

 

し か し 、 海 外 就 労 体 験 者 全 体 の 回 答 と し て 、 2 0 0 4 年 調 査 時 に は

約 3 0 %だ っ た 「 海 外 で 仕 事 を し た い と 思 っ て い た 」 が 、 こ の 1 0 年

の 間 で 2 0 %近 く 増 加 し て い る 。 そ の ほ か に も 「 日 本 で 得 ら れ な い

知 識 ・ 技 術 (語 学 を 除 く )を 得 た い と 思 っ た 」 は 8 %の 増 加 、「 自 分 に

合 う 仕 事 を 見 つ け た い と 思 っ て い た 」 は 約 5 %が 若 干 増 加 傾 向 に あ

る 。 以 上 3 つ の 項 目 は 、 滞 在 中 に 「 ワ ー キ ン グ 要 素 」 を 重 視 す る

動 機 と み て よ い だ ろ う 。 こ の こ と か ら 、 海 外 へ 行 く こ と と 同 時 に 、

職 業 的 な ス テ ッ プ ア ッ プ も 、 こ の 渡 航 に よ り 達 成 し た い と い う 動 機

が 強 ま っ た と 考 え ら れ る 。  

一 方 で 、 ほ と ん ど 変 化 の な い 項 目 と し て は 、「 将 来 を 考 え る 時 間

が 欲 し か っ た 」 や 「 現 在 の 生 活 ・ 仕 事 か ら 抜 け 出 し た い と 思 っ て い

た 」 の よ う に 、 モ ラ ト リ ア ム 期 間 を 設 け る と い っ た も の が あ っ た 。

川 嶋 ( 2 0 0 9 )は 、 い っ た ん は 日 本 社 会 で 就 業 生 活 を 送 っ て み た も の

の 、 実 際 に 働 い て み て 、 本 人 と そ の 職 業 も し く は 会 社 の 間 で ミ ス マ
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ッ チ が あ る こ と が わ か り 、 日 本 の 労 働 社 会 か ら い っ た ん 離 脱 し よ う

と す る 若 者 に と っ て 「 モ ラ ト リ ア ム 」 を 与 え る 機 能 と し て 働 い て い

る こ と を 、 特 に ロ ス ジ ェ ネ 世 代 の 若 者 に 焦 点 を 当 て て 見 出 し た 。 さ

ら に 、 帰 国 直 後 の 彼 ら が 、 一 時 的 に 実 家 へ 戻 り 不 安 定 な 生 活 を 送 ら

ざ る を 得 な い 状 況 に 関 し て も 指 摘 し て い る 。 し か し 、 そ も そ も 、 渡

航 前 も 実 家 で 暮 ら し て い た 若 者 は 7 割 強 で あ る こ と が J A O S 調 査

( 2 0 0 4 , 2 0 1 4 )で 示 さ れ て お り 、 多 く の 渡 航 者 が 、 帰 国 後 も 実 家 に 戻

っ た と い う こ と な の で 、 こ の こ と は 、 ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー に 行 っ

た た め に 、 不 安 定 な 生 活 に な っ た と い う こ と が 、 全 体 に 当 て は ま る

現 象 と は 言 い 難 い 。  

こ こ か ら 、 ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー に 出 る 若 者 の 中 か ら 、 も と も

と 、 日 本 の 労 働 市 場 に お い て 厳 し い 状 況 に 置 か れ た 人 々 の 存 在 が 見

え て く る 。  

ま た 、 長 尾 ( 2 0 0 8 )は 、 ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー が 、 日 本 の 「 高 学 歴

女 性 」 ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー メ ー カ ー た ち の 「 立 ち 止 ま り 」 期 間 と

し て 機 能 し て い る こ と を 指 摘 し た 。 こ の 「 立 ち 止 ま り 」 は 、「 立 ち

止 ま る こ と 」 そ の も の が 目 的 な の で あ り 、 彼 ら の 多 く が ワ ー キ ン

グ ・ ホ リ デ ー に 求 め る 効 用 は 、 キ ャ リ ア 形 成 に 関 わ る も の で は な い

と し て い る 。 そ こ で は 、 ジ ェ ン ダ ー 別 で ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー 利 用

者 の 渡 航 動 機 の 傾 向 が 異 な っ て い た こ と か ら も わ か る 。 吉 本 ・ 長 尾

( 2 0 0 8 : 1 4 )は 、 渡 航 動 機 に 関 し て 、 男 女 間 で 有 意 差 の あ っ た 項 目 で

は 「 ワ ー キ ン グ 」 の 要 素 に 関 連 す る も の は 、 男 性 の 方 が 多 い こ と を

指 摘 し た 。「 ワ ー キ ン グ 」 の 要 素 を 示 す 項 目 と は 、「 海 外 で 仕 事 を し

て み た い と 思 っ て い た 」「 自 分 に 合 う 仕 事 を 見 つ け た い と 思 っ て い

た 」「 将 来 を 考 え る 時 間 が 欲 し か っ た 」 の 3 項 目 で あ る 。 女 性 の 渡

航 動 機 に は 、 こ う し た 「 モ ラ ト リ ア ム 」 な い し 、「 立 ち 止 ま り 」 期

間 を 設 け よ う と す る 姿 勢 が あ る 。 以 上 の こ と か ら 、 ジ ェ ン ダ ー 間 で

渡 航 動 機 の 傾 向 が 異 な る こ と が 特 徴 と し て あ る 。  

し か し な が ら 、 海 外 就 業 体 験 経 験 者 全 体 で は 、 職 業 的 な 効 用 を 期

待 も し く は 、「 ワ ー キ ン グ 要 素 」 の 強 い 動 機 が 割 合 と し て 大 き い こ

と は 確 か な よ う で あ る 。  

ま た 、 渡 航 動 機 に 関 し て 、 海 外 就 業 体 験 全 体 の 調 査 結 果 と ワ ー キ

ン グ ・ ホ リ デ ー の み の 回 答 を 比 較 す る と 、 同 様 の 傾 向 を 見 せ て い

る 。 (図 7、図 8 )ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー の み の 結 果 で は 、「 海 外 で 仕

事 を し た い と 思 っ て い た 」、「 日 本 で は 得 ら れ な い 知 識 ・ 技 能 (語 学

を 除 く )を 得 た い と 思 っ た 」 の 二 項 目 は 1 0 %近 く 増 加 し て い る 。 ま

た 、「 自 分 に 合 う 仕 事 を 探 し た い と 思 っ た 」 に つ い て は 、 約 1 0 %で

あ り 、 過 去 1 0 年 の 内 に 大 き く 変 化 し て は い な い 。  

さ ら に 、 他 の プ ロ グ ラ ム と 相 対 し て み る と 、 ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ

ー の 渡 航 動 機 は 、 比 較 的 「 ホ リ デ ー 要 素 」 を 多 く 含 ん で い る よ う に
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見 え る 。「 海 外 で 生 活 を し た か っ た 」、「 海 外 に 対 す る 漠 然 と し た あ

こ が れ が あ っ た 」、「 現 在 の 生 活 ・ 仕 事 か ら 抜 け 出 し た か っ た 」 の 項

目 で は 、 そ の 他 の 参 加 プ ロ グ ラ ム と 比 較 し て 最 多 で あ る 。 ま た 、

「 ワ ー キ ン グ 」 要 素 を 重 視 し て い る 渡 航 動 機 、「 海 外 で 仕 事 が し た

か っ た 」「 日 本 で 得 ら れ な い 知 識 ・ 技 術 (語 学 を 除 く )を 得 た か っ

た 」「 自 分 に 合 う 仕 事 を 見 つ け た か っ た 」 は そ の 他 の 参 加 プ ロ グ ラ

ム の 中 で も 最 下 位 で あ る 。  

つ ま り 、 そ の 他 の 海 外 就 労 体 験 プ ロ グ ラ ム 利 用 者 に 比 べ て ワ ー キ

ン グ ・ ホ リ デ ー 利 用 者 は 、「 ホ リ デ ー 要 素 」 を 重 視 し て い る こ と も

特 徴 で あ る と い え る 。  

 

J A O S 調 査 ( 2 0 0 4 ) よ り 、筆 者 作 成 。  

 

 

 

図 6 .渡 航 動 機 ( 2 0 1 4 )  
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出 典 ： J A O S 調 査 ( 2 0 1 4 ) よ り 。  

 

 

J A O S 調 査 ( 2 0 0 4 、 2 0 1 4 ) よ り 、筆 者 作 成  

 

海 外 就 労 体 験 へ向 けての準 備 段 階  

で は 、 こ う し た 「 海 外 就 業 体 験 」 に 対 す る 親 の 態 度 は 積 極 的 な も

の で あ っ た の か 。  

「 海 外 就 労 体 験 に 対 す る 親 の 態 度 」 と い う 項 目 で は 、 2 0 0 4 年 、

2 0 1 4 年 の 間 に 変 化 が 見 ら れ た 。 2 0 0 4 年 に は 、 約 半 数 は 「 本 人 の 意

志 を 尊 重 し て く れ た ( 5 2 . 5 % )」 が 最 多 の 回 答 で 、「 積 極 的 に 賛 成 し て

く れ た ( 2 0 . 4 % )」、「 本 人 の 決 め た こ と だ と あ き ら め た ( 1 7 . 8 % )」、「 反

対 し た ( 6 . 1 % )」 と 続 い て い た 。 2 0 1 4 年 に は 、「 本 人 の 意 思 を 尊 重 し

て く れ た 」 は 4 4 . 5％ で 、 前 回 調 査 に 比 べ 、 約 6 %減 少 し 、 そ の 一 方

で「 積 極 的 に 賛 成 し て く れ た 」は 2 8 . 4 %と 8 %増 加 し て い る 。以 下 の
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図7. ワーキング・ホリデー経験者男女比の変化
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2 項 目 に 関 し て は 前 回 と ほ ぼ 変 化 は 見 ら れ な か っ た が 3 2、 上 位 2 項

目 で の 増 減 は 、 親 世 代 の 海 外 就 労 体 験 に 対 す る 認 識 の 変 化 が あ っ た

も の と 読 み 取 れ る 。 さ ら に 、 性 別 で 親 の 態 度 が 異 な っ た の は 「 積 極

的 に 賛 成 し て く れ た (男 性 3 3 %、 女 性 2 7 % )」、「 あ な た の 決 め た こ と

だ と 諦 め た (男 性 1 3 %、 女 性 1 8 % )」 で あ る 。 親 の 態 度 は 、 男 性 の 方

が よ り 積 極 的 で あ る 。 こ の よ う な 親 世 代 の 態 度 の 変 化 は 、 男 性 の ワ

ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー と 海 外 イ ン タ ー ン シ ッ プ の 両 制 度 の 参 加 増 加 を

後 押 し し て い る こ と も 考 え ら れ る 。  

さ ら に 、渡 航 ま で に 用 意 し た 費 用 の 関 す る 調 査 結 果 (図 9 )で は 、ワ

ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー の 平 均 金 額 は 2 0 0 4 年 に は 1 2 7 . 7 万 円 、 2 0 1 4 年

も ほ ぼ 同 様 で あ っ た 。 し か し 、 2 0 0 4 年 に は 「 1 0 0 万 ~ 1 5 0 万 円 未 満

( 4 2 . 7 % )」は 2 0 1 4 年 に は 1 0 %以 上 減 少 し て お り 、「 5 0 万 ~ 1 0 0 万 円 未

満 ( 1 6 . 1 %→ 3 2 . 2 % )」は 倍 増 し て い る 。そ の 準 備 方 法 (図 1 0 )で は 、2 0 0 4

年 に は 約 9 2 %は 「 働 い て 貯 め た 」 と な っ て い る が 、 2 0 1 4 年 に は 約

1 0 %減 少 し て 8 2 . 5 %が 「 働 い て 貯 め た 」 と 回 答 し て い る 。 さ ら に 、

親 か ら の 援 助 (「 親 か ら も ら っ た 」「 親 か ら 借 り た 」 )の 割 合 は 2 0 0 4

年 か ら 2 0 1 4 年 に か け て 倍 以 上 に な っ て い る ( 6 . 0 %→ 1 5 . 4 % )。  

親 の 態 度 は 男 性 の 方 が よ り 積 極 的 で あ り 、 渡 航 費 用 の 援 助 を 受 け

る 割 合 も 大 き く 、 さ ら に 「 ワ ー キ ン グ 要 素 」 を 重 視 し た 渡 航 動 機 が

強 い こ と か ら 、 男 性 渡 航 者 が 増 加 し た と も 考 え ら れ る 。  

 

J A O S 調 査 ( 2 0 0 4 、 2 0 1 4 ) よ り 、筆 者 作 成 。  
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J A O S 調 査 ( 2 0 0 4 , 2 0 1 4 ) よ り筆 者 作 成 。  

 

 

第 2 節  滞 在 中 の過 ごし方  

 

 渡 航 動 機 で は 、 ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー に 渡 航 す る 動 機 は 、「 ホ リ

デ ー 」 要 素 が 「 ワ ー キ ン グ 」 要 素 よ り も 上 回 っ て い る 可 能 性 を 示 し

た 。 さ ら に 、 渡 航 前 に 関 し て は 親 世 代 の 海 外 就 労 体 験 に 対 す る 積 極

的 な 姿 勢 の 変 化 が み ら れ た 。 そ の 理 由 と し て 、 一 つ に は 、「 積 極 的

に 応 援 し て く れ た 」 と い う 回 答 が 増 加 し た こ と 。 2 つ 目 に は 、 費 用

を 援 助 し て も ら っ た と い う 回 答 が 倍 以 上 の 割 合 に な っ た こ と で あ

る 。  

渡 航 費 用 に 関 し て は 、 2 0 1 4 年 で は 、 平 均 金 額 は 2 0 0 4 年 と ほ ぼ

変 化 が な か っ た が 、 2 0 0 4 年 に は 「 1 0 0 万 円 ~ 1 5 0 万 円 」 準 備 し て い

た と い う 回 答 が 最 多 で あ っ た が 、 2 0 1 4 年 は 「 5 0 万 円 ~ 1 0 0 万 円 」

が 最 多 と な っ た 。「 働 い て 貯 め た 」 割 合 が 減 り 、 さ ら に 、 準 備 し た

費 用 の 金 額 も 減 少 傾 向 に あ る 。  
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図9. 渡航費用の準備方法

働いてためた 親からもらった 親から借りた 貸付制度を利用した その他
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J A O S 調 査 ( 2 0 1 4 ) よ り筆 者 作 成 。  

 

図 1 0 は 、 2 0 1 4 年 時 の J A O S 調 査 結 果 で 、「 参 加 プ ロ グ ラ ム 別 ：

海 外 就 業 体 験 期 間 中 に お け る 過 ご し 方 」 を 示 し た も の で あ る 。 ど の

プ ロ グ ラ ム に お い て も 、「 仕 事 が 中 心 」 が 最 多 で あ る 。 こ の 項 目 の

割 合 は 、 海 外 イ ン タ ー ン シ ッ プ が 2 0 %近 く ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー

を 上 回 り 、 約 6 割 が 「 仕 事 が 中 心 」 と い う 回 答 で あ っ た 。 こ れ

は 、 海 外 イ ン タ ー ン シ ッ プ は 、 そ の 名 称 通 り 、 就 業 体 験 が 主 眼 に 置

か れ て い る た め で あ り 、「 観 光 や レ ジ ャ ー が 中 心 」 と 答 え る 割 合 も

ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー の 約 三 分 の 一 程 度 で あ る 。 一 方 で 「 人 と の 交

流 」 と い う 項 目 で は ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー の 方 が 6 %近 く 、 海 外 イ

ン タ ー ン シ ッ プ を 上 回 っ て い る 。 各 プ ロ グ ラ ム 別 で 目 的 も 異 な る こ

と か ら 、 滞 在 中 の 過 ご し 方 も 異 な る こ と が 明 確 で あ る 。  

 

就 労 に関 する変 化  

 で は 、 若 者 は ど の く ら い 、 ま た ど の よ う な 業 種 や 職 種 で 就 業 し て

い る の だ ろ う か 。 以 下 で は 、 就 労 体 験 の 時 間 、 業 種 ・ 職 種 、 給 与 の

3項 目 の 変 化 を 見 る 。  

ま ず 、 就 業 時 間 に つ い て は 、 図 1 1に も あ る 通 り 、 海 外 就 労 体 験

全 体 で は 2回 の 調 査 の 間 で は 、「 1 0時 間 ~ 2 0時 間 未 満 ( 8 . 3 %→

1 7 . 1 % )」「 2 0時 間 ~ 3 0時 間 未 満 」「 3 0時 間 ~ 4 0時 間 未 満 」 の 割 合 が 増

加 し て い る 。  
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図10. 参加プログラム別：海外就業体験期間中における過ごし方(2014)

語学学校が中心 仕事が中心 観光やレジャーが中心 人との交流が中心 その他

両方の経験あり

(n=141)

海外インターンシッ

プ(n=216)

ワーキング・ホリ

デー(n=1191)
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J A O S 調 査 ( 2 0 0 4 , 2 0 1 4 ) よ り筆 者 作 成 。  

 

 

次 に 、 職 種 や 業 種 に 関 し て は 、 海 外 イ ン タ ー ン シ ッ プ と ワ ー キ ン

グ ・ ホ リ デ ー で は 主 な 就 業 体 験 先 が 大 き く 2つ に 分 か れ る 。  

海 外 イ ン タ ー ン シ ッ プ で は 、「 教 育 ・ 学 習 支 援 業 」 で 「 教 員 ・ 教

育 関 連 」 に 携 わ る 割 合 が 高 い 。 2 0 0 4年 か ら 2 0 1 4年 に か け て の 変 化

を 見 る と 、「 教 育 ・ 学 習 支 援 業 」 以 外 の 業 種 で も 従 事 す る 割 合 が 増

え 、 体 験 の 内 容 も 多 様 化 し て い る 。 ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー で は 「 飲

食 ・ 宿 泊 業 」 で 「 接 客 ・ 調 理 補 助 」 に 携 わ る 項 目 が 最 多 で あ っ た 。

ま た 、 ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー で は 、 2 0 0 4年 、 2 0 1 4年 の 調 査 で 業

種 ・ 職 種 に 変 化 は 見 ら れ な か っ た 。  

図 1 2と図 1 3で は 、 週 当 た り の 税 込 平 均 給 与 を 示 し て い る が 、 2 0 0 4

年 に お い て は 、 ボ ラ ン テ ィ ア 、 つ ま り 、 無 給 で 就 労 体 験 を す る 割 合

は 7割 以 上 で あ っ た 。 2 0 1 4年 で も 、 就 業 先 で 最 も 多 い 業 種 は 変 わ ら

な か っ た が 、 全 体 と し て 、 ボ ラ ン テ ィ ア か ら 有 給 で 就 労 体 験 を す る

割 合 が 増 加 し て い る 。 ま た 、 ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー で は 約 7割 が

「 飲 食 店 ・ 宿 泊 業 ( 7 1 . 5 %→ 6 6 . 3 % )」 に お い て 「 飲 食 店 で の 調 理 ・

接 客 ・ 給 仕 」 で の 就 業 体 験 が 圧 倒 的 多 数 で あ り 、 こ れ は 過 去 1 0年

間 で ほ ぼ 変 化 は な い 。 ま た 、 週 当 た り の 給 与 に 関 し て も 変 化 は 見 ら

れ な か っ た 。  

 つ ま り 、 職 業 や 職 種 に 関 し て は 、 海 外 イ ン タ ー ン シ ッ プ と ワ ー キ

ン グ・ホ リ デ ー と も に 、1 0 年 間 で あ ま り 大 き く 変 化 し て は こ な か っ

た に も 関 わ ら ず 、給 与 に 関 し て は 、「海 外 イ ン タ ー ン シ ッ プ 」だ け が

増 加 傾 向 を 示 す こ と に な っ た 。  
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図11. 週当たり労働時間の比較
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J A O S 調 査 ( 2 0 0 4 ) よ り 、筆 者 作 成 。  

 

 
J A O S 調 査 ( 2 0 1 4 ) よ り 、筆 者 作 成 。  

 

就 労 以 外 の過 ごし方  

ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー 制 度 の 趣 旨 と し て は 「 文 化 交 流 」 に よ っ

て 、 若 者 た ち の 経 験 を よ り 豊 か な も の に す る と い う も の で あ る 。 就

労 は 「 国 際 交 流 」 の た め の 資 金 調 達 の 手 段 で あ り 、 そ の 趣 旨 に お い

て は 中 心 的 な 位 置 づ け に は な い 。 で は 、「 国 際 交 流 」 は 就 労 以 外 で

ど の よ う に 達 成 さ れ た の か 。  

図 1 1 に も あ っ た よ う に 、 2 0 1 4 年 の 調 査 結 果 で は ワ ー キ ン グ ・ ホ

リ デ ー で は 滞 在 中 の 過 ご し 方 は 「 仕 事 が 中 心 ( 4 3 . 7 % )」 で あ っ た も

の の 、 一 方 で は 「 観 光 や レ ジ ャ ー が 中 心 ( 1 7 . 8 % )」、「 人 と の 交 流 が

中 心 ( 3 7 . 5 % )」 と い う 回 答 が あ っ た 。 J A O S 調 査 い ず れ の 年 度 で も
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図12. 参加プログラム別の週当たりの給与(2004)

給与をもらっていない ～1万円未満 1～2万円未満 2～3万円未満

3～4万円未満 4～5万円未満 5万円以上 無回答

36.6

8.9

15.6

11.6

12.5

5.7

9.3

18.5

14.2

13.4

19.1

12.8

7.9

14.4

14.2

6.5

11.5

17

14.8

15.1

20.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

海外インターンシップ

(n=216)

ワーキング・ホリデー

(n=1191)

海外インターンシップと

ワーキング・ホリデー

(n=141)

図13. 参加プログラム別の週当たりの給与(2014)

給与をもらっていない ～1万円未満 1～2万円未満 2～3万円未満
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「 観 光 や レ ジ ャ ー が 中 心 」 と い う 項 目 に 関 し て は 、 そ れ 以 上 の 質 問

項 目 は 設 け ら れ て い な か っ た た め 、「 人 と の 交 流 」 に 着 目 し て 、 彼

ら の 過 ご し 方 の 実 態 把 握 を 進 め る こ と と す る 。 ま た 、 2 0 1 4 年 の 調

査 結 果 に お い て は 、 ど の よ う な 人 と 交 流 を し て い た の か を 参 加 プ ロ

グ ラ ム 別 に 公 開 し て は い な か っ た た め 、 海 外 就 業 体 験 全 体 で 、 そ の

結 果 を 見 る 。  

  

 

J A O S 調 査 ( 2 0 0 4 、 2 0 1 4 ) よ り 、筆 者 作 成  

 

も っ と も 多 い 付 き 合 い で は 、 両 調 査 結 果 で は 「 滞 在 国 の 人 と の 付

き 合 い が 中 心 」 で あ っ た 。 つ い で 、 2 0 0 4 年 で は 「 日 本 人 と の 付 き

合 い が 中 心 」、「 ど ち ら と も い え な い 」 が ほ ぼ 同 率 で 、 2 0 1 4 年 は

「 日 本 人 と の 付 き 合 い が 中 心 」 が 第 二 位 で あ る 。 (図 1 4 )  

 J A O S 調 査 ( 2 0 0 4 )で は 、 人 と の 付 き 合 い が 、 若 者 の 語 学 力 の 向 上

に 大 き く 影 響 す る と い う 結 果 を 示 し て い た 。 も っ と も 語 学 力 が 向 上

し た 人 は 「 滞 在 国 の 人 と の 付 き 合 い が 中 心 」 で あ る こ と が 多 く 、

「 日 本 人 と の 付 き 合 い が 中 心 」 で あ る 人 ほ ど 、 語 学 力 の 向 上 に は よ

い 影 響 を 与 え て い な か っ た と い う 。  

 こ の こ と か ら も 、 人 と の 付 き 合 い 方 は 海 外 就 労 体 験 の 内 容 を 大 き

く 左 右 す る こ と が わ か る 。  

 

第 3 節  帰 国 後 の変 化  

 

渡 航 動 機 に は 「 語 学 力 の 強 化 」 や 「 日 本 で は 得 ら れ な い 知 識 ・ 技

能 の 習 得 」と い っ た 、「変 化 」や「 成 長 」を 目 指 す 者 が 割 合 と し て 多

く い る こ と 示 さ れ て い る 。 で は 、 彼 ら は 帰 国 後 に ど の よ う に 変 化 し
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図14. 滞在中の付き合い (単一回答)

滞在国の人との付き合いが中心 日本人との付き合いが中心 外国人との付き合いが中心

どちらともいえない 無 回 答
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た の か 。  

 

語 学 力 の変 化  

ま ず 、 語 学 力 の 向 上 に つ い て は 、 一 定 期 間 の 滞 在 を 経 る こ と で 、

あ る 程 度 の 向 上 が 見 ら れ る 。 以 下 の 図 は 、 J A O S 調 査 の 2 0 0 4 年 、

2 0 1 4 年 で 得 ら れ た 「 外 国 語 能 力 の 渡 航 前 後 の 変 化 」 を 表 し て い る 。

ワ ー キ ン グ・ホ リ デ ー で は 、図 1 6 - a、図 1 7 - a か ら T O E I C の 得 点 が

「 ～ 2 1 9」「 2 2 0～ 4 6 9」の 割 合 は 帰 国 後 に は 大 幅 に 減 少 し 、そ れ 以 上

の 得 点 、特 に「 4 7 0～ 7 2 9」「 7 3 0～ 8 5 9」の 間 の 割 合 が 増 加 し て い る 。

ま た 、 2 0 0 4 年 に は 渡 航 前 に は「 2 2 0～ 4 6 9」「 4 7 0～ 7 2 9」の 割 合 は 合

わ せ て 全 体 の 約 9 割 を 占 め て い た の に 対 し 、2 0 1 4 年 に は 、そ の 割 合

は 約 7 . 5 割 程 度 に 減 少 し て い る 。さ ら に 、2 0 0 4 年 に は 渡 航 前 に「 8 6 0

～ 」は 0 . 9 %で あ っ た が 、 2 0 1 4 年 で は 7 . 4 %に 上 昇 し て い る 。こ こ か

ら 、1 0 年 間 の 内 に 渡 航 者 の 外 国 語 能 力 が 底 上 げ さ れ て い る こ と が 予

想 さ れ る 。ま た 、帰 国 後 に「 7 3 0～ 8 5 9」を 得 点 し た 割 合 は 、 2 0 0 4 年

に は 2 2 . 6 %で あ っ た が 、 2 0 1 4 年 に は 3 7 . 8 %に 上 昇 し 、 1 0 年 間 で 約

1 5 %も 上 昇 し た 。  

た だ し 、T O E I C だ け に 関 し て 言 え ば 、受 験 者 数 は 渡 航 前 後 の ど ち

ら も 全 体 の 5 分 の 1 程 度 で あ る 。語 学 力 の 向 上 は 渡 航 動 機 の 中 で も

上 位 に あ っ た が 、 実 際 に ど れ ほ ど 向 上 し た の か を 具 体 的 な 数 値 と し

て 測 る 若 者 は 、 あ ま り 多 く な い よ う だ 。 語 学 力 の 向 上 の 度 合 い は 、

本 人 の 感 じ 方 に 依 る の で あ り 、 わ ざ わ ざ 試 験 を 受 け た り 、 資 格 を 取

得 す る と い う こ と は 重 要 視 さ れ て い な い よ う で あ る 。  

 

 

1.4%

0.0%

35.9%

6.3%

55.3%

67.3%

6.5％

22.6％

0.9%

3.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

渡航前

(n=218)

渡航後

(n=319)

図15-a．2004年 ワーキング・ホリデー渡航前後のTOEICの得点
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J A O S 調 査 ( 2 0 0 4 、 2 0 1 4 ) よ り 、筆 者 作 成  
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図15-b．2004年 海外インターンシップ渡航前後のTOEICの得点
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知 識 ・技 能 の変 化  

次 に 、 技 能 や 知 識 が 習 得 で き た の か 。 参 加 者 の 多 く は そ う は 感 じ

て い な い よ う で あ る 。  

短 期 間 で 特 定 の 知 識 や 技 能 の 習 得 が 難 し く 、 特 定 の 専 門 職 業 に 就

く 利 用 者 は 少 な い 。 就 労 し た 職 業 や 業 種 の 上 位 に は 「 飲 食 ・ 宿 泊 等

の サ ー ビ ス 業 」 で 接 客 や 調 理 補 助 と い っ た 、 ご く 簡 単 な も の が あ る

こ と か ら も 、 特 定 の 知 識 や 技 能 の 習 得 に は つ な が り に く い 。 そ れ 以

上 に 、 利 用 者 は 知 識 や 技 能 の 習 得 で は な い 面 で 、 彼 ら の 経 験 の 成 果

を 感 じ て い る 。  

 

 
J A O S 調 査 ( 2 0 1 4 ) よ り 、筆 者 作 成  

 

海 外 就 労 体 験 の成 果  

 図 1 7 で は「 海 外 就 労 体 験 の 成 果 」を 示 し て い る 。こ の 中 で 最 も 、

成 果 を 感 じ て い る こ と は 、「外 国 人 の 友 人 が で き た 」、「 精 神 的 な 面 な

ど で 間 接 的 に 役 立 っ て い る 」 で あ り 、 約 7 割 で あ っ た 。 そ の 後 に 、

「 将 来 に つ い て じ っ く り 考 え る こ と が で き た 」、「 仕 事 を す る う え で

の 自 信 に つ な が っ て い る 」 と い っ た 項 目 が 続 く 。 具 体 的 に 、 彼 ら の

キ ャ リ ア 形 成 に 必 要 な 知 識 や 技 能 が 身 に つ い た と い う よ り は 、 経 験

そ の も の に 価 値 を 見 い だ し て い る よ う で あ る 。  

 ま た 、 J A O S 調 査 ( 2 0 0 4： 6 0 - )で は 、帰 国 後 の 成 果 を 「 ジ ョ ブ ス キ

ル 」、「 ヒ ュ ー マ ン ス キ ル 」、「 国 際 感 覚 」 の 三 つ に 分 類 し て 、 向 上 の

度 合 い と そ の 要 因 に つ い て も 指 摘 し て い る 。  

 ま ず 、「 ジ ョ ブ ス キ ル 」 に 与 え る 「 影 響 が 大 き か っ た の は 、 海 外
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就 業 体 験 先 で ど の 程 度 の 外 国 語 能 力 が 期 待 さ れ て い た か 」 と い う こ

と で あ っ た 。 仕 事 上 で よ り 高 度 な 語 学 力 を 求 め ら れ る 場 合 に 、 こ の

ス キ ル は 高 く な る 。 ま た 、 「 仕 事 と 関 連 の 深 い ジ ョ ブ ス キ ル が 高 ま

る 前 提 と し て 「 海 外 で 仕 事 を し た い 」 、 「 『 日 本 で 得 ら れ な い 知 識

を 得 た い 』 と い っ た 仕 事 の ス キ ル を 身 に 付 け た い と い う 動 機 」 も 重

要 な 要 因 で あ る 。 さ ら に 、 ジ ェ ン ダ ー 別 で は 、 男 性 の 方 が 、 こ の

「 ジ ョ ブ ス キ ル 」 が 高 ま っ た 傾 向 が 強 い 。  

 次 に 、 「 ヒ ュ ー マ ン ス キ ル 」 は 、 「 ジ ョ ブ ス キ ル 」 と 同 様 に 「 外

国 語 能 力 の 向 上 の 程 度 、 海 外 で 仕 事 を し た い と い う 動 機 付 け 」 が 、

こ の ス キ ル の 獲 得 に 影 響 を 与 え て い た 。 さ ら に 、 「 ヒ ュ ー マ ン ス キ

ル 」 の 獲 得 の 要 因 の 特 徴 と し て 、 「 滞 在 中 に 『 滞 在 国 の 人 と の 交 流  

が 中 心 』 で あ る こ と 」 と 、 「 年 齢 は 『 2 4歳 以 下 』 」 で あ っ た

( J A O S 2 0 0 4： 6 0 )。  

そ し て 、 「 国 際 感 覚 」 の 獲 得 の 要 因 も 前 述 の 2つ の ス キ ル と 同 様

に 、 「 外 国 語 能 力 の 向 上 の 程 度 」 が 大 き な 影 響 を 持 っ て い た 。 さ ら

に 、 「 『 滞 在 国 の 人 と の 交 流 が 中 心 』 、 『 外 国 人 と の 交 流 が 中 心 』

で あ る こ と が 、 『 国 際 感 覚 』 」 の 獲 得 要 因 の 特 徴 で あ っ た 。 さ ら

に 、 「 利 用 し た 制 度 は 『 ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー 』 で あ る 場 合 の 方 が

国 際 感 覚 は 身 に 付 い た と 感 じ ら れ て い る 場 合 が 多 」 く 、 「 様 々 な 目

的 意 識 を も っ て 参 加 で き る ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー 」 の 特 徴 と 一 致 し

て い る と し た 。 ま た 、 こ う し た 結 果 を も と に 、 キ ャ リ ア 形 成 に 有 効

な 影 響 を 与 え る 要 因 ま と め る と 、 以 下 の よ う に な る 。  

 

「 『ジョブスキル』、『ヒューマンスキル』、『国 際 感 覚 』の３つに共

通 して良 い影 響 を与 える要 因 は、まず、2 4歳 以 下 と若 いこと、

次 に、語 学 学 校 が中 心 の海 外 経 験 ではなく、むしろ、海 外 で

仕 事 をしたいという動 機 付 けで海 外 就 業 体 験 に臨 み、仕 事 で

コミュニケーションがとれる程 度 の外 国 語 能 力 が期 待 されるよう

な就 業 体 験 を週 平 均 3 0時 間 以 上 行 い、その結 果 として外 国

語 能 力 が飛 躍 的 に向 上 することであると言 える。 」

( J A O S 2 0 0 4 ： 6 1 - 6 2 )  

 

渡 航 前 後 の職 業 生 活 の変 化  

図 1 8 で は 、渡 航 前 後 の 職 業 の 変 化 を 示 し て い る 。全 体 的 に ほ と ん

ど 変 化 は 見 ら れ な い 。 ま た 、 職 種 に つ い て は 、「 教 員 ・ 教 育 関 連 」、

「 一 般 事 務 」 で 渡 航 後 に 微 増 が 見 ら れ る が 、 ほ ぼ 変 化 し て い な い 。

(図 b )さ ら に 、 渡 航 前 後 の 平 均 月 収 に つ い て も 、「 1 5～ 2 0 万 円 未 満 」

が 渡 航 後 に 1 0％ 程 度 減 少 し 、そ れ 以 下 の 平 均 月 収 の 割 合 が 増 加 し て

い る 。 こ の こ と か ら 、 帰 国 後 に 収 入 が や や 減 少 し た 割 合 が 、 収 入 が

高 く な っ た 割 合 を 上 回 っ て い る こ と が 読 み 取 れ る 。  
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J A O S 調 査 ( 2 0 1 4 ) よ り 、筆 者 作 成 。  
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図18-b．ワーキング・ホリデー：現在の職種(2014)
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図19．ワーキング・ホリデー：現在の職種(2014)
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J A O S 調 査 ( 2 0 1 4 ) よ り 、筆 者 作 成  

 

ま た 、利 用 者 は 語 学 を 職 業 生 活 に 活 か し て い る の か 。図 2 1 で は 、

現 在 働 い て い る 職 場 で 必 期 待 さ れ る 外 国 語 能 力 の 渡 航 前 後 の 変 化 を

示 し て い る 。 渡 航 前 に は 「 特 に 必 要 な し 」 と い う 項 目 は 6 0 %割 程 度

だ っ た が 、 渡 航 後 は 1 0 %程 減 少 し た 。 し か し 、 そ れ で も 、 半 数 以 上

は 外 国 語 能 力 を 特 に 必 要 と し て い な い 。一 方 で 、「仕 事 で ほ ぼ 不 自 由

な く コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が で き る 」 も し く は 「 高 度 な 交 渉 ・ 折 衝 が

で き る 」 ほ ど の 外 国 語 能 力 を 期 待 さ れ る 割 合 は 約 倍 増 し て い る 。 職

業 生 活 の な か で 、 外 国 語 を 活 か す 人 々 と そ う で な い 人 々 に 二 極 化 し

て い る 。  
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J A O S 調 査 ( 2 0 1 4 ) よ り 、筆 者 作 成 。  

 

ま た 、就 職 時 に 海 外 就 労 体 験 が 有 利 に 働 い た (「 か な り 有 利 な 条 件

に な っ た 」「 少 し 有 利 な 条 件 に な っ た 」 )割 合 は 、 ワ ー キ ン グ ・ ホ リ

デ ー で 約 3 5 %で あ る 。ま た 、不 利 に な っ た (「 少 し 不 利 に な っ た 」「か

な り 不 利 に な っ た 」 )と 感 じ た 割 合 は 4 . 4 %で 小 さ い 。 た だ 、 こ の 経

験 が 就 職 時 に 大 き く 影 響 し た と 感 じ て い な い (「 と く に 有 利 な 条 件 と

は な ら な か っ た 」「 わ か ら な い 」 )割 合 が 5 0 %以 上 で 最 多 で あ り 、 就

職 時 に は 、 ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー の 経 験 が 重 視 さ れ る 項 目 で は な い

可 能 性 が あ る 。  

 

 

J A O S 調 査 ( 2 0 1 4 ) よ り 、筆 者 作 成  
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第 4 章  インタビュー調 査 の概 要 と結 果  

 

第 1 節  調 査 概 要  

 

本 調 査 は 、 調 査 者 自 身 の 知 人 を ゲ ー ト キ ー パ ー と し て ス ノ ー ボ ー

ル サ ン プ リ ン グ に よ っ て サ ン プ リ ン グ し 、 日 本 各 地 の 出 身 の ワ ー キ

ン グ ・ ホ リ デ ー か ら 帰 国 し た 若 者 、 計 1 0 名 に 対 し て 、 筆 者 が 対 面

も し く は ビ デ オ 通 話 に て 実 施 し た 。 実 施 期 間 は 、 2 0 1 5 年 9 月 か ら

2 0 1 5 年 11 月 半 ば で あ る 。 な お 、 回 答 者 の う ち 1 名 は 、 帰 国 後 1 0

年 以 上 経 過 し て い る た め 、 本 論 文 の 焦 点 を 考 慮 し て 、 今 回 は カ ウ ン

ト し て い な い 。 年 齢 や 性 別 に 関 す る 内 訳 は 、 表 1 の と お り で あ

る 。 渡 航 前 後 の 性 別 と 年 齢 の 割 合 は J A O S 調 査 ( 2 0 1 4 )の 集 計 結 果 と

比 較 す る と 、 男 女 比 は 男 性 が 5 %程 度 多 く 、 女 性 が 1 0 %程 度 少 な

い 。 ま た 、 表 2 で は 、 職 業 と 渡 航 先 を 含 ん だ 情 報 を ま と め て い

る 。 学 生 と 社 会 人 経 験 者 の 割 合 は 、 学 生 5 名 、 社 会 人 経 験 者 4 名

で あ る 。 渡 航 先 は 、 ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド 1 名 、 カ ナ ダ 7 名 で あ り 、

こ の 内 の 女 性 1 名 が 過 去 に オ ー ス ト ラ リ ア 、 ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド へ

の ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー の 経 験 が あ る 方 が 含 ま れ る 。  

な お 、 回 答 者 の 属 性 に 関 し て は 、 サ ン プ リ ン グ の 方 法 の 限 界 に よ

り 、 前 述 の J A O S 調 査 結 果 と は 若 干 異 な る こ と を ご 承 知 願 い た

い 。  

 

表  1  回 答 者 の年 齢 と性 別  

 1 8 - 1 9 歳  2 0 - 2 5 歳  2 6 - 2 9 歳  3 0 歳 以

降  

合 計  

男 性  0 ( 0 % )  1 ( 3 3 % )  0 ( 0 % )  2 ( 6 6 % )  3  

女 性  1 ( 1 6 . 6 % )  3 ( 5 0 % )  2 ( 3 3 . 3 % )  0 ( 0 % )  6  

 

本 調 査 で は 、 半 構 造 的 面 接 に て 実 施 し 、 回 答 者 の あ り の ま ま の 発

話 内 容 を 重 視 し 、 自 由 な 回 答 を 得 た 。 質 問 項 目 に 関 し て は 、 海 外 職

業 訓 練 協 会 の 実 施 し た 過 去 の ア ン ケ ー ト 調 査 及 び イ ン タ ビ ュ ー 調 査

項 目 を 参 考 に し て 筆 者 が 作 成 し た 。 主 な 質 問 事 項 は 、「 ① 渡 航 動 機

② 滞 在 中 の 活 動 内 容 ③ 居 住 環 境 ④ 就 業 活 動 (業 種 、 職 種 、 給 与 、 身

に つ い た ス キ ル ・ 知 見 )⑤ 交 友 関 係 (日 本 人 、 渡 航 先 国 人 、 渡 航 先 国

で 出 会 っ た 外 国 人 )⑥ 余 暇 活 動 (旅 行 、 趣 味 、 語 学 学 校 等 )⑦ 帰 国 後

の 生 活 に 向 け た 準 備 ⑧ 帰 国 後 に 感 じ る 変 化 (精 神 的 な 変 化 、 語 学 力

の 変 化 、 キ ャ リ ア 形 成 に 関 す る も の )⑨ ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー 制 度

を 他 人 に 勧 め る か ど う か 」 で あ る 。 こ の 質 問 の 目 的 は 、 ワ ー キ ン

グ ・ ホ リ デ ー の 経 験 が 帰 国 後 の 彼 ら に 及 ぼ す 影 響 を 調 査 す る こ と で

あ る 。 ま た 、「 ⑨ ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー 制 度 を 他 人 に 勧 め る か ど う
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か 」 と い う 項 目 で は 、 彼 ら 自 身 の ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー に 対 す る 評

価 を 見 極 め る た め に 設 問 し た 。 本 稿 の 焦 点 に 合 わ せ て 、 渡 航 動 機 や

滞 在 中 の 過 ご し 方 に も 言 及 す る 必 要 が あ る と 判 断 し た た め 、 以 下 で

は 、 彼 ら の ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー 経 験 を 時 系 列 に 記 述 し て い く 。 た

だ し 、 本 稿 の 目 的 は あ く ま で も 、 帰 国 後 の 「 帰 国 後 の キ ャ リ ア 形 成

へ の 影 響 」 で あ る こ と か ら 、 個 人 の 滞 在 中 の 詳 細 な 記 述 は 避 け る こ

と と す る 。  

本 調 査 で は 、 サ ン プ ル 数 が 小 さ い こ と か ら 、 こ こ か ら 得 ら れ た 結

果 を 一 般 化 し て 語 る こ と は で き な い が 、 一 部 の 事 例 と し て 実 態 を 探

る 手 掛 か り と し た い 。 個 々 人 で 、 そ の 後 の 進 路 も 多 様 で あ る こ と は

想 定 さ れ る が 、 彼 ら の 中 で 、 共 通 す る 意 識 が あ る の で は な い か と 考

え る 。 以 下 で は 、 イ ン タ ビ ュ ー 調 査 の 結 果 と 各 年 度 の J A O S 調 査

結 果 と 合 わ せ て 、 渡 航 者 の ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー の 渡 航 動 機 や 帰 国

後 の 変 化 や 、 そ の 要 因 に つ い て 考 察 す る 。  

 

表  2 【回 答 者 基 本 情 報 】  

 年 齢  性 別  職 業  

(渡 航 前 →帰 国 後 )  

渡 航 先  

M 1  2 3 歳  男 性  学 生 (大 3 )→学 生 (大 4 )  ニ ュー ジーラ ン ド ( ウ ェ リ ン

トン、オークランド )  

F 1  2 2 歳  女 性  学 生 (大 2 )→学 生 (大 3 )  カナダ ( ト ロン ト )  

F 2  1 9 歳  女 性  学 生 (高 3 )→学 生 (大 1 )  カナダ ( ト ロン ト )  

 

F 3  2 2 歳  女 性  学 生 (大 2 )→学 生 (大 3 )  カナダ ( ト ロン ト→ジャスパ

ー )  

F 4  2 2 歳  女 性  学 生 (大 2 )→学 生 (大 3 )  カナダ ( ト ロン ト )  

 

F 5 ＊  2 9 歳  女 性  (正 規 社 員 → )非 正 規 社 員 →

求 職 中  

カナダ (モン ト リオール )  

M 2  3 2 歳  男 性  非 正 規 社 員 →非 正 規 社 員  カナダ (モン ト リオール )  

F 6 *  2 9 歳  女 性  (正 規 社 員 → )非 正 規 社 員 →

求 職 中  

カナダ (オーストラ リア、ニ

ュージーランド )  

M 3  3 3 歳  男 性  正 規 員 →正 規 社 員 (研 修 期

間 中 )  

カナダ (モン ト リオール )  

注 1 )本 調 査 をもとにした 2 0 1 5 年 1 1 月 現 在 の情 報 。  

注 2 ) F 5 は 2 0 1 5 年 1 2 月 段 階 で外 資 系 企 業 の事 務 職 への就 職 が決 定 した。  



 

45 

  

注 3 )カウン トから外 れている回 答 者 は、 2 3 歳 当 時 にオーストラ リアに 1 5 年 前 にワーキン

グ・ホリデービザで渡 航 した男 性 である。現 在 は公 立 中 学 校 で英 語 科 教 員 として勤 めて

いる。  

 

第 2 節  インタビュー調 査 結 果  

 

渡 航 動 機  

 前 章 で も 触 れ た よ う に 、 J A O S 調 査 で は 2 0 0 4 年 、 2 0 1 3 年 共 に 、

渡 航 動 機 は 「 海 外 で 生 活 が し た か っ た 」、「 語 学 力 を 強 化 し た か っ

た 」、 と い う 項 目 が 上 位 2 項 目 に あ っ た 。 こ の 二 つ の 他 に 、 各 年 の

J A O S 調 査 結 果 の 中 で 、 大 き く 順 位 が 上 昇 し た 動 機 で 、「 海 外 で 仕

事 を し た か っ た ( 3 2 . 7 %→ 5 1 % )」、「 日 本 で は 得 ら れ な い 知 識 ･技 能

(語 学 を 除 く )を 得 た か っ た ( 3 6 . 7 %→ 4 8 % )」 の 二 つ が あ る 3 3。 実 際

に 、 J A O S 調 査 結 果 に 見 ら れ た よ う な 動 機 が 持 た れ て い た の か と い

う こ と を 確 認 す る た め 、 彼 ら の 渡 航 動 機 を 質 問 し た 結 果 、 対 象 者 の

内 、 学 生 5 人 中 、 3 人 は 「 留 学 の 代 わ り 」 と し て ワ ー キ ン グ ・ ホ リ

デ ー を 利 用 し た 者 と 、「 海 外 へ の 憧 れ 」 か ら ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー

を 選 択 し た と い う 回 答 に 分 か れ た 。  

 

「もともと留 学 をしようとしてたんですけど、そのときに代 理 店 さん

と話 をしているときにワーホリという手 段 があることを知 りました。」

( F 1 )  

 

M 1 は 父 親 が 外 資 系 企 業 に 勤 め て い る こ と も あ り 、 し ば し ば 彼 は

留 学 を 勧 め ら れ る こ と が あ っ た 。 資 金 援 助 も 積 極 的 に 行 っ て く れ た

と い う 。 親 か ら の 援 助 の 11 0 万 円 ほ ど に 加 え 、 自 分 で ア ル バ イ ト

で 貯 め て き た 金 額 の 合 計 1 4 0 万 円 程 度 を 滞 在 費 用 に 充 て て い た 。  

 

「おお、行 け行 け、って感 じだったよ。オヤジが結 構 留 学 行 けへ

んの？って言 うのをずっと言 ってたから。…俺 のお父 さんの会

社 、外 資 で。それだから、英 語 出 来 る人 が入 ってきて、それだけ

でいいポジションつけたり。俺 の親 父 もいいポジションいけるか、っ

ていうところで、やっぱ英 語 が出 来 なくて外 された、って言 って

て。それで、息 子 には英 語 しゃべれるようになってほしかったんじ

ゃない？」 ( M 1 )  

 

「えっと、自 分 でもうカナダ行 くって決 めたのも、もともと休 学 だめ

だ、って思 ってたんですけど、母 から、行 きたいなら、自 分 のお金

で行 くんならいいよって言 われてて。…ちょっと援 助 してもらいつ

つ、あと成 人 のお祝 いとか、いままで貯 めてきたお嫁 代 とか、そう
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いうのも全 部 いれて、もうないよって言 われて、全 部 で 8 0 万 ぐら

いかな。」 ( F 1 )  

 

回 答 者 数 は 少 な い が 、 ジ ェ ン ダ ー 別 の 親 の 態 度 に 差 異 が あ る こ と

が 指 摘 で き る 。 第 3 章 で み た よ う に 、 男 性 の 方 が 親 か ら 海 外 就 労

体 験 を 積 極 的 に 応 援 さ れ る 傾 向 が あ る こ と が わ か っ て い る 。 そ の 理

由 と し て 、 M 1 の よ う に 親 の 職 業 も 渡 航 に 対 す る 姿 勢 に 影 響 す る こ

と も 考 え ら れ る 。  

 

「調 べた時 に、やっぱりワーホリしか、金 銭 的 に無 理 だな、って。

で、それぐらいね、奨 学 金 もらえるぐらい頭 がよかったらよかった

んですけど、ちょっと難 しかったんで。」 ( F 1 )  

 

「 なんか、ほんとは私 は高 校 生 の時 に海 外 に行 きたいなって思

ってたんですよね。…きっかけは、なんか私 もともとほんとに英 語

が出 来 なくて。…今 はもう夢 変 わっちゃったんですけど、もともと

やっぱ、客 室 乗 務 員 になりたいとか。…C A じゃなくても海 外 とつ

ながる仕 事 がしたいって漠 然 と思 うようになって、で、最 初 いいん

じゃないかって思 うようになったきっかけは、その、語 学 力 が上 が

るんじゃないかっていう理 由 で、海 外 に行 きたいって高 校 生 の時

に思 ったんですけど。…大 学 入 った時 に、進 路 とかいろいろ考 え

た時 に、まあ、C A じゃなくても、なんか英 語 使 えたら、まあ、就 職

にいいんじゃないかって思 って。…で、一 回 海 外 出 て、外 から日

本 を見 てみたいな、っていうのもあって、ですかね。…で、ワーホリ

にしたっていうのは、完 璧 に費 用 の問 題 で。なんか最 初 はやっぱ、

語 学 留 学 。純 粋 な大 学 行 ったりとか、交 換 留 学 行 ったりとか、

語 学 学 校 一 年 とか行 ったりとか、そういうのも考 えてたんですけ

ど、単 純 に費 用 がワーホリの倍 になってしまうので。なんか、そう

考 えた時 に、やっぱ、ワーホリにしましたね。」 ( F 3 )  

 

以 上 の 学 生 に お い て は 、 交 換 留 学 な ど 、 そ の 他 の 海 外 長 期 滞 在 の

方 法 が あ る 中 で 、 ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー を 選 択 し た 理 由 は 、 も と も

と 留 学 に 興 味 が あ っ た が 、 学 力 ・ 語 学 力 に 自 信 が な い こ と や 、 経 済

的 に も ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー の 方 が 安 く 済 む と い っ た も の で あ っ

た 。 彼 ら は 積 極 的 に ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー を 選 択 し た の で は な く 、

自 分 の 条 件 か ら ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー 以 外 の 語 学 留 学 や 正 規 留 学 な

ど の 選 択 肢 を 消 去 し て い っ た 結 果 、 ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー に た ど り

着 い た と い う 傾 向 が み ら れ る 。  

ま た 、 高 校 生 の 頃 に 、 海 外 へ の 憧 れ を 抱 い た り 、 学 校 の 先 生 に ワ

ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー の 経 験 者 が い た こ と で 、 そ こ か ら 興 味 を 持 っ た
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こ と が き っ か け で あ る と い う 者 も 2 名 い た 。 留 学 を 考 え た が 、 特

定 の 学 問 を し た い と い う よ り も 、 海 外 で の 長 期 滞 在 の 近 道 は 留 学 で

あ る と 考 え て い た よ う だ 。  

 

「高 校 生 の時 に留 学 したいって言 ったら、親 に高 校 は 3 年 間 、

同 じ友 達 といてほしいって言 われて。それで、親 的 には、その学

年 を途 中 でずらすことはやめて欲 しいって言 われて。大 学 を私 は

もともと岡 山 を離 れて都 内 に来 るつもりだったし。…行 くなら、高

校 を卒 業 して、大 学 生 になるその一 年 間 を使 ってほしいって言

われて。って、なったときに。ワーホリは？って言 われて。ワーホリ

っていうのがあるんだよ、って父 から聞 いて。…それで、高 2 ぐら

いから、よし、そうしよう、って決 めて。」 ( F 2 )  

 

「なんか、これっていう、きっかけはなかったんですけど、ずっと英

語 がすごい私 好 きなのと、あと、海 外 に行 ってみたいという憧 れ

もあったので。あの、高 校 のときの英 語 の先 生 が、イギリスに 2

年 ワーホリに行 ってた話 とかも聞 いてて。ワーホリ楽 しそう、と思 っ

てて。…そうですね、ぼんやりとは考 えてて。 (大 学 ) 2 年 になって

から、まあ、行 くならお金 いるよな、と思 って。…(アルバイトで資

金 を)貯 め始 めたら見 えてきて。」 ( F 4 )  

 

学 生 と し て 渡 航 し 、 帰 国 後 も 学 生 生 活 に 復 帰 す る 者 の 多 く は 、 特

別 に 帰 国 後 に 向 け た 準 備 な ど を 滞 在 中 に し て い た 者 は ほ と ん ど い な

か っ た 。 学 生 で あ れ ば 、 特 別 に 準 備 を せ ず と も 、 復 学 を し て 以 前 の

環 境 と 変 わ ら な い 生 活 を 送 れ る 条 件 が あ る た め だ 。  

一 方 で 、 正 社 員 ま た は 非 正 社 員 と し て フ ル タ イ ム で 働 い て い た 経

緯 を 持 つ 回 答 者 は 、 当 時 の 現 状 打 破 を 第 一 の 動 機 と し て 渡 航 し た こ

と が 認 め ら れ た 。 そ れ ま で の 仕 事 に 対 す る 不 満 や 不 安 と 、 ワ ー キ ン

グ ・ ホ リ デ ー を 新 た な 人 生 の 分 岐 点 に し よ う と い う 意 識 も 認 め ら れ

た 。 そ の 中 で 、 語 学 を 除 く 特 定 の 知 識 や 技 能 を 習 得 す る ま で で は な

い も の の 、 海 外 で 新 た な 知 見 を 身 に 着 け 、 そ の 後 の キ ャ リ ア に つ な

げ る 足 掛 り 的 な 位 置 づ け と し て 、 ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー を 選 択 し た

方 も 1 名 い た 。 帰 国 後 の 準 備 に 関 し て も 、 学 生 と 同 様 に 、 滞 在 中

か ら 就 職 活 動 な ど に 向 け た 準 備 を し た 方 は 1 名 で あ り 、 そ の 他 の

方 に と っ て は 、 ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー そ の も の は 、 日 本 か ら 物 理 的

に も 、 心 理 的 に も 距 離 を 置 く 手 段 で あ り 、 そ れ ま で の 生 活 を リ セ ッ

ト し た い と い う 思 い が 表 れ て い た 。 以 下 の 二 名 ( F 5 , M 2 )は 現 在 帰 国

し 、 日 本 で 正 社 員 と し て 働 く こ と を 第 一 の 目 標 と し て お り 、 今 後 は

日 本 で の 生 活 を 前 提 と し て い る 。  
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「 きっかけ、なんやろ。フランス語 を勉 強 したかったと思 う。あと、

前 の会 社 の環 境 で。…なんかこう、すごい英 語 使 ってた会 社 や

ったから、なんか、私 もそれぐらいしゃべりたいな、と思 うって。スピ

ーキングとかは弱 かったし。…なんで行 ったんやろ。なんか、面 白

そうって思 って行 ったんが一 番 。…うん、家 も出 たことなかったし、

私 。うん、自 活 してみるっていうことには、すごいいい機 会 だった

な。…今 となっては、なんで (退 職 したのか)、っていうぐらいの。…

うん、やっぱり、自 分 に語 学 つけたいって思 ったからかな。 」 ( F 5 )  

 

F 5 は大 学 卒 業 後 に 正 社 員 と し て 2 年 間 企 業 に 勤 め て い た が 、働 き

方 や 労 働 環 境 に 違 和 感 を 抱 き 、転 職 を し て 派 遣 社 員 と し て 2 年 間 外

資 系 企 業 に 勤 め て い た 。 ま た 、 渡 航 ま で 勤 め て い た 会 社 に 大 き な 不

満 が あ っ た わ け で は な い の だ が 、 友 人 か ら ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー の

話 を 聞 く う ち に 、 自 分 も 行 っ て み た い と 思 う よ う に な っ た の だ と い

う 。年 齢 制 限 を 考 え る と 、今 が チ ャ ン ス だ 、と 思 い 、渡 航 に 至 っ た 。

ま た 、「 な ん で 行 っ た ん や ろ 。な ん か 、面 白 そ う っ て 思 っ て 行 っ た ん

が 一 番 。… な ん で 、ほ ん ま 。今 と な っ て は 、な ん で (退 職 し た の か )、

っ て い う ぐ ら い の 。 ( F 5 )」は 、第 2 章 で も 触 れ た 9 0 年 代 以 降 に み ら

れ る ラ イ フ コ ー ス の 個 人 化 が 影 響 し て い る よ う で あ る 。 所 属 組 織 か

ら の 拘 束 よ り も 、 私 的 領 域 の 充 実 化 を 図 ろ う と す る 姿 勢 が 認 め ら れ

る 。  

た だ 、 同 居 す る 家 族 か ら は 、 渡 航 を 決 め た 当 初 、 反 対 を さ れ て い

た と い う 。「最 初 す ご い 怒 ら れ た け ど 。… な ん か 、そ ん な 2 8 (歳 )で 仕

事 辞 め て 、 外 国 に 行 く な ん て 。 … (最 終 的 に は )け っ こ う サ ポ ー ト し

て く れ て 。 あ り が た か っ た よ 、 す ご く 。 ( F 5 )」 は 、 第 3 章 で み た よ

う に 、「あ な た の 決 め た こ と だ か ら と あ き ら め た 」と い う 項 目 に 類 似

す る 親 の 姿 勢 と 考 え ら れ る 。  

 

「仕 事 を何 年 か続 けてて、節 目 の 3 0 (歳 )が節 目 になるにあたっ

て、ちょっと仕 事 をひと段 落 させて、リセットしようと思 った時 期 が

ちょうどその時 期 で。…たまたま大 学 でやってたのが、国 際 関 係

とか、言 語 とかそういうのを大 学 で勉 強 していたのもあって 。で、

海 外 にいって、ちょっと過 ごしてみたいな、っていうのが最 初 (ワー

キング・ホリデーに興 味 を持 った )きっかけかな。…大 学 2 年 の

夏 休 みにちょっと大 学 の制 度 を利 用 して、1 カ月 ぐらいアメリカに

語 学 留 学 、してて。…学 校 の姉 妹 校 みたいなところがあって。…

外 国 って魅 力 的 だな、って思 い始 めたのは、それからですね。ま

た行 ってみたいとか。今 回 はカナダに行 ったんだけど、アメ リカに

一 番 最 初 に、はじめて、海 外 に出 たんだけど。二 十 歳 の頃 。そ

れで、ちょっと、もうちょっと長 く住 んでみると、いろんな発 見 があ
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るんじゃないかなって、魅 力 的 に感 じて。やっぱりワーホリとか行

ってみたいな、って思 ったのが、けっこう強 かったのかな、と思 いま

す。」 ( M 2 )  

 

上 記 の M 2 は 、 大 学 卒 業 後 に 契 約 社 員 と し て 2 年 間 百 貨 店 に て 小

売 業 で 勤 め た の ち 、 映 像 関 連 施 設 に 契 約 社 員 に 転 職 。 そ こ で は ワ ー

キ ン グ ・ ホ リ デ ー 渡 航 ま で に 5 年 間 勤 め て い た 。 3 0 歳 を 、 一 つ の

節 目 と し て 、 こ れ ま で の リ セ ッ ト の 役 割 を ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー に

期 待 し た と い う 。 ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー と い う 制 度 は 大 学 在 学 時 に

友 人 か ら 教 え て も ら い 、 興 味 を 抱 い て い た と い う 。 ま た 、 今 回 の 渡

航 前 ま で の 仕 事 で の 疲 れ や 、 そ れ ま で 抱 き 続 け た 海 外 へ の 憧 れ も 大

き く 影 響 し て い る と い う 。  

 

「 …まあ、まったく、なんていうか、日 本 で働 いてた、2 0 代 のとき

は、全 く関 係 ないというか、学 んだことは全 く関 係 ないとこ入 っ

て、仕 事 してたんだけど。まあ、卒 業 してからは、いろいろ英 語 は

勉 強 してたし。なんかしら、ちょっと憧 れを抱 いてたとこはあったと

思 う。…仕 事 のリセットとも言 ったけど、…新 たに、やっぱり (キャリ

アチェンジしたい)。仕 事 辞 めちゃったし、っていう感 じで。いろいろ

リセットしながら、また新 しい道 を作 っていきたいな、って思 ってい

たのが、一 番 の目 的 かな、と思 います。…一 番 大 きかったのは、

仕 事 で。自 分 の主 張 が言 えなくて、損 ばっかして。で、仕 事 ばっ

かり増 えて、自 分 の首 絞 めて疲 れた、ってなることが多 かったん

で。( M 2 ) 」  

 

ま た 、 以 下 の 方 は 、 カ ナ ダ で の ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー 以 前 に オ ー

ス ト ラ リ ア 、 ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド で の ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー を 経 験 し

て お り 、 カ ナ ダ は ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー 3 か 国 目 で あ る 。 最 初 の ワ

ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー 先 で あ る オ ー ス ト ラ リ ア に 渡 航 す る 前 に は 、 短

大 を 卒 業 し た の ち に 、 正 社 員 と し て 2 年 間 働 い て い た 経 緯 を 持

つ 。  

 

「なんかちょっと、そのほんとにお給 料 のいいところで探 してて。あ

の、携 帯 会 社 に就 職 して、２年 間 正 社 員 として働 いて。で、結

構 忙 しかったんで、貯 金 もできたんですね。で、なんかこう、も う

辞 めようって。めっちゃ忙 し くて、そのときに面 白 くな くて。私 この

まま働 くのいやだな、って。この感 じでずっと働 くのヤだな、って。こ

の場 所 にずっといるのいやだな、って思 ったんですね。…地 元 し

か知 らないし、なんか、世 間 を知 らないとか、視 野 が狭 いと思 っ

てて。それで、海 外 旅 行 とかは、家 族 とかと行 ってたし、そんなに
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興 味 もなくて。で、なんか、ふとしたときに、お姉 ちゃんとしゃべっ

てて、…『なんか、今 ワーキングホリデーとかはやってるし、海 外 と

か行 ってみたら？」って言 われて。…それで、そこから自 分 ですっ

ごい調 べだしたん。で、その、自 分 で調 べて、エージェン ト とか調

べて、電 話 して。そしたら、どんどん興 味 が出 てきて。…ほんで、

行 ってみようかな、って、…決 めて。それで、仕 事 に、もう海 外 行

くんで辞 めます、って。ほんで、なんか、辞 める理 由 とかもなかっ

たから、それがいい理 由 や、って思 って。そこからパンパンパンっ

て準 備 も進 めて、とりあえずオーストラリア行 ってみた、って感 じ。 」

( F 6 )  

 

勤 め 先 で の 長 時 間 労 働 に 加 え 、 生 活 に 閉 塞 感 を 抱 い て い た 時 に 、

ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー と い う 制 度 を 知 っ た 。 そ れ ま で 、 な ん と な く

感 じ て い た 閉 塞 感 を 打 破 す る チ ャ ン ス と し て ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー

を 捉 え て い た 。 ま た 、 オ ー ス ト ラ リ ア 滞 在 時 に は 、 フ ラ ン ス 人 の パ

ー ト ナ ー と 出 会 い 、 そ の 後 2 年 間 、 お 互 い の 国 を 行 き 来 し た り 、

パ ー ト ナ ー が 1 年 間 ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー で 来 日 、 そ の の ち 、 二

人 で ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド へ ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー で 渡 航 し た 。 そ し

て 、 パ ー ト ナ ー と 別 れ た 後 に 、 今 回 の カ ナ ダ へ ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ

ー に 行 っ た と い う 。 こ れ ま で の 3 回 の ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー の 渡

航 動 機 は そ の 時 の 状 況 に よ り 変 化 し て き た 。 ま ず 、 最 初 の オ ー ス ト

ラ リ ア で は 、 人 生 の 立 ち 止 ま り 期 間 と し て 、 ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド で

は 、 パ ー ト ナ ー と 移 民 す る こ と を 考 え て い た た め 、 そ の 前 段 階 と し

て 渡 航 し た 。 そ し て 、 カ ナ ダ で は 、 こ れ ま で の 何 年 間 を 振 り 返 り 、

改 め て 「 自 立 」 の 機 会 と し て 捉 え て い た 。  

 

「…なんかね、私 は、ほんとはニュージーランドでビザを取 って、

(パートナーと )一 緒 に住 もうか、みたいな話 もしてて。で、ニュージ

ーランドを選 んだっていうのもあって。だから、私 はそういう気 (パー

トナーと共 にニュージーランドへ移 民 するつもり)でいたから、急 に

プランが変 わったから、何 をしたらいいかわからないみたいになっ

て。で、もう一 回 、ひとりで自 立 していこうってなって。」 ( F 6 )  

 

ま た 、 M 3 は 日 本 の 大 学 卒 業 後 に 日 本 の 企 業 で 6 年 半 、 正 規 社 員

と し て 勤 め た 後 、 勤 め 先 と 自 分 の 中 で 将 来 に 対 す る 方 向 性 に 不 一 致

が あ る と 感 じ 、 将 来 に つ い て 悩 ん で い た 時 に 、 ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ

ー と い う 制 度 に 出 会 い 、 退 職 を し た と い う 。 ま た 、 大 学 在 学 時 に は

フ ラ ン ス 文 学 を 専 攻 し て い た こ と か ら 、 フ ラ ン ス と 日 本 の 関 係 に 興

味 を 持 っ て い た こ と が 、 渡 航 先 を 選 ぶ う え で 影 響 し て い る 。  
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「前 職 、通 信 系 の仕 事 をしていたんですけど。…そこでいろいろ、

6 年 半 ぐらい勤 めて、で、このままこの会 社 で継 続 してやっていく

のか、ちょっと進 路 (に悩 んだ ) 。もともとフランス文 学 を僕 はやっ

てたんで、それは、大 学 卒 業 してからも続 けて。… (訪 日 観 光

は)これから伸 びてく市 場 っていうのと、あとは、日 本 の文 化 を海

外 の人 に知 って欲 しいっていうので。で、ぼ くは特 にフランスと、

日 本 の文 化 交 流 って言 うのをやりたいって言 うことで。で、ぼくは

3 0 (歳 ) 、いわゆるギリホリって言 うやつですね、で、渡 航 しました。

…そうですね、そこで語 学 力 アップとフランス語 ですね。あとは、

モントリオールでどういうことに興 味 を持 っているかとか、そういうの

を調 査 したかったっていう、その二 つですかね。」 ( M 3 )  

 

M 3 は ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー を 利 用 し て 、 語 学 力 や 観 光 と い う 観

点 で 日 本 が ど の よ う に 魅 力 的 に 映 っ て い る の か を 知 る た め に 渡 航 し

た と い う 。 帰 国 後 に は 訪 日 観 光 に 携 わ る 仕 事 を し よ う と 考 え て い た

た め で あ る 。  

 

渡 航 動 機 の類 型 化  

個 人 の 抱 え る 背 景 は 多 様 で あ り 、 そ の 動 機 も 、 詳 細 な 部 分 で は 異

な る 。 し か し 、 学 生 と 正 規 社 員 /非 正 規 社 員 で あ っ た 者 で は 、 そ の

動 機 の 特 徴 が 異 な っ て い た 。  

ま ず 、 学 生 の 回 答 で は 、 大 き く 「 留 学 願 望 型 」 と 「 ワ ー キ ン グ ・

ホ リ デ ー 願 望 型 」 に 大 別 で き る 。 ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー を 一 種 の 留

学 経 験 と し て 認 め る 傾 向 を 「 留 学 願 望 型 」 と し 、 純 粋 に ワ ー キ ン

グ ・ ホ リ デ ー 制 度 に 興 味 を 抱 い て 渡 航 し た 傾 向 を 「 ワ ー キ ン グ ・ ホ

リ デ ー 願 望 型 」 と す る 。  

他 方 、 正 社 員 ま た は 非 正 社 員 と し て フ ル タ イ ム で 働 い て い た 方 の

回 答 で は 、 そ れ ま で 働 い て い た 環 境 に 対 す る 違 和 感 を 何 ら か の 理 由

で 持 ち 、 そ の 状 況 の 打 破 を す る き っ か け を ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー に

求 め て い る 傾 向 が み ら れ た 。 こ の よ う な 渡 航 動 機 の 傾 向 を 「 リ セ ッ

ト 型 」 と す る 。 さ ら に 、 こ の 動 機 に 「 語 学 力 の 向 上 」 や 「 海 外 で の

就 労 経 験 」 と い う 目 的 を 付 し 、 ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー に 行 く こ と を

決 め た と い う も の で あ る 。 ま た 、 こ れ は 女 性 回 答 者 2 名 に 見 ら れ

た こ と で あ っ た が 、 精 神 的 な 自 立 の 機 会 と し て ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ

ー を 評 価 す る 側 面 も あ っ た 。 ま た 、 帰 国 後 の キ ャ リ ア 形 成 を 見 越 し

て 、 ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー 制 度 を 利 用 し た と い う 回 答 も あ っ た 。 日

本 で の 職 業 生 活 を 見 越 し て 、 滞 在 中 に 何 ら か の 語 学 以 外 に も ス キ ル

ア ッ プ を 図 ろ う と す る 傾 向 を 「 キ ャ リ ア ア ッ プ 型 」 と す る 。  

た だ 、 多 く の 回 答 者 は 、 帰 国 後 の 生 活 に 関 す る 計 画 は 具 体 的 に は

持 た ず に 渡 航 し て い た こ と も 明 ら か に な っ た 。 大 学 生 で は 、 帰 国 後
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は 復 学 し 、 精 神 的 な 成 長 が 彼 ら の 生 活 に 対 す る 意 識 を 変 化 さ せ た 事

実 と は 別 に 、 内 容 と し て は 渡 航 前 と ほ と ん ど 変 わ ら な い 生 活 が 待 っ

て い る こ と が 理 由 と 考 え ら れ る 。 特 別 な 準 備 を せ ず と も 、 帰 国 後 も

彼 ら を 受 け 入 れ て く れ る 環 境 が 待 っ て い る た め 、 そ の 後 の 計 画 は 不

要 な の で あ る 。  

ま た 、 渡 航 前 に 正 社 員 /非 正 社 員 と し て 働 い て い た 方 々 で は 、 1

名 を 除 き 、 渡 航 前 か ら 帰 国 に 関 す る 具 体 的 な 計 画 は 立 て る こ と は な

か っ た と い う 。 渡 航 前 に 離 職 し 、 帰 国 後 は 就 職 活 動 が 待 っ て い る の

だ が 、 ど の よ う な 職 業 に 就 く か と い っ た イ メ ー ジ は 特 に 持 っ て は い

な か っ た と い う 。  

 

「…帰 国 後 のことは考 えてましたけど。やっぱり不 安 はありました

けど。…で、とりあえず帰 ってから、準 備 はしようと思 って。それは、

まあ、帰 ってから しよ う と思 ってましたね。具 体 的 に考 えてでは

(なかった ) 。帰 ってから、日 本 に帰 国 してから、と考 えてました。

…フランス語 をやって、日 本 に帰 ってきたときにちょっと 、それが

キャリアとして役 に立 てばいいかなって思 って。 」 ( M 2 )  

 

「 あんま り具 体 的 には、そん時 は考 えてな くて。したい仕 事 も日

本 帰 ってきてから見 つけよう、と思 って。とりあえず、語 学 使 えた

らな、ぐらいの、安 易 の感 じで。帰 ってきたら、ほんまにお尻 重 た

くなって。」 ( F 5 )  

 

こ れ は 、 先 に も 触 れ た よ う な 、 ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー の 「 ホ リ デ

ー 要 素 」 の 重 視 や 、「 リ セ ッ ト 」 願 望 が 背 景 に あ る と 考 え ら れ る 。

こ れ ま で の 生 活 に 対 す る 気 持 ち を 転 換 す る 、 も し く は キ ャ リ ア チ ェ

ン ジ の 機 会 と し て 、 ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー に リ セ ッ ト ボ タ ン の 役 割

を 期 待 し て い た た め だ 。 さ ら に 、 離 職 し て 渡 航 し た 方 々 の 中 で 、 滞

在 中 に 帰 国 後 の 海 外 就 労 経 験 者 向 け の 就 職 支 援 機 関 を 利 用 し た 回 答

者 は 1 名 で あ っ た 。  

そ れ ぞ れ の 渡 航 動 機 を 類 型 化 し 、 渡 航 か ら 帰 国 ま で の 流 れ を 表 す

と 図 4 の よ う に な る 。  
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図 2 4 .  調 査 結 果 から得 られた渡 航 動 機 と渡 航 後 の流 れ  

注 )インタビュー調 査 の中 で、回 答 者 が最 も強 調 した渡 航 動 機 を筆 者 が分 類 し、フェーズ

をまとめた。  

 

出 国 から帰 国 まで 

渡 航 時 期 に 関 し て は 、 大 学 3 年 生 に 進 級 す る 以 前 に 渡 航 し た 者

が 大 学 生 5 人 中 4 人 と い う 結 果 で あ っ た 。 大 学 生 で あ れ ば 4 年 生

時 に あ る 就 職 活 動 を 見 据 え て 、 帰 国 し て す ぐ に 就 職 活 動 を 始 め る よ

り も 、 1 年 以 上 の 余 裕 を 持 っ て 就 職 活 動 に 臨 み た い と い う こ と で あ

っ た 。  

 

「そう思 おうと、若 いうちに、しかも、大 学 休 学 して、就 活 とか仕

事 の心 配 もしないで行 けて、ほんとよかったな、って思 って。」

( F 1 )  

 

「最 初 は英 語 に集 中 してたんだけど、帰 国 前 になって、やること

がこれ(就 職 活 動 )だったから。」 ( M 1 )  

 

た だ 、 本 格 的 に 就 職 に 関 し て 考 え 始 め た 時 期 は 、 滞 在 時 よ り も 帰

国 し て 学 生 生 活 に 復 帰 し て 以 降 と い う こ と も あ る 。  
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「 ( 帰 国 後 に始 めた )ダブルスクールも 、ずっとためてきたお金 で

(通 っている)。…それもあるし、ずっと昔 からの夢 で。大 学 受 験 よ

りも、その C A になるっていう夢 の方 が大 きかったので、中 学 のと

きから。だから、今 からドキドキしてる。ほんとにだから、それ (就 職

活 動 )にフォーカスしたい。」 ( F 1 )  

 

「だから今 、帰 国 してから、就 活 がどうしても頭 の中 にあって。な

んか、私 たちの代 から (就 職 活 動 開 始 の)時 期 が変 わったりと

か、いろいろまあ、ごちゃごちゃしてるっていうのもあるんですけ

ど。」 ( F 3 )  

 

さ ら に 、 特 に 学 生 の 出 国 時 期 は お お む ね 新 学 期 、 新 年 度 の 始 ま る

約 1 ヶ 月 前 後 で あ っ た 。 こ れ は 、 出 国 帰 国 と も に 、 日 本 社 会 の 状

況 に 合 わ せ た も の で あ っ た 。  

ま た 、 渡 航 時 期 は 、 現 地 で の 仕 事 探 し の 進 展 に 影 響 す る よ う で あ

る 。 渡 航 先 の 第 1 位 か ら 3 位 の オ ー ス ト ラ リ ア 、 ニ ュ ー ジ ー ラ ン

ド 、 カ ナ ダ で は 9 月 が 新 年 度 に あ た る 。 そ れ 以 前 の 7 月 、 8 月 に 仕

事 探 し を し よ う と す る 場 合 、 現 地 の 学 生 は 夏 休 み 期 間 を 利 用 し て 働

く 慣 例 が あ る こ と に よ っ て 、 す で に 求 人 が 埋 ま っ て い る 場 合 が 多

く 、 な か な か 仕 事 が 見 つ か ら な い こ と が あ る 3 4。 ま た 、 地 域 に よ っ

て は 季 節 や 気 候 に よ る 仕 事 探 し へ の 影 響 も み ら れ た 。  

 

「そうですね。やっぱり、冬 の間 っていうのは、モント リオールはすごく仕

事 が少 なくて。やっぱ り日 本 人 の出 来 るような仕 事 とか求 人 数 も少

なくて、苦 労 してましたけど。で、やっと一 回 目 の仕 事 が見 つかったの

が、4 月 くらいでしたね。」 ( M 2 )  

 

そ の よ う な 中 で 、 日 本 食 レ ス ト ラ ン で は 、 比 較 的 日 本 人 を 雇 っ て

も ら い や す い こ と や 、 オ ー ナ ー や 従 業 員 の 多 く が 日 本 人 で あ る こ と

か ら 、 そ こ で 働 く こ と を 決 め る と い う 者 も 少 な く な い 3 5。 仕 事 探 し

が 困 難 で あ る 状 況 に あ り な が ら 、 日 系 企 業 や 飲 食 店 を 選 ば ず 、 現 地

の 人 々 と 一 緒 に 働 き た い と い う こ と で 、 ア ジ ア 系 、 特 に 日 系 で は な

い 、 飲 食 店 で 働 く こ と へ の 憧 れ が あ る 傾 向 が 見 ら れ た 。 さ ら に 調 査

の 中 で は 、 日 系 飲 食 店 を 始 め と す る 日 系 と い う カ テ ゴ リ ー に 対 す る

消 極 的 な 見 方 も 認 め ら れ た 。 こ の こ と は 、 学 生 の 回 答 者 を 中 心 に み

ら れ る 傾 向 で あ る 。  

 

「生 活 資 金 稼 がなきゃいけないから、ジャパレスで働 くってのはい

いんだけど、おれはジャパレスで働 く人 って、軽 蔑 って言 うか。…
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なんかね、なんでその、カフェで働 けるって思 ったのはエージェント

の広 告 見 てたら、こんな成 功 しました、みたいな。で、私 はカフェ

で働 いてました、みたいに。…カフェで働 けたら勝 ち組 。みんなカ

フェで働 けるんだな、って言 うような考 えだったね。」 ( M 1 )  

 

「その、どうなってもジャパレスだけはやだ、って思 ってて。その、意

味 がないから。確 かにチップもいいし、お客 さんとも話 は出 来 るっ

ていうけど、やっぱり意 識 低 い人 たちが働 いてるっていうのは、す

ごい働 いてる子 から聞 いたし。人 によるし、場 所 によるってわかっ

てたんだけど、でもなんか、いくら働 いてる人 が外 国 の人 でも、経

営 が日 本 人 だったら、アジア系 が多 いし、なんか、文 化 的 にもも

っと違 うところで働 きたいって思 って。」 ( F 1 )  

 

「なんか、カフェでどうしても働 きたくて。海 外 のカフェで働 くのが、

なんかバリスタっていう響 きにすごい憧 れて。絶 対 カフェで働 こう

と思 って。…中 国 人 オーナーさんのところもいいとこだったんです

けど、従 業 員 が結 構 日 本 人 多 くて。で、なんか、お客 さんの層

は良 いけど、ちょっとどうかなって思 ってて。で、セカン ドカップ ( カ

ナダ国 内 のコーヒーショップチェーン店 )の方 が、もう、従 業 員 も

すごいいい人 たちだし、お客 さんの層 もいいし。…まあ、ここで働 け

るなら、まあジャパレスでもう一 個 、副 業 で探 してもいいし、って

思 って。」 ( F 4 )  

 

 一 方 で 、正 規 社 員 /非 正 規 社 員 と し て 働 い て い た 方 は 、職 業 や 職 種

に 対 す る こ だ わ り は あ ま り な い 傾 向 で あ っ た 。  

 

「仕 事 に関 していえば、どんな仕 事 でも取 れればやる、みたいな感

じでしたね。…やっぱり、英 語 環 境 でやりたかった、っていうのはあ

るけど。どんな仕 事 、選 好 みしてやりたいっていうのは、あんまりな

かったように思 いますね。」 ( M 2 )  

 

「 ( カナダで仕 事 探 しを始 めた当 初 、 )英 語 で行 けるような仕 事

(を探 していた )。なんかオフィスワークとかだったと思 う、全 部 。で、

それで見 てて、どうもダメそうだ、ってなって、日 本 のレストランかな、

ってなって。チラってみたら、たまたま…あったから。…贅 沢 は言 っ

てられへん。お仕 事 くれて、ありがとうございます、くらい。 」 ( F 5 )  

 

上 記 の よ う に 、正 規 社 員 /非 正 規 社 員 と し て 働 い て い た 方 は 、就 労

体 験 を 探 す 際 に 、 状 況 に 応 じ て 仕 事 が 出 来 る 環 境 を 見 つ け た と い う

こ と で あ る 。  
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学 生 と 社 会 人 を 経 験 さ れ た 方 と の 間 で は 、 就 業 経 験 に 対 す る 意 識

の 違 い が 明 確 で あ っ た 。 た だ 、 就 労 体 験 に 対 し て 、 外 国 語 に 触 れ る

機 会 と 、異 文 化 の 人 々 と 一 緒 に 働 く こ と を も っ と も 重 視 す る 姿 勢 は 、

回 答 者 の 属 性 を 問 わ ず 共 通 し て 見 ら れ た 。  

 

帰 国 後 キャリア形 成 への期 待  

 ま た 、 渡 航 前 に は 、 あ ま り 帰 国 後 の こ と は 考 え て い な か っ た と い

う 回 答 が 多 か っ た が 、 時 間 の 経 過 と 共 に 、 そ の 後 の 生 活 を 意 識 し 始

め た と い う 方 も い た 。  

 

「帰 国 してもやることがあったから。就 職 活 動 っていう。それに向

けての準 備 。やっぱり、社 会 を経 験 している先 輩 っていうのもい

っぱいいたから、そういうお話 とか聞 いてたね。『どうなんですか

ね、就 職 活 動 って』って。…むこうにいた時 から意 識 してたね。

…その先 輩 がどういう仕 事 してた、とかね。…その年 上 の人 がど

ういう仕 事 をしてて、なんで (仕 事 を)辞 めたのかとか聞 くのは、そ

れだけで参 考 になるし。… (筆 者 「それで、これを聞 き始 めたのは

帰 国 直 前 ？一 か月 前 くらい？」 )そうね。たぶんそれぐらいだと思

う。S P I の勉 強 をし始 めたのも、たぶんそれぐらいだと思 う。 」

( M 1 )  

 

「一 か月 ぐらい前 、帰 国 の。 (就 職 支 援 機 関 に )登 録 して、コン

サルタン トの受 けて。その後 、帰 国 後 に、すぐにコンサルタン トの

方 と、いろいろお話 伺 って、っていう感 じで。」 ( M 3 )  

 

日 本 で の 就 職 を 意 識 し て 採 用 試 験 に む け た 勉 強 や 、 就 職 支 援 機 関

に 登 録 す る な ど 、 具 体 的 な 行 動 を 起 こ し た の は 、 2 名 と も 帰 国 の 1

ヶ 月 ほ ど 前 か ら だ っ た と い う 。 ま た 、 海 外 に い て も イ ン タ ー ネ ッ ト

な ど で 日 本 で の 就 職 状 況 を す ぐ に 手 に 入 れ る こ と が で き 、 パ ソ コ ン

さ え あ れ ば 、 日 本 と あ ま り 変 わ ら な い 状 況 で 仕 事 を 探 す こ と も 可 能

な よ う で あ る 。  

 

「帰 る前 にちらちらと求 人 見 て。あと、今 、 I n d e e d っていう求 人 サイト

があって。…要 は、あれって検 索 エンジンなんですよ。リクナビから、マ

イナビから、ハローワークから全 部 、求 人 が上 がってくるんで。そこから、

自 分 がやりたいこととか、たとえばフランス語 って入 れたら全 部 求 人 が

出 て。そういうので、応 募 して、って言 う感 じで。」 ( M 3 )  

 

ま た 、帰 国 後 の 就 職 活 動 時 に は 、学 生 と 正 規 社 員 /非 正 規 社 員 と し

て 働 い て い た 方 で は 、 ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー の 経 験 が 採 用 時 に 評 価
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の さ れ 方 が 異 な っ て い た 。以 下 で は 限 ら れ て い る サ ン プ ル 数 の 中 で 、

帰 国 後 に 就 職 活 動 を さ れ た 方 で 、 な お か つ 具 体 的 な 回 答 を し て い た

だ け た 方 に 焦 点 を 絞 っ て い る 。  

学 生 で は ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー の 経 験 は 、 就 職 活 動 時 に 積 極 的 な

影 響 が あ っ た よ う で あ る 。 ま た 、 就 職 活 動 時 に は 、 自 分 の 「 語 学 力

や ス キ ル 」を 重 視 し た 傾 向 と 、「や り た い こ と 」を 重 視 し た 傾 向 に 分

か れ て い た 。  

 

「 うん、就 活 でこの経 験 のことをほとんど言 って、職 を見 つけられ

たから。…(採 用 面 接 を受 けたのは)商 社 、メーカーのみ。…それ

はやっぱり 、英 語 を意 識 した。と りあえず、英 語 はまだまだ未 完

成 だったから、英 語 を使 って、仕 事 をして、そうすることによって

英 語 能 力 を高 めたかったんだと思 う。 」 ( M 1 )  

 

M 1 は 、 滞 在 時 に 商 社 を 退 職 し て ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー に や っ て

き た 日 本 人 に 出 会 い 、 仕 事 に 関 す る 話 を 聞 い た こ と で 、 自 分 の キ ャ

リ ア に 対 す る 考 え に 影 響 が あ っ た と い う 。 さ ら に 、 渡 航 動 機 に も

「 語 学 力 の 向 上 」 が あ っ た こ と か ら 、 帰 国 後 も 仕 事 で も 語 学 を 活 か

し た い と い う 思 い が あ っ た 。  

 

「うーん、 (面 接 で)触 れられたら (ワーキング・ホリデーの経 験 につ

いて)しゃべるくらいかな。むこう求 めてんのは、どんだけオフィスで

活 きた動 きが出 来 るか、やから。だから、私 しゃべることは、前 職

に絡 めたことが多 くなるかな。…なんかね、ジョブコーディネーター

さんみたいなのがいてて、…ワーホリって、普 通 にブランクにしかな

らへんって言 われて。なんか、どんだけ学 んだっていうのは、自 分

の実 になるけど、会 社 的 には、勤 続 してるわけじゃなかったから、

ただのブランクですって。そういう扱 いらしい、世 間 では。…それで

語 学 力 が伸 びたっていうんやったら、アレやけど、やっぱり、会 社

の財 産 になるようなものでは無 いやんか。語 学 力 もともとある人 も

おるし。それだったら、その人 を採 ればいいだけやし。っていうね、

なかなか世 間 は世 知 辛 いよ。」 ( F 5 )  

 

 F 5 は 外 資 系 企 業 に 勤 め て い た 経 緯 か ら 、 語 学 を 活 か し た 職 業 に

就 く こ と を 前 提 と し て い た 。 し か し 、 就 職 活 動 時 に は 、 ワ ー キ ン

グ ・ ホ リ デ ー の 経 験 は 、 自 分 の キ ャ リ ア 形 成 の 観 点 と は 切 り 離 し て

臨 ん だ と い う 。  

 

「逆 にたぶん、ワーホリはマイナスになりますね。だから、ワーホリっ

ていうキーワードは、就 活 してるとき使 わない方 がいい。…今 、ワ
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ーホリを支 援 しようっていう機 関 があって、…そこのコンサルタント

の方 から、就 職 活 動 のこととか、あと転 職 ですね、そういうことの

支 援 受 けたりしてましたね。ワーホリっていうと、どうしても遊 びで

行 ってるってイメージが強 いので。で、ぼくは完 全 に留 学 っていう

キーワードで、言 ってました。…そうですね。相 手 の企 業 にマッチ

する部 分 ですね。それに合 わせて、自 分 をアピールする。自 己

P R ポイントを変 えてましたね。基 本 的 には、前 職 のことがメインに

なっていましたね。ワーホリの経 験 、インターンシップの部 分 です

ね、そこでこういうことしてました、と。あと、ランゲージエクスチェン

ジで、トケビ (渡 航 先 にあるランゲージエクスチェンジの場 )以 外 で

幹 事 とかしてたりしたんで、そういうのもアピールしてましたね。…

そうですね、でも、全 く必 要 のなさそうなところは言 わなかったです

けどね。履 歴 書 とかも、何 個 かバージョン作 っといて。」 ( M 3 )  

 

 M 3 の 場 合 に は 、 旅 行 ・ 観 光 業 界 を 中 心 に 就 職 活 動 を し て い た 。

渡 航 前 か ら 、 帰 国 後 に 「 や り た い こ と 」 を 設 定 し て い た た め で あ

る 。 し か し な が ら 、 F 5 と 同 様 に 就 職 活 動 時 に は 、 ワ ー キ ン グ ・ ホ

リ デ ー の 経 験 は 、 自 分 の キ ャ リ ア 形 成 の 観 点 と は 切 り 離 し て 臨 む 姿

勢 が み ら れ る 。  

 

キャリア形 成 以 外 への影 響 や成 果  

滞 在 時 に は 、 語 学 学 校 や 就 労 体 験 、 観 光 ・ レ ジ ャ ー と い っ た 、 さ

ま ざ ま な 過 ご し 方 が 可 能 で あ る 。 日 本 で は な い 国 で 日 々 、 非 日 常 を

味 わ い 、 帰 国 後 の こ と は 常 に 頭 を 悩 ま せ る よ う な 問 題 で は な い よ う

だ っ た 。 し か し な が ら 、 こ の 経 験 を 通 じ て 、 将 来 に 対 す る 考 え や 、

そ の 他 に も 交 友 関 係 が 広 が っ た と い っ た 変 化 も 往 々 に し て あ る よ う

だ 。  

 

「やっぱり、帰 ってきてからは、…いろいろ調 べて、もっと英 語 使 え

るほうがいいかなとか思 ったけど、やっぱり、なってみないとわから

ないこともあるし、絶 対 後 悔 するって、自 分 の中 でわかったので。

( C A を目 指 す)決 心 がついた。」 ( F 1 )  

 

「…今 一 番 やりたいことは、私 、コピーライターとか、なんか、そう

いう広 告 とか宣 伝 の方 に夢 が移 って。で、それも、なんで夢 が変

わったかっていうのは、自 分 でははっきりしないんですけど、でも、

たぶんきっかけになったのが、なんか、その私 むこうにいるときに、

その海 外 の友 達 に、なんか日 本 自 慢 じゃないですけど、なんか

日 本 のこと紹 介 したりすることが、すごい好 きだったんですよね。

…みんなが興 味 を持 ってくれるのがすごく好 きだったんですよ。日
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本 でもカナダでも。で、そう思 った時 に、自 分 はこうやって宣 伝 と

かするの、すごい好 きだな、って思 って。で、なんか、宣 伝 とか広

告 とか、広 報 とか興 味 あるな、と思 って。で、なんか今 ちょっとい

いんじゃないかって思 ってるのが大 きいです。だから、経 験 、ワー

ホリの経 験 は結 構 影 響 してると思 いますね。」 ( F 3 )  

 

学 生 で は 、 将 来 に 対 す る ビ ジ ョ ン が 変 化 し た り 、 交 友 関 係 が 広 が

っ た 、 と い う よ う な 変 化 が み ら れ る 。 ま た 、 以 下 の 回 答 か ら は 、 経

験 を 通 じ て 、 精 神 的 な 成 長 を し た と 積 極 的 に 評 価 し て い る 。  

 

「でもやっぱり、ワーホリを通 じて身 に着 いた自 分 の強 みって、行

動 力 だったのかな思 う。逆 に言 えば無 計 画 。だけど、自 分 の目

標 のためにさ 、どんどん場 所 を変 えてさ 、行 動 できてたから 。 」

( M 1 )  

 

「やっぱり、楽 しい、いい友 達 はいっぱいできて、今 でも連 絡 は続

いてます。」 ( F 2 )  

 

「日 常 で、後 悔 したりくよくよしたりはなくなりました。行 く前 は、こう

いう人 生 もあるし、こういうすごいことしてる人 もいるし、なんか、い

いなって思 ってたんですけど、それはなくなりましたね。私 の人 生

は私 しかできないことだし、って思 うようになりました。」 ( F 4 )  

 

「自 立 した気 がする。自 分 で全 部 するし、お金 のこともだけど。自

分 で好 きな事 を自 分 のお金 でするし。親 も何 にも言 わないし。で、

やっぱ、もういろいろ行 ってるから、心 配 もしてないし。でも、なん

かあったときは、いろいろ話 すけど。気 楽 に一 人 でいろいろできて。

なんかこう、気 楽 かな。生 きてる感 じがする。…そういう風 に、ず

っと出 てたりするから、海 外 の友 達 がいたりとか、壁 とかがなくな

った。…なので、抵 抗 がなくなったって言 うのかな、海 外 に対 し

て。」 ( M 6 )  

 

ま た 、 離 職 を し て 渡 航 し た 方 の 中 に は 、 職 業 生 活 以 外 で も 活 動 の

幅 が 広 が っ た と い う 変 化 も 見 ら れ た 。  

  

「で、あとは、おいおい、役 に立 つ、というか、そっちの方 がメインで

はあるんですけど。国 際 交 流 。県 とか、市 の運 営 してる国 際 交

流 センターで、ボランティアとかで通 訳 みたいなこともしてるんです

けど。…そのイベン トの手 伝 いやったり。最 近 、ほんとに最 近 、ち

ょっとだけ、給 料 もらいました。…最 初 はボランティアだったんです
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けど。…ほんとにちょっとだけなんですけど、給 料 を頂 いて、すごい

嬉 しいというか。なんか、カナダにいったのが、ちょっとは役 立 って

るのかなって、思 ってます。…メインにするのはちょっと難 しいんで、

そこを足 掛 かりに何 かいい仕 事 があればいいな、っていう感 じで

すね。…そうですね。カナダで学 んだこと、英 語 とかフランス語 も

そうですけど、どんな形 であれ、カナダで生 活 したっていうのは、な

んていうか自 分 の中 でターニングポイントになったし。自 分 の中 で

いい経 験 だと思 っているので。そういうのを、英 語 とかフランス語

とかに限 らず 、活 か して生 き られるんじゃないかな 、 と思 ってま

す。」 ( M 2 )  

 

彼 は 現 在 、 派 遣 社 員 と し て さ ま ざ ま な 仕 事 を し な が ら 、 ワ ー キ ン

グ ・ ホ リ デ ー で の 経 験 を 活 か し た 国 際 交 流 の ボ ラ ン テ ィ ア を し て い

る と い う 。  

  

第 3 節  経 験 者 はワーキング・ホリデー経 験 をどのように評 価 するか  

 

 こ こ ま で 、 実 際 に ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー を 経 験 し 、 彼 ら の 動 機 や

過 ご し 方 を 辿 り 、 様 々 な ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー の 形 が あ る こ と が わ

か っ て き た 。 で は 、 帰 国 後 に 彼 ら 自 身 は 、 自 分 自 身 の 経 験 を ど の よ

う に 評 価 し て い る の か を 探 る た め 、「 ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー を 他 人

に 勧 め る か 」 と い う 質 問 を 最 後 に し た 。 す る と 、 こ の 回 答 は 、 彼 ら

の 充 実 し た 経 験 に 反 し て 、「 勧 め る 」「 勧 め な い 」 の 二 つ の 評 価 が 明

確 に 分 か れ た 。 そ の 理 由 も 、 多 様 で は あ る も の の 、「 人 間 的 /精 神 的

な 成 長 」 を 評 価 す る 一 方 で 、「 帰 国 後 の 生 活 に 関 す る リ ス ク を 考 え

る と き 、 ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー 以 外 の 選 択 肢 が あ っ た の で は な い

か 」 と い う 評 価 に 分 か れ た 。  

 以 下 は 、「 ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー を 他 人 に 勧 め る 」 と い う 回 答 で

あ る 。  

 

「勧 めます。…自 分 のお金 でワーホリに行 くっていうこ

とに意 味 があるのかなって、ちょっと思 いました。…な

にか辛 い思 いをするのもありかもしれないですね。…

自 分 の責 任 でどうぞ、て。だって、自 分 で行 きたいっ

て言 って行 くわけだし、自 分 で行 けば後 悔 しないだろ

うし。後 悔 しても自 分 の責 任 だし。でも得 るものはあ

ると思 うので。楽 しいこともあるし、辛 いこともあるから、

ワーホリはお勧 めするかな。…英 語 力 とその国 のこと

を知 るために、いろんな文 化 を知 るために、異 文 化

理 解 のために行 ってほしいっていうこ と 。その２点 で
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すかね。あ、後 もうひとつ。自 分 を強 くするっていうか。

なんか、大 げさだけど、成 長 できる機 会 になる。なん

か、この三 つが、ワーホリ行 く意 味 だと思 う。」 ( F 1 )  

 

F 1 は 、ワ ー キ ン グ・ホ リ デ ー を 人 に 勧 め る 理 由 を「 語 学 力 の 向 上

に つ な が る 」「 異 文 化 理 解 が 深 ま る 」「 人 間 と し て 成 長 す る 機 会 に な

る 」 の 3 つ を 挙 げ て い た 。 以 下 の 「 勧 め る 」 と い う 回 答 に も 共 通 し

た 内 容 が 見 ら れ た 。中 で も 最 も 、強 調 さ れ た こ と と し て 、「人 間 と し

て 成 長 す る 機 会 に な る 」 と い う 理 由 が あ る 。  

 

「 …い く ら 、あんま英 語 力 が上 がんなかったりとか、

後 悔 とか辛 い思 いしても、それだけ、決 断 したんだ

っていうのは、自 信 になる人 も多 いと思 うから。行 く

っていうことに意 味 があるんじゃないかな、って思 い

ますね。…ほんの一 年 だし、何 で行 かないの、逆 に、

みたいな。」 ( F 1 )  

 

「理 由 は、やっぱり、なんだろうな。自 分 自 身 がすご

い強 い人 間 になった気 がするから。やっぱ り、仕 事

がないなか、なんでもいいからひたすら、がんばったり、

…生 きていくために必 死 になれたな、っていうのは。」

( F 2 )  

 

「ある程 度 、自 分 が人 として、とか、英 語 力 でとか、

成 長 したいって思 うんだったら、私 は絶 対 、ワーホリ

の方 が、心 も強 くなるし。」 ( F 3 )  

 

「 ( ワーキング・ホリデーは自 分 の経 験 から )楽 しいっ

てことは分 かるので、行 きたいっていう気 持 ちがあっ

たら行 った方 がいいですよね。失 敗 しても後 悔 はな

いだろうし。」 ( F 4 )  

 

彼 ら の 語 り の 中 で は 、ど ん な に 仕 事 探 し や 語 学 の 面 で 辛 い 経 験 や

苦 労 が あ っ て も 、こ の 経 験 を 通 じ て 、自 分 自 身 が 自 立 し た 人 間 に な

る 一 歩 を 踏 み 出 せ た こ と へ の 自 信 が 読 み 取 れ る 。仕 事 を 一 か ら 探 し 、

生 活 費 を 自 分 で 稼 ぎ 、自 分 一 人 で 身 の 回 り の こ と を す る と い う 経 験

が 、彼 ら に と っ て 重 要 で あ っ た の だ 。ま た 、こ れ ら の 語 り の 中 で は 、

「 異 文 化 理 解 」と い う よ り も 、多 様 な 人 間 性 に 出 会 っ た と い う こ と

を 重 視 し て い る こ と が 読 み 取 れ る 。多 様 な 人 間 性 の 中 に 異 文 化 と い

う フ ァ ク タ ー が あ る の で あ り 、彼 ら は 、ワ ー キ ン グ・ホ リ デ ー の 経
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験 で 異 文 化 交 流 や 同 じ 日 本 人 ワ ー キ ン グ・ホ リ デ ー メ ー カ ー た ち と

の 出 会 い を 通 じ て 、 柔 軟 な 価 値 観 を 持 て る よ う に な っ た よ う だ 。  

 

「普 通 だと思 うことでも、普 通 じゃないので。そういう

のにも対 応 できたり、あと、いちいちイライラしたり、な

んでこれが通 用 しないんだろう、って考 えないで、ま

あ 、いろいろな考 えがあるって思 えるようになった。

心 が広 くなった。」 ( F 1 )  

 

「 それに、やっぱ りいろんな人 と出 会 って、いろんな

考 えを知 って。なんか、もっとフレンドリーになれた気

がします。」 ( F 2 )  

 

「 私 自 身 が、けっこ う 、狭 い人 間 のタイプのなかで

生 きてきたんで。 ト ロン トに行 ったら、すごいいろんな

人 がいるんだな、って体 験 して。」 ( F 4 )  

 

彼 ら の 期 待 し た 語 学 力 の 向 上 は 、生 活 体 験 の 中 で 自 然 と 向 上 し た

も の で あ り 、 上 記 の 評 価 に 付 随 す る も の で あ っ た 。  

 

「私 たちワーホリって、自 分 で自 力 でやって、ってい

う感 じじゃないですか。だから、ほんと、英 語 力 の伸

びもだし、家 も、お金 も自 分 次 第 だから、なんかこう、

英 語 だけに集 中 できなかったから。その分 、がんば

んなきゃ、って言 うのはあった。」 ( F 1 )  

 

「でも、なんか一 年 いるっていうことは、たぶんみんな、

ネイティブライクに話 したいとか思 うと思 うので。  

だから、なんか、英 語 話 せない、なんか、英 語 環 境

で、同 僚 もネイティブで、お客 さんもネイティブみたい

な、そういう環 境 に身 を置 くっていうのも 、なかなか

出 来 ることじゃないので、やっぱりワーホリはすごいお

勧 めだな、て思 います。」 ( F 3 )  

  

さ ら に 、 彼 ら が 「 ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー を 勧 め る 人 」 は 、「 留 学

し よ う か 悩 ん で る 人 と か 、 で も 、 留 学 し て 何 が し た い と か わ か ら な

い と か 、 そ う い う こ と 言 っ て る … 漠 然 と 憧 れ が あ る 人 ( F 2 )」 で あ

り 、 彼 ら の 想 定 は 、 ま さ に 自 分 た ち の 等 身 大 の 人 々 を 想 定 し て い

た 。  

「 人 に 勧 め る 」 と い う 理 由 に は 、 前 提 条 件 と し て 「 人 間 的 に 成 長
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し た い 」、「 海 外 に 行 き た い 」 と い う 強 い 思 い が あ る こ と が あ げ ら れ

た 。 こ う し た 強 い 思 い が あ れ ば 、 ど ん な こ と が あ っ て も 「 自 己 責

任 」 で 、 楽 し い こ と も 、 辛 い こ と も 、 全 て の 経 験 が 自 分 の 成 長 に つ

な が る と い う 。 こ の よ う な 評 価 は 、 学 生 に み ら れ る 傾 向 で あ っ た 。  

 一 方 、 社 会 人 を 中 心 に し た 「 ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー を 他 人 に 勧 め

な い 」 と い う 回 答 と 、 そ の 理 由 は 以 下 の よ う で あ っ た 。  

 

「その人 の英 語 出 来 るとか、英 語 伸 ばしたいってことだったら、ワ

ーホリ勧 めない方 がいいよね。英 語 ができて、それで働 きたいで

す 、って言 うんだったら 、それだったら (勧 めるかも しれない ) 。 」

( M 1 )  

 

「正 直 勧 めないですね。…僕 もそうですけど、…けっこう、曖 昧 に

行 かれる方 が多 いじゃないですか。明 確 な目 的 があって、たとえ

ば、フランスに行 って、パティシエになりたいとか、そういう言 語 以

外 の、英 語 を覚 えたいとか、フランス語 を覚 えたいって言 うので

行 くんだったら、日 本 で学 ぶ機 会 っていくらでもあるんですよ。…

だから、行 く必 要 は、特 定 の何 か学 ぶ分 野 が無 ければ、行 かな

い方 がいい。それはぼくの個 人 的 な見 解 ですけどね。…だから自

分 は、考 えが甘 かったな、っていうのは、反 省 点 というか。 」 ( M 3 )  

 

M 1 や M 3 の 「 勧 め な い 」 理 由 は 、「 勧 め る 」 と し た 回 答 者 の 理 由

と 相 反 し て い た 。 語 学 力 の 向 上 は 当 然 の こ と と し て 、 さ ら に 、 具 体

的 に 語 学 力 を ど の よ う に 活 か し て 過 ご す か 、 と い う こ と ま で 言 及 す

る 。 な ぜ な ら 、 語 学 力 の 向 上 が 目 的 で あ れ ば 、 日 本 国 内 に い な が ら

で も 十 分 に 実 現 可 能 で あ る た め で あ る と い う 。 ま た 、 異 文 化 理 解 を

深 め る た め に も 、 日 本 で の 経 験 を 深 め て か ら の 方 が よ り 有 益 な 過 ご

し 方 も で き た の で は な い か 、 と い う 指 摘 も し て い る 。  

 

「 あ とはですね、加 えておくと、最 低 三 年 間 は日 本 の会 社 で働

いてから行 った方 がいい。じゃないと、日 本 の社 会 のシステムと

海 外 の会 社 のシステムっていうものの根 本 的 な差 異 っていうの

は見 えないと思 う。そりゃ、学 生 さんとかが行 くのは、それはそれ

でありだと思 うんですけど。…こればっかりは、人 によるんですけど

ね。…やっぱり 、働 いてても、日 本 の会 社 勤 めして、向 こうで働

いてみるっていうと、やっぱりその比 較 が出 来 るわけですよね。働

き方 のスタンスであったり、根 本 的 なシステムであったり。 」 ( M 3 )  

 

ま た 、 渡 航 前 か ら 滞 在 中 の 過 ご し 方 や 帰 国 後 の 明 確 な ビ ジ ョ ン が

あ っ た 方 が よ い 、 と い う 回 答 も あ っ た 。  
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「…あまりすすめないと思 いますね。ほんとにいい体 験 だったと思

いますけど、ほんとにワーキング・ホリデーっていうのは、その生 活

の中 で、どう活 かすか、って、ほんとに個 人 の自 由 で…なので、

選 択 肢 として、ワーキング・ホリデーっていうものがあるよ、って言

えるんですけど。…それを他 人 に勧 めて、はたしていいものか、っ

て言 えるかな?言 えないな、って思 いますね。… (筆 者 「勧 めない

理 由 は何 ですか？)リスキーだっていうこともありますし。ほんとに、

何 やるのかわかんないなら、ワーキング・ホリデーに行 ってきなさい

とは、自 分 からは言 えないですね。…でもその、なんていうか、や

っぱりワーキング・ホリデーに行 ってきた人 は、けっこうみんな楽 し

いとは言 ってるので。それは、ほんとにいい制 度 だな、とは思 うし。

やっぱりでも、それを活 かすか殺 すかは、個 人 なので。自 分 として

はいい経 験 だな、とは思 いますけど。」 ( M 2 )  

 

「 … ま あ 、 就 職 考 え て い る の で あ れ ば 、 で す け ど ね 。 あ と は 、

3 0 (歳 )超 えてからは、あまり行 かない方 がいいかな。行 ってる人

けっこういるんだけど、俺 も含 めてね。2 7 , 8 (歳 ) とかだったら、ぼく

の同 期 の子 とかもいるんですけど、やっぱり全 然 すんなり行 くんで

すよ。2 0 代 の頃 ならまだ、就 職 の幅 が広 いんですけど、3 0 超 え

ると一 気 に幅 が狭 まるんで。行 くんだったら、2 0 代 の内 に勧 めま

す。」 ( M 3 )  

 

ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー に 行 っ た 、 と い う 経 験 だ け に 価 値 を 見 い だ

す の で は な く 、 帰 国 後 の 生 活 や 、 年 齢 も 考 慮 し て キ ャ リ ア 形 成 に ど

の よ う に 活 か し て い く の か を 慎 重 に 考 え る こ と も 重 要 で あ る と 考 え

て い る 姿 勢 が 認 め ら れ る 。  

さ ら に 、「 勧 め な い 」 理 由 の 背 景 に は 、 帰 国 後 の リ ス ク を 感 じ て

い る と い う 傾 向 が み ら れ る 。た だ 、行 く か ど う か は 個 人 の 選 択 で あ

る た め 、絶 対 的 に 勧 め る と は 言 え な い が 、ど の よ う な 経 験 を す る か

に よ っ て 、 ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー は 価 値 の あ る 経 験 に も な り う る 、

と 評 価 し て い る 。個 人 の 裁 量 で ワ ー キ ン グ・ホ リ デ ー の 過 ご し 方 は

様 々 な 可 能 性 を も つ が 、結 果 と し て 語 学 力 が 向 上 せ ず 、滞 在 先 に も

な じ め ず 、さ ら に は 知 見 を 広 げ る こ と も で き な い と い っ た 状 況 で 帰

国 す る こ と も 、ワ ー キ ン グ・ホ リ デ ー 制 度 で は 起 こ り う る と い う こ

と を 指 摘 し て い る 。  

ま た 、日 本 で の 就 職 時 に は 、各 ラ イ フ ス テ ー ジ の 間 に 空 白 を 作 る

こ と は 、個 人 に と っ て は 、特 に 就 職 時 に は 不 利 な 影 響 を 及 ぼ し 、社

会 的 信 用 を 失 い か ね な い も の で あ る と い う 意 識 が 表 れ て い る と 考

え ら れ る 。単 に 海 外 に 行 っ た 、と い う だ け で は「 一 年 間 遊 ん で き た
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だ け 」と い う 評 価 に 繋 が り 、結 果 と し て キ ャ リ ア 形 成 に は 積 極 的 な

影 響 を 及 ぼ さ な い と い う 解 釈 な い し 現 実 が あ る と い え る 。  

 

第 4 節  考 察  

 

こ れ ま で に も あ っ た よ う に 、 ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー の 渡 航 動 機 は

ま さ に 十 人 十 色 で あ り 、 個 人 の ど の よ う な 希 望 も か な え ら れ る ワ ー

キ ン グ ・ ホ リ デ ー 制 度 は 、 若 者 に と っ て 「 超 便 利 」 な 査 証 制 度 で あ

る こ と が わ か る 。  

学 生 回 答 者 の な か に は 、 ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー を 語 学 留 学 の 代 替

と し て 捉 え て い る 傾 向 が 見 ら れ た 。 ま た 、 帰 国 後 に 控 え る 就 職 で ワ

ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー で の 経 験 や 、 語 学 力 を 武 器 に し た い と 考 え る 方

も 多 く い た 。 た だ 、 彼 ら に と っ て ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー で 一 年 間 日

本 を 離 れ る こ と は 、 そ の 当 時 に は 、 大 変 大 き な 決 断 で あ り 、 将 来 に

対 す る 不 安 を は ら む も の で あ っ た 。 し か し 、 結 果 と し て 、 帰 国 後 に

は 、 将 来 に 対 す る 価 値 観 の 形 成 や 、 自 立 の 機 会 と し て 、 ワ ー キ ン

グ ・ ホ リ デ ー の 経 験 は 有 効 に 働 い た こ と が 認 め ら れ る 。  

ま た 、 具 体 的 な ス キ ル の 獲 得 で は 、 語 学 力 に 関 し て 、 帰 国 直 後 に

語 学 力 を 測 る 試 験 を 受 験 し た と い う 方 は 1 名 で 、 そ の 他 の 方 は 、

そ も そ も 筆 記 試 験 や 資 格 の 取 得 を 積 極 的 に 捉 え て い な か っ た 。 就 職

活 動 の 直 前 に な っ た ら 改 め て 勉 強 を す る と い う 回 答 が 多 く あ っ た 。  

こ の こ と は 、 彼 ら の 考 え る 語 学 力 (コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 を 含

め た 語 学 力 )は 筆 記 試 験 で は 計 測 で き な い こ と か ら 、 あ え て ワ ー キ

ン グ ・ ホ リ デ ー の 経 験 と キ ャ リ ア 形 成 は 切 り 離 し て 考 え て い る 傾 向

で あ る と 読 み 取 れ る 。  

元 正 規 社 員 /非 正 規 社 員 と し て 渡 航 さ れ た 方 の 中 で は 、「 リ セ ッ ト

型 」 と 「 キ ャ リ ア ア ッ プ 型 」 の 傾 向 が み ら れ た 。 そ の 背 景 に は 退 職

な い し ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー 渡 航 の 決 め 手 に な っ た 、 海 外 生 活 へ の

憧 れ や 興 味 の 他 に 、 日 本 で の 労 働 環 境 に も 要 因 が あ っ た も の と 思 わ

れ る 。 た と え ば 、 F 6 の 回 答 に 見 ら れ た 、 労 働 環 境 の 過 酷 さ や 、 M 5

の キ ャ リ ア チ ェ ン ジ へ の 期 待 、F 5 や M 3 に 見 ら れ た 仕 事 と 本 人 の 価

値 観 の ミ ス マ ッ チ が 挙 げ ら れ る 。 こ こ で は 、 川 嶋 ( 2 0 1 0 )の 指 摘 し た

「 ワ ー ホ リ と 認 識 論 的 誤 謬 」 の よ う な 、 コ ス モ ポ リ タ ン 的 ア イ デ ン

テ ィ テ ィ へ の 願 望 は 、 今 回 の イ ン タ ビ ュ ー 調 査 の 中 で は 認 め ら れ な

か っ た 。「 ワ ー ホ リ と 認 識 論 的 誤 謬 」 と は 、「 メ デ ィ ア や ワ ー ホ リ 斡

旋 業 者 の マ ー ケ テ ィ ン グ は コ ス モ ポ リ タ ン 的 ア イ デ ン テ ィ テ ィ へ の

願 望 を 煽 る が 、『国 際 感 覚 』そ の 他 コ ス モ ポ リ タ ン 的 資 質 な ど は 、実

は 彼 /彼 女 ら が 代 表 す る 若 者 の 大 多 数 に は は じ め か ら 求 め ら れ て い

な い 」 と し て 、 ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー を 利 用 す る 若 者 に は 「 イ メ ー

ジ と 現 実 の ギ ャ ッ プ 」 が あ る こ と を 示 す 。 現 代 社 会 に お け る 「 脱 埋
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め 込 み 」( G i d d e n s 1 9 9 1 )に よ っ て「 多 様 な ア イ デ ン テ ィ テ ィ 形 成 が 可

能 に な る な か 」、ワ ー キ ン グ・ホ リ デ ー は コ ス モ ポ リ タ ン 的 な 主 体 の

形 成 を 容 易 に し て く れ る と い う 期 待 が 寄 せ ら れ る 対 象 で あ る と し て

い る (川 嶋 2 0 1 0： 2 5 8 - 2 5 9 )。  

し か し な が ら 、 今 回 の 調 査 に お い て は 、 む し ろ 、 彼 ら の 中 で ワ ー

キ ン グ・ホ リ デ ー の 経 験 と 日 本 社 会 で の 就 労 は 関 連 性 が 弱 く 、「イ メ

ー ジ と 現 実 の ギ ャ ッ プ 」 を 持 っ て い る 傾 向 も 認 め ら れ な か っ た 。 ワ

ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー を 経 験 し た 若 者 の 中 に は 、 そ の 経 験 は 日 本 で の

職 業 生 活 に お い て 、 あ ま り 関 心 を 寄 せ ら れ る 対 象 で は な い と い う こ

と に 自 覚 的 で あ る と い う こ と も 指 摘 で き る 。 つ ま り 、 彼 ら の 中 に は

「 ホ リ デ ー 」 が 日 本 で の 就 職 時 に 、 い か に リ ス ク を 伴 う も の で あ る

の か 、と い う こ と す ら 意 識 し て い る 者 が 存 在 す る と い う こ と で あ る 。

た と え ば 、 前 職 を 退 職 し て 渡 航 し た 回 答 者 の 中 に は 、 就 職 活 動 時 、

ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー に い っ て き た 事 実 を ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー と

い う 呼 称 を 用 い ず に 、 留 学 と い う 呼 称 で 、 先 の 経 験 を 採 用 面 接 時 に

説 明 す る よ う 、 就 職 支 援 機 関 か ら 進 め ら れ る こ と も あ る 。 さ ら に 、

そ の こ と に 対 し て 、 回 答 者 自 身 も 理 解 を 示 し て い る 。  

 ま た 、 対 象 者 の す べ て が 、 渡 航 前 後 と 比 べ て 、 自 分 自 身 の 精 神 的

な 変 化 に 注 目 し て 語 る 傾 向 に あ っ た 。 彼 ら の 特 徴 と し て 、 大 学 留 学

や 語 学 留 学 と い っ た 他 の 方 法 で 渡 航 し た 者 と 比 較 を す る 者 と 、 日 本

で の 同 世 代 と の 比 較 を す る 者 に 分 か れ る 傾 向 に あ っ た 。 前 者 は 、 渡

航 前 後 で 学 生 で あ る 方 に 多 く み ら れ 、 後 者 は 、 渡 航 前 に 正 社 員 と し

て 働 い て い た 方 に 見 ら れ る 傾 向 で あ る 。  

 い っ た ん 退 職 を し て 渡 航 を し た 方 の 動 機 の 背 景 に は 、 前 述 し た よ

う に 、 日 本 で の 労 働 環 境 が 要 因 の ひ と つ に な っ て い た 。 こ の 要 因 に

関 し て は 、 彼 ら の 渡 航 段 階 で は 前 景 化 し に く い 意 識 で あ る と 思 わ れ

る が 、 9 0 年 代 以 降 に は 、 日 本 の 労 働 環 境 に 関 し て は 、 長 時 間 労 働

や 非 正 規 雇 用 の 拡 大 、 企 業 の 経 営 体 制 の 変 化 に よ る 雇 用 の 不 安 定 化

が 諸 要 因 と し て あ げ ら れ る 。 ま た 、 非 正 規 雇 用 の 拡 大 に お い て は 、

藤 岡 ( 2 0 1 2 )が 引 用 し た 熊 沢 ( 2 0 0 0 )の 女 性 の 「 被 差 別 者 の 自 由 」 も 大

き な 影 響 を も た ら し て い る と 考 え ら れ る 。 こ の 「 被 差 別 者 の 自 由 」

と は 「 職 場 や 労 働 市 場 に お い て 周 縁 的 な 地 位 に 置 か れ た 女 性 が 、 低

賃 金 や 低 い 地 位 を 受 け 入 れ る 代 わ り に 男 性 と 同 程 度 の 義 務 や 拘 束 に

縛 ら れ る こ と を 拒 否 す る 適 応 形 態 (藤 岡 2 0 1 2： 3 2 )」 を 指 す 。 こ れ

の 広 が り は 、 近 年 の ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー 渡 航 に も 関 連 性 が あ る と

み て よ い だ ろ う 。 ま た 、 長 友 ( 2 0 0 7 )の 派 遣 労 働 が 女 性 の 「 私 的 領 域

を 充 実 さ せ る 手 段 」 と し て 機 能 し て い る と い う 指 摘 (長 友 2 0 0 7：

1 9 2 )と も 親 和 性 が 高 い と 考 え ら れ る 。  

さ ら に 、 特 に 注 目 す べ き な の は 、 ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー を 他 人 に

勧 め な い と 回 答 し た 方 々 の 意 識 の 傾 向 で あ る 。  
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個 人 と し て 大 変 良 い 経 験 を し た と 感 じ な が ら も 、 彼 ら は 帰 国 後

に 、 そ の 経 験 を 第 三 者 に 対 し て 勧 め な い と し た 理 由 は 、 日 本 国 内 で

の ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー に 対 す る 評 価 の 在 り 方 に 危 機 感 を 覚 え て い

た た め で あ る 。 ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー に 行 っ た 人 々 は 、 単 に 遊 ん で

き た だ け で あ り 、 そ の 経 験 に 職 業 的 な 意 義 は な く 、 一 年 間 の ブ ラ ン

ク を 抱 え た 人 間 で あ り 、 日 本 社 会 で は 受 け 入 れ ら れ な い の で は な い

か 、 と い う 不 安 が よ ぎ る の で あ ろ う 。 そ れ で も な お 、「 忍 耐 強 さ 」

や 「 国 際 感 覚 」 と い っ た 、 目 に は 見 え な い 力 を 養 っ た こ と に 対 し て

は 、 彼 ら 自 身 は 、 帰 国 後 の 成 果 と し て 感 じ て い る 。  

就 職 に 関 し て 言 え ば 、 彼 ら が 最 も 強 く 感 じ る 精 神 的 な 成 長 を 、 い

か に 就 職 時 に ア ピ ー ル で き る か が 重 要 に な る の で あ ろ う 。 し か し な

が ら 、 現 在 の 日 本 の 就 職 活 動 時 に は 、 こ う し た 非 標 準 的 な 能 力 を 正

確 に 測 れ る 指 標 は な く 、 個 人 の 力 量 に 依 拠 し て い る 状 況 で あ る 。  

 「 ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー を 人 に 勧 め る か ど う か 」 と い う 質 問

で は 、 特 に ラ イ フ コ ー ス の 個 人 化 が 若 者 の 意 識 に 浸 透 し て い る

状 況 が 指 摘 で き る 。  
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終 章  日 本 からのワーキング・ホリデー渡 航 者 のキャリア形 成 からみえるもの  

 

最 後 に 、 本 稿 の 結 論 と し て 、 ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー の 経 験 が 若 者

の キ ャ リ ア 形 成 に ど の よ う に 影 響 す る か 、 と い う 問 い に 対 し て 言 及

す る 。  

ま ず 、 ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー が 帰 国 後 の キ ャ リ ア 形 成 に 及 ぼ す 要

因 は 以 下 の 3 つ の こ と か ら 説 明 で き る 。 イ ン タ ビ ュ ー 調 査 の 結 果

か ら 、「 ① 年 齢 」、「 ② 渡 航 動 機 」、「 ③ 就 労 経 験 の 内 容 」 が 重 要 な 事

柄 で あ る と 感 じ ら れ て い た 。 こ の こ と は 、 J A O S 調 査 で も 同 様 の 指

摘 が あ っ た 。 J A O S 調 査 で は 、 キ ャ リ ア 形 成 に 最 も 有 効 な 影 響 を 与

え る 経 験 を す る 人 々 の 特 徴 は 「 自 分 に 合 う 仕 事 を 見 つ け よ う と 、 渡

航 前 に T O E I C で 語 学 力 を 高 め 、 比 較 的 若 い う ち に 、 海 外 イ ン タ ー

ン シ ッ プ 及 び ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー の 両 方 を 、 よ り 長 い 期 間 体 験

し 、 滞 在 中 の 暮 ら し 向 き は 苦 し く な い よ う な 過 ご し 方

( J A O S 2 0 1 4： 8 8 )」 を す る 人 々 で あ る と し た 。  

「 ① 年 齢 」 に つ い て は 、 J A O S 調 査 の 「 自 由 記 述 回 答 」 で 、 1 0 -

2 0 代 前 半 の 若 者 で 特 に 、 精 神 的 な 「 自 立 」 に 言 及 す る こ と が 多

く 、 そ れ が 彼 ら に 積 極 的 な 意 味 を も た ら し て い る た め で あ る 。 実 生

活 で 経 験 が 活 か さ れ る こ と 以 上 に 、 自 分 の 精 神 的 な 成 長 を 感 じ て い

る 回 答 者 も 多 い こ と か ら も わ か る 。 こ の こ と は 、 イ ン タ ビ ュ ー 調 査

の 中 で は 、 し ば し ば 学 生 で あ れ ば 帰 国 後 に 学 校 と い う 環 境 に ス ム ー

ズ に 移 行 で き 、 そ の う え 、 就 職 活 動 時 に は 、 在 学 中 の 一 つ の エ ピ ソ

ー ド と し て 語 る こ と が 出 来 る こ と が 理 由 と し て 考 え ら れ る 。 ま た 、

学 生 で は な い 場 合 で も 、 年 齢 が 低 い ほ ど 、 帰 国 後 の 再 就 職 で は 可 能

性 の 幅 が 、 年 齢 が 高 い 場 合 よ り も 、 広 い こ と が 考 え ら れ る 。 し か し

な が ら 、 日 本 か ら の ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー 渡 航 者 の 大 半 は 、 学 生 よ

り も 上 の 年 齢 層 で あ り 、 平 均 年 齢 も 3 0 歳 前 後 で あ り 、 そ ろ そ ろ

「 若 者 」 と 呼 ば れ る 年 齢 か ら 脱 す る 人 々 で あ る 。 そ し て 、 そ う い っ

た 方 た ち は 、 就 職 時 に は 、 ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー の 経 験 よ り も 前 職

で の 経 験 を 語 る こ と を 重 視 し て い る 。  

「 ② 渡 航 動 機 」 は ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー の 過 ご し 方 や 「 ③ 就 労 体

験 の 内 容 」 に 影 響 す る こ と が イ ン タ ビ ュ ー 調 査 で 明 ら か に な っ た 。

こ の こ と は 、 J A O S調 査 ( 2 0 1 4： 9 4 - 9 8 )で も 同 様 な こ と が 指 摘 さ れ て

い る 。 た と え ば 、「 語 学 力 の 強 化 」 を 渡 航 動 機 に 挙 げ て い る 人 々

は 、「 仕 事 で 問 題 な く コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が 取 れ る 」 以 上 の 語 学 力

を 要 求 す る 仕 事 に 就 き 、 交 友 関 係 で も 「 滞 在 国 の 人 と の 交 流 が 中

心 」 と 答 え る 割 合 は 高 か っ た 。 帰 国 後 も 、 そ の 経 験 が 就 職 で 有 利 に

働 き 、 給 与 に も 良 い 影 響 が も た ら さ れ た と い う 。 一 方 で 、「 海 外 に

憧 れ が あ っ た 」 な ど の 漠 然 と し た 動 機 で は 、 高 度 な 語 学 力 を 必 要 と

さ れ な い 仕 事 に 就 き 、 日 本 人 同 士 で 過 ご す 人 の 割 合 が 高 く 、 帰 国 後
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の キ ャ リ ア 形 成 に は 、 積 極 的 な 効 果 を も た ら し て い な い と 指 摘 し て

い る 。  

本 稿 の イ ン タ ビ ュ ー 調 査 で は 、 学 生 の 中 で 、 ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ

ー を 留 学 の 一 形 態 と し て 捉 え る 側 面 が 認 め ら れ 、 そ れ ゆ え に 正 規 留

学 者 と 比 較 し て 劣 等 感 を 持 つ 傾 向 が 見 ら れ る 。 一 方 で 、 自 己 裁 量 で

能 力 開 発 を 促 せ る と 積 極 的 に 捉 え て い る 。 ま た 、 正 規 留 学 で は 得 ら

れ な い 就 労 体 験 の 機 会 を 肯 定 的 に 捉 え 、 語 学 を い か し た 仕 事 を す る

こ と に や り が い を 感 じ て い た 。 社 会 人 で は 、 ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー

は 、 あ く ま で 「 ホ リ デ ー 」 と し て 海 外 生 活 を 過 ご す た め の 手 段 と し

て 捉 え る 傾 向 が イ ン タ ビ ュ ー 調 査 の 結 果 に 認 め ら れ た 。 J A O S 調 査

( 2 0 1 4 )で 「 日 本 で は 得 ら れ な い 知 識 や 技 能 を 得 た か っ た 」、「 海 外 で

仕 事 を し た か っ た 」 と い っ た 意 識 の 傾 向 が 強 ま っ た こ と が 分 か っ た

と は い え 、 就 労 体 験 の 内 容 に 変 化 が あ っ た と い う わ け で も な い 。 ま

た 、 イ ン タ ビ ュ ー 調 査 で の 経 験 者 の 語 り や 、 J A O S 調 査

( 2 0 0 4 , 2 0 1 4 )で も あ っ た よ う に 、 渡 航 動 機 の 根 底 に は 「 海 外 へ の 憧

れ 」 が あ り 、 海 外 で 生 活 で き れ ば 、 一 旦 は 、 目 標 は そ こ で す で に 達

成 で き た こ と に な る 。 つ ま り 、 ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー は 「 海 外 へ の

憧 れ 」 と い う 若 者 の 欲 求 に 対 し て 「 お 手 軽 な 海 外 長 期 滞 在 」 を 提 供

し て 、 即 自 的 に そ の 欲 求 を 満 た し て く れ る 。  

で は 、 ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー は 、 キ ャ リ ア 形 成 に 何 か 影 響 が あ る

の か 、 と い え ば 、「 た ぶ ん 、 な い
・ ・

」 と い う こ と に な る 。       

結 論 と し て は 大 変 曖 昧 な も の に な っ て し ま っ た が 、 こ の 制 度 が 自

由 度 の 高 い 内 容 で あ る こ と か ら も 、 こ の よ う な 結 論 で あ っ て も 不 自

然 で は な い 。 た だ 、 こ の よ う な 曖 昧 な 結 論 で 締 め く く る こ と は 避

け 、 以 下 で は 、 筆 者 が 今 後 、 ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー を 進 展 さ せ て い

く た め に 必 要 と 思 わ れ る 事 柄 を 論 じ て い く 。  

ま ず 、 ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー の 発 展 の 可 能 性 と し て 、 2 つ の こ と

が 考 え ら れ る 。 そ の た め に は ま ず 、 日 本 社 会 で の 、 ワ ー キ ン グ ・ ホ

リ デ ー の 趣 旨 の 再 定 義 と 、 社 会 に 向 け た 浸 透 が 必 要 で あ る 。 こ の 趣

旨 と 定 義 に は 以 下 の 2 つ の パ タ ー ン が 考 え ら れ る 。 一 つ は 、 キ ャ

リ ア ア ッ プ の 一 つ の 方 法 と し て 、 ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー を 発 展 さ せ

て い く こ と 。 も う 一 つ は 、 ま さ に 「 ホ リ デ ー 」 と し て 活 用 し て い く

こ と で あ る 。  

キ ャ リ ア ア ッ プ の 一 つ の 方 法 と し て ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー を 発 展

さ せ て い こ う と す る 場 合 を 考 え る に あ た り 、 こ れ ま で の 利 用 者 が 感

じ て い る 帰 国 後 の 効 用 を も う 一 度 確 認 す る 。 こ の こ と に 関 し て は 、

大 き く 3 つ の こ と が 指 摘 で き る 。  

ま ず は 、 交 友 関 係 の 拡 大 に み ら れ る 「 海 外 で の ネ ッ ト ワ ー ク の 獲

得 」 で あ る 。 ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー 滞 在 中 に つ く り 上 げ た 国 際 的 な

交 友 関 係 を 、 若 者 が 将 来 的 な キ ャ リ ア の 中 で 活 用 で き る 可 能 性 は 大
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い に あ る 。 オ ー ス ト ラ リ ア 移 民 局 責 任 者 の イ ン タ ビ ュ ー で も み ら れ

た よ う に 、「 彼 ら が 未 来 の リ ー ダ ー と な れ ば 、両 国 の 間 に 良 好 な 人 間

関 係 が 生 ま れ 、 こ れ ら の 若 者 が 政 府 や 議 会 、 そ の 他 の 場 所 で 活 躍 す

れ ば そ の 関 係 が 継 続 ( J A O S 2 0 0 4： 1 2 6 )」 す る こ と が 見 込 め る 。 し か

し 、イ ン タ ビ ュ ー 調 査 で は 、 S N S で 海 外 の 友 人 と は つ な が っ て い る

と い う 回 答 も あ っ た が 、 連 絡 の 頻 度 は 低 い 方 が 多 い 傾 向 で あ る 。  

次 に 、「 国 際 感 覚 」 の 獲 得 が あ る 。 ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー は 他 の

海 外 就 労 体 験 プ ロ グ ラ ム に 比 べ て 、「 国 際 感 覚 」 を 向 上 さ せ た と 感

じ て い る 割 合 が 高 い こ と は 前 述 し た と お り で あ る 。 さ ら に 、 イ ン タ

ビ ュ ー 調 査 の 語 り の 中 で も 、 異 文 化 へ の 理 解 が 深 ま っ た と い う 回 答

が 多 く あ っ た 。 こ の よ う な 成 果 は 、 た と え ば 、 海 外 と 取 引 を 頻 繁 に

す る 、 も し く は 外 資 系 の 企 業 で あ れ ば 、 こ の 感 覚 は 業 務 を 遂 行 す る

上 で も 大 い に 有 効 に 働 く こ と が 考 え ら れ る 。 そ の た め に は 、 滞 在 中

に は 日 本 人 同 士 で 時 間 を 費 や す の で は な く 、 滞 在 国 の 人 や 滞 在 国 以

外 の 国 の 人 々 と の 交 流 を 積 極 的 に 図 る 必 要 が あ る だ ろ う 。  

そ し て 、 以 上 の 2 つ の 条 件 に 付 随 し て 、 語 学 力 の 向 上 が 挙 げ ら

れ る 。 国 際 的 な 交 友 関 係 を 中 心 と し た 滞 在 中 の 過 ご し 方 を し て い る

場 合 、 そ れ に 付 随 し て 滞 在 国 で の 言 語 な い し 、 そ の 交 流 を 図 る う え

で 必 要 な 言 語 を 使 用 す る こ と は 避 け ら れ な い 。 そ の た め 、 必 然 的 に

語 学 力 の 向 上 が 見 込 ま れ る 。  

ま た 、 上 記 の こ と を 渡 航 か ら 帰 国 後 に か け て 達 成 す る た め に は 、

こ れ ま で と は 異 な り 、「 ち ょ っ と 管 理 型 」 な ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー

制 度 に な る 必 要 が あ る だ ろ う 。 現 在 の ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー 制 度 の

も と で は 、 利 用 者 は 渡 航 す る 際 も 、 滞 在 国 に い る 間 も 、 日 本 か ら も

受 入 国 側 か ら も 、 就 労 に 関 す る サ ポ ー ト を 受 け て い な い 状 況 で あ

る 。 個 人 に よ っ て は 、 留 学 斡 旋 エ ー ジ ェ ン ト な ど の サ ー ビ ス を 受 け

る こ と は あ る が 、 公 的 支 援 が あ る と い う わ け で も な い 。 キ ャ リ ア 形

成 の 一 手 段 と し て ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー を 発 展 さ せ る と す る な ら

ば 、 考 え ら れ る 改 善 案 と し て 、 受 入 国 に 、 よ り 職 業 的 な 知 識 や 技 能

が 身 に 着 け ら れ る よ う な 仕 事 を 、 若 者 た ち に 提 供 す る 企 業 を あ っ せ

ん し て も ら う 、 と い う こ と が あ る 。 し か し 、 企 業 に よ っ て は こ の 制

度 で ， 若 者 を 不 当 な 労 働 に 就 か せ る と い っ た 悪 用 の 恐 れ も あ り 、 リ

ス ク を 伴 う 提 案 で あ る か も し れ な い 。  

ま た 、 制 度 の 利 用 者 は 、 渡 航 段 階 で 明 確 な 帰 国 後 の 到 達 目 標 を 知

識 や 技 能 の 習 得 を 含 め て 設 定 し 、 滞 在 中 に も そ の 目 標 達 成 に 向 け て

活 動 を す る 。 そ し て 、 帰 国 後 に は 、 習 得 し た 知 識 や 技 能 を 、 キ ャ リ

ア 形 成 、 殊 に 就 職 活 動 時 に ア ピ ー ル で き る よ う に 資 格 の 取 得 や 彼 ら

の 経 験 が い か に 職 業 生 活 の 上 で 有 効 な も の で あ る か を 強 調 す る ノ ウ

ハ ウ を 準 備 す る 必 要 も あ る 。 こ う し た 渡 航 か ら 帰 国 後 の 就 職 に 至 る

ま で を 支 援 す る 活 動 を 活 発 化 さ せ る 、 と い う 手 段 も 考 え ら れ る 。 た
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だ 、 現 在 、 海 外 職 業 訓 練 協 会 ( J A O S )の 主 催 す る 「 G l o b a l  A c e」 と

い う 海 外 就 労 体 験 を し た 若 者 の 帰 国 後 の 就 労 支 援 を す る 取 り 組 み が

平 成 2 5 年 か ら あ る 。 ま だ 、 開 始 さ れ て 間 も な い こ と か ら 、 ワ ー キ

ン グ ・ ホ リ デ ー 利 用 者 に は 、 な か な か 認 知 さ れ て い な い と い う 状 況

の よ う だ 。  

次 に 、「 ホ リ デ ー 」 と し て ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー を 活 用 す る 場 合

に つ い て 、 日 本 社 会 と 渡 航 す る 若 者 が す べ き こ と に 触 れ る 。  

第 一 に 、 J A O S 調 査 の 目 的 に 見 ら れ る よ う に 、 ワ ー キ ン グ ・ ホ リ

デ ー を 就 労 体 験 と い う 位 置 づ け で は な く 、 個 人 の 人 生 体 験 と し て 評

価 す る 社 会 の 姿 勢 が 求 め ら れ る よ う に 思 わ れ る 。 人 格 形 成 に お い て

も 、「 視 野 が 広 が っ た 」「 忍 耐 強 く な っ た 」 な ど 、 標 準 化 す る こ と が

出 来 な い 評 価 基 準 に 関 し て も 、 彼 ら の 養 っ て き た 力 を 社 会 全 体 で 認

め る 必 要 が あ る と 強 く 感 じ る 。  

次 に 、「 ホ リ デ ー 」 と し て 一 年 間 を 過 ご し た 人 々 に 、 日 本 社 会 は

よ り 寛 容 な 態 度 を 持 つ べ き で あ る 。 日 本 国 外 で 一 定 期 間 滞 在 し 、 現

地 の 生 活 、 文 化 、 習 慣 を 肌 で 感 じ 、 国 際 感 覚 を も つ 人 々 が 、 今 後 の

日 本 社 会 や 人 々 に 、 ど の よ う な 効 用 や 影 響 を 生 み 出 し て い く の か を

追 っ て い く こ と は 、 グ ロ ー バ ル 化 の 大 き な 渦 の 中 に あ る 日 本 社 会 に

と っ て 、 重 要 な 役 割 を 担 う こ と は 間 違 い な い 。  

そ し て 、 ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー 利 用 者 の 属 性 が 、 就 職 を す で に 経

験 し た 2 0 代 後 半 の 若 者 で あ る こ と に 彼 ら 自 身 が 自 覚 的 で あ る 必 要

が あ る 。 彼 ら の 背 景 に は 、 日 本 社 会 で の 「 な ん と な く 不 安 な 生 活 か

ら の 脱 出 」 願 望 が あ る た め で あ る 。 こ う し た 若 者 に 対 し 、 社 会 は 、

な ぜ 、 彼 ら は 日 本 以 外 の 地 に 飛 ん で 行 っ た の か と い う 理 由 に 自 省 的

で な け れ ば な ら な い 。 9 0 年 代 以 降 の 労 働 市 場 の 不 安 定 化 は 、 若 者

に 対 し 、 新 た な 将 来 設 計 の 考 案 を 暗 に 強 要 し て い る た め だ 。 そ う で

あ る な ら ば 、 日 本 社 会 は ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー の 利 用 者 の 平 均 年 齢

を 低 年 齢 化 さ せ る 何 ら か の 方 策 を 推 し 進 め 、 1 0 代 、 2 0 代 前 半 と い

っ た 若 者 に 、 海 外 で の 「 成 長 の 機 会 」 を 提 供 す る べ き で あ ろ う 。 ワ

ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー が 「 休 暇 目 的 の 入 国 及 び 滞 在 期 間 中 に お け る 旅

行 ・ 滞 在 資 金 を 補 う た め の 付 随 的 な 就 労 を 認 め る 制 度 」 と 定 め ら

れ 、 名 前 の 通 り 、 あ く ま で w o r k i n g は h o l i d a y を 修 飾 し て い る 補

助 的 な も の と し て 位 置 づ け ら れ て い る 。 こ の 制 度 の 目 的 と 、 そ れ を

利 用 す る 若 者 の 意 識 や 過 ご し 方 は 、 日 本 社 会 の 変 化 の 一 端 を 映 し 出

す も の と し て 、 大 き な 手 掛 か り に な る の だ ろ う 。  
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文末 脚注  

1文 部 科 学 省 H P  h t t p : / / w w w . m e x t . g o . j p / a _ m e n u / s h o t o u / g a i k o k u g o /  (最 終

閲 覧 2 0 1 6 年 1 月 6 日 )  
2  h t t p : / / n e w s . l i v e d o o r . c o m / a r t i c l e / d e t a i l / 1 0 5 0 3 6 5 2 /  (最 終 閲 覧 2 0 1 6 年 1

月 6 日 )  
3大 石 哲 之 ( 2 0 1 5 ) P H P 新 書  
4文 部 科 学 省 「日 本 人 の海 外 留 学 者 数 」及 び「外 国 人 留 学 生 在 籍 状 況 調 査 」等 につ

いて (平 成 2 7 年 2 月 2 7 日 )では、 「 O E C D 等 の 2 0 1 2 年 統 計 による日 本 人 の海 外 留

学 者 数 を集 計 したところ、 6 0 , 1 3 8 人 （対 前 年 比 2 , 6 3 7 人 （約 5 . 0％ ）増 ）であり、留 学

者 数 の多 い国 は中 華 人 民 共 和 国 （ 2 1 , 1 2 6 人 ） 、アメ リカ合 衆 国 （ 1 9 , 5 6 8 人 ） 、英 国

（ 3 , 6 3 3 人 ） 」 だった。  
5  h t t p : / / w w w . j a t a - n e t . o r . j p / d a t a / s t a t s / 2 0 1 4 / 0 4 . h t m l  (最 終 閲 覧 2 0 1 6 年

1 月 6 日 )  
6  海 外 留 学 に関 する報 告 は長 峰 ( 2 0 1 2 ) 、 ワーキング・ホ リデーに関 する研 究 では川 嶋

( 2 0 1 0 ) 、藤 岡 ( 2 0 0 8 )などがあるが、研 究 としてはほとんど稀 である。  
7外 務 省 H P 「 ワーキング・ホリデー制 度 」よ り .  

h t t p : / / w w w . m o f a . g o . j p / m o f a j / t o k o / v i s a / w o r k i n g _ h . h t m l  (最 終 閲 覧 2 0 1 6 年

1 月 6 日 )  
8  オーストラ リアでは、一 定 の基 準 を満 たせば二 回 目 のワーキング・ホリデー参 加 が可 能 。

(セカンドワーキング・ホ リデー )また、同 国 では、就 学 期 間 は最 長 4 か月 とされている。ニュ

ージーランドでも同 様 に、一 定 期 間 の滞 在 期 間 の延 長 が認 められる。また、英 国 において

は、ワーキング・ホ リデーではなく Y o u t h  M o b i l i t y  s c h e m e という名 称 を用 い、毎 年 抽 選

で 1 0 0 0 名 の募 集 がある。最 長 2 年 の滞 在 と就 労 が認 められている。  
9現 在 では、協 定 国 2 5 か国 とのワーキング・ホ リデー協 定 を結 んでいるオーストラ リアに関

しては、 「 1 9 7 5 年 以 前 は、ヨーロッパ内 イギリス連 邦 およびアイルランドの国 民 は、オースト

ラ リアへ入 国 するさいに特 別 なビザを必 要 としなかった。ところがワーキング・ホ リデー制 度 の

導 入 と同 時 にこのような特 権 が廃 止 され、ニュージーランドを除 くすべての外 国 人 に対 して

入 国 ビザが要 求 されるようになった 」 (増 田 2 0 1 1 : 2 )経 緯 がある。さらに、しばしばワーキン

グ・ホリデー制 度 に関 する研 究 で指 摘 されるが、 「時 にはこれが安 易 な労 働 力 対 策 として

利 用 され」ることもあり 、各 国 協 定 国 内 で今 もなお度 々、その査 証 発 給 条 件 の改 正 が行

われていることもある。 さらに、受 入 国 側 では「ワーキング・ホ リデーとして入 国 し、就 業 を続

け、長 期 に在 留 する者 が増 え、それが労 働 市 場 を圧 迫 するなどの問 題 もあって、何 度 か

見 直 しがなされるとともに、イギリスでは、 1 9 7 0 年 代 に査 証 無 し渡 航 が原 則 として禁 止 さ

れ」ることになった。 「英 連 邦 域 内 でも労 働 査 証 等 が必 要 になるに及 んで、それまで自 由

に行 き来 できていたオーストラ リア、ニュージーランド等 との間 で、改 めてワーキング・ホリデー

制 度 を行 うこととし 、広 く世 界 に広 がったものである」 。 ( J A O S 2 0 0 4 : 1 5 )  
1 0  h t t p : / / w w w . j a w h m . o r . j p / a b o u t . h t m l  ( 2 0 1 6 年 1 月 6 日 )  
1 1省 略 してワーホリメーカーとも呼 ばれる。  
1 2  「 ジ ョブボート 」 というインターネッ ト掲 示 板 で各 登 録 企 業 の求 人 が見 られるシステムが

ある。  
1 3  大 手 民 間 エージェントには、 (株 ) ワールドアベニュー、ウインテック留 学 センター、ラスト リ

ゾート 、 i S S 国 際 交 流 センターなどがあり、その他 にも数 多 くの企 業 がある。  
1 4一 般 社 団 法 人  海 外 留 学 協 議 会 (平 成 2 5 年 度 3 月 ) 「海 外 就 業 体 験 が若 年 層

の職 業 能 力 開 発 ・キャ リア形 成 に及 ぼす影 響 ・効 果 に関 する調 査 研 究 」 3 1 頁  
1 5外 務 省 は、 「 ロ マー ノ ・ プ ローデ ィ ・ イ タ リ ア共 和 国 首 相 訪 日 に際 しての共 同 記 者 発 表

（仮 訳 ） 」 ( 2 0 0 7 年 4 月 1 6 日 )において「 ( d )文 化 協 力 と人 的 交 流 」の項 目 で以 下 のよ

うに、イタ リアが更 なる協 定 国 となる可 能 性 を示 している。  

「両 首 脳 は、日 本 とイタ リアにおける文 化 財 保 存 のための二 国 間 協 力

の進 展 及 び第 三 国 における両 国 の協 力 を歓 迎 する。また、両 首 脳
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http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/gaikokugo/　(最終閲覧2016年1月6
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74 

  

 

は、観 光 及 び若 者 の交 流 を一 層 促 進 することを希 望 し、両 国 間 のワ

ーキング・ホリデー制 度 に関 する協 議 を継 続 する意 図 を再 確 認 す

る。 」  
1 6  「 ド イツでの年 齢 上 限 の引 き上 げは、 ドイツの自 国 内 で大 学 卒 業 年 齢 が高 いため、そ

の後 の海 外 体 験 をするための期 間 を確 保 するために、 3 5 歳 までという設 定 が必 要 なのは

ないかと思 量 される」が、 ともあれ豪 州 サイドとしては、あまり上 限 を上 げることについては積

極 的 に考 えていないことが明 らかであった。 」 とある。 ( J A O S 調 査 2 0 0 4 )  
1 7  古 市 ( 2 0 1 1 )が 1 9 6 0 年 から 1 9 8 4 年 の間 の朝 日 新 聞 電 子 版 における「見 出 しとキ

ーワード分 析 」によるヒッ ト数 をグラフ化 したところ、 「青 年 」と 「若 者 」という言 葉 の使 用 頻

度 は 1 9 7 0 年 以 降 には「若 者 」が 「青 年 」を上 回 る使 用 頻 度 であった。 1 9 8 0 年 代 に入

ってからは、圧 倒 的 に「若 者 」が 「青 年 」よ りも使 われている。  
1 8片 瀬 ( 2 0 1 5 ： 1 4 4 )は、 「青 年 問 題 」が 「社 会 学 会 で最 初 に本 格 的 に取 り上 げられたの

は、1 9 7 0 年 第 4 3 回 日 本 社 会 学 大 会 におけるシンポジウム「現 代 の青 年 問 題 」であっ

た 」ことを示 した。また、塩 原 ( 1 9 7 1 ) は、①労 働 の問 題 としての青 年 論 (階 級 的 青 年

論 )、②文 化 の問 題 としての青 年 論 (世 代 論 的 青 年 論 )、③政 治 の問 題 としての青 年 論

(時 代 論 的 青 年 論 )の三 つのアプローチの方 法 を提 示 している。  
1 9 「高 度 経 済 成 長 期 末 期 も 1 9 6 1 (昭 和 3 6 )年 度 から 6 4 (同 3 9 )年 度 にかけて、男 女

とも就 職 率 の第 一 ピークがあり、男 性 では 8 5％、女 性 でも 7 0％を超 す就 職 率 を示 してい

る。その後 、就 職 率 は低 下 傾 向 にあり、 と くに二 回 のオイルショックに挟 まれた 1 9 7 6 (昭 和

5 1 )年 度 から 7 8 (同 5 3 )年 度 の間 は男 性 で 7 5％程 度 、女 性 で 6 0％前 後 と低 迷 期 を

迎 えていた。 」 (片 瀬 2 0 1 5 ： 1 5 0 - 1 5 1 )  
2 0  「 その後 は長 期 にわたって漸 減 傾 向 を示 し、バブル経 済 が崩 壊 した 1 9 9 0 年 代 初 頭

以 降 もおおむね 1 0～1 1％台 で推 移 している」 。 (片 瀬 2 0 1 5 ： 1 5 3 )  
2 1小 此 木 は「モラ ト リアム人 間 」を一 種 の社 会 的 性 格 として捉 えたが、片 瀬 ( 2 0 1 5 )は

「 『モラ ト リアム人 間 論 』が心 理 主 義 的 に構 築 された若 者 『物 語 』の幕 開 けであった可 能

性 」 ( 2 0 1 5 : 1 6 1 ) を示 唆 している。当 時 の若 者 の就 職 事 情 や高 学 歴 化 などの社 会 構 造

の変 化 をかんがみて、その表 現 は決 して社 会 的 性 格 として捉 えられるものではないとしてい

る。 ( 2 0 1 5 : 1 4 4 - 1 6 4 )  
2 2  出 身 都 道 府 県 を考 慮 していないので、あ くまで数 値 上 の話 。もしかしたら、同 じ人 が何

回 も行 っていたかもしれないし、地 方 の人 は全 く海 外 に行 くなんてことしてなかったかも。な

ので、一 概 にはひとく く り にはできないが、 2 0 ~ 2 9 歳 の人 たちの間 では、これく らいには海 外

に行 くことは、多 くの人 にとって縁 遠 い存 在 でもなくなった、という程 度 の話 。  
2 3  h t t p : / / w w w . s t u d y a b r o a d . c o . j p / s p e c i a l / 2 c o u n t r i e s /  ( 2 0 1 6 年 1 月 3 日 最

終 閲 覧 )  
2 4  h t t p : / / w w w . m o j . g o . j p / h o u s e i / t o u k e i / t o u k e i _ i c h i r a n _ n y u k a n . h t m l ( 2 0 1 6 年

1 月 3 日 最 終 閲 覧 )  
2 5  た とえば、宮 台 ( 1 9 9 4 ) の記 号 消 費 論 をもとした、 「新 人 類 」論 と 「オタク 」論 のような

「人 格 類 型 と文 化 類 型 の対 応 関 係 」や新 井 ( 1 9 9 3 )の 1 9 7 0 年 代 から 8 0 年 代 にかけ

ての若 者 論 の展 開 のされ方 を総 括 したものや、 8 0 年 代 前 半 のメディアとの親 和 性 を語 っ

た「高 感 度 人 間 」 (成 田 1 9 9 6 ) 、逢 沢 ( 1 9 9 1 ) の 「新 人 類 」は「物 質 的 な面 で不 自 由 す

ることもなく育 った世 代 」で、 「その特 徴 を企 業 への帰 属 意 識 が低 く、転 職 をいとわず、場

合 によっては特 定 の企 業 に属 さず「フ リーター」的 な生 き方 をする点 に見 出 している」ことを

挙 げている。 (片 瀬 2 0 1 5 : 1 8 9 - 1 9 1 )  
2 6  1 9 8 0 年 代 には、 1 9 8 0 年 に任 天 堂 から初 の携 帯 用 液 晶 ゲーム機 、 1 9 8 3 年 にはフ

ァミ リーコンピューターが発 売 された。  
2 7  藤 岡 ( 2 0 1 2 ) によれば、オーストラ リアの在 留 邦 人 の数 はアメリカ、中 国 に次 ぎ第 3 位

であり (外 務 省 2 0 1 0 ) 、 2 0 0 2 年 以 降 はオーストラ リアでは深 刻 化 した農 業 労 働 力 の補

完 が急 務 であったことも影 響 しているという。  
2 8  藤 岡 ( 2 0 1 2 )はオーストラ リア政 府 の統 計 ( D e p a r t m e n t  o f  F o r e i g n  A f f a i r s  a n d  

T r a d e 2 0 1 0 : 2 3 , T a b l e 2 ) では 「商 品 ・サービスの輸 出 額 上 位 品 目 のなかに「留 学 関 連

サービス」 ( 3 位 ) と 「観 光 関 連 サービス」 ( 5 位 ) 」があることを指 摘 し、それは「戦 略 的 姿

 

http://www.studyabroad.co.jp/special/2countries/　(2016年1月3
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勢 」をも含 むとしている。また、そのことは「 2 0 1 0 年 に政 府 の留 学 情 報 提 供 サービスが教

育 ・雇 用 ・職 場 関 係 省 から外 交 ・貿 易 省 の管 轄 に変 更 された」ことにも表 れているとい

う。  
2 9  2 0 0 4 年 と 2 0 1 4 年 の調 査 報 告 書 を見 比 べただけで、その気 合 の入 り方 が違 うこと

がわかる。何 より、 2 0 0 4 年 の方 は全 ページ白 黒 で、各 図 表 も読 みづらかったが、 2 0 1 4

年 はフルカラーである。  
3 0  2 0 0 4 年 の調 査 では、調 査 時 点 の年 齢 のみ質 問 していたため、渡 航 時 点 の平 均 年

齢 は不 明 である。ただし、調 査 時 点 に 3 5 歳 以 下 であることが条 件 であった。  
3 1  2 0 1 4 年 度 の調 査 では、前 回 調 査 より詳 細 な内 訳 を公 開 しているため、回 答 者 を「ワ

ーキング・ホリデー」 「海 外 インターンシップ 」 「 ワーキング・ホリデーと海 外 インターンシップの

両 方 」の 3 つに加 え、 (詳 細 は不 明 なのだが ) 「その他 」の 4 つに分 類 している。  
3 2  2 0 1 4 年 の「海 外 就 労 体 験 に対 する親 の態 度 」の残 りの結 果 は「本 人 が決 めたことだ

と諦 めた」 1 6 . 4％、 「反 対 した 」 7 . 3％であり、前 回 調 査 結 果 と大 きな差 は見 られない。  
3 3 J A O S 2 0 0 4 ： 3 1 、 2 0 1 4 ： 2 3   
3 4  ただ、本 インタビューでは現 地 の慣 例 に関 係 なく、言 語 的 な問 題 から職 探 しが難 航 し

たことが往 々にしてあったという声 が多 くかった。また、アルバイ ト経 験 がない者 に関 しては、

言 語 的 な問 題 以 前 に経 験 的 な問 題 からなかなか採 用 されないという状 況 もあった。  
3 5  し か し 、本 インタビューでは、全 ての大 学 生 回 答 者 が、こ う した日 系 飲 食 店 を避 ける、

もし くは忌 避 するような状 況 であった。彼 らの 「海 外 経 験 」 と 「日 本 人 ばっかりの環 境 回 避 」

を重 視 した状 況 が認 められる。  
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